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    第一章


    
      1エジプトの国くにを出でた次つぎの年としの二月がつ一日にちに、主しゅはシナイの荒野あらのにおいて、会見かいけんの幕屋まくやで、モーセに言いわれた、 2「あなたがたは、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調査ちょうさし、そのすべての男子だんしの名なの数かずを、ひとりびとり数かぞえて、その総数そうすうを得えなさい。 3イスラエルのうちで、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものを、あなたとアロンとは、その部隊ぶたいにしたがって数かぞえなければならない。 4また、すべての部族ぶぞくは、おのおの父祖ふその家いえの長ちょうたるものを、ひとりずつ出だして、あなたがたと協力きょうりょくさせなければならない。 5すなわち、あなたがたに協力きょうりょくすべき人々ひとびとの名なは、次つぎのとおりである。ルベンからはシデウルの子こエリヅル。 6シメオンからはツリシャダイの子こシルミエル。 7ユダからはアミナダブの子こナション。 8イッサカルからはツアルの子こネタニエル。 9ゼブルンからはヘロンの子こエリアブ。 10ヨセフの子こたちのうち、エフライムからはアミホデの子こエリシャマ、マナセからはパダヅルの子こガマリエル。 11ベニヤミンからはギデオニの子こアビダン。 12ダンからはアミシャダイの子こアヒエゼル。 13アセルからはオクランの子こパギエル。 14ガドからはデウエルの子こエリアサフ。 15ナフタリからはエナンの子こアヒラ」。 16これらは会衆かいしゅうのうちから選えらび出だされた人々ひとびとで、その父祖ふその部族ぶぞくのつかさたち、またイスラエルの氏族しぞくのかしらたちである。
    


    
      17こうして、モーセとアロンが、ここに名なを掲かかげた人々ひとびとを引ひき連つれて、 18二月がつ一日にちに会衆かいしゅうをことごとく集あつめたので、彼かれらはその氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにより、その名なの数かずにしたがって二十歳さい以上いじょうのものが、ひとりびとり登録とうろくした。 19主しゅが命めいじられたように、モーセはシナイの荒野あらので彼かれらを数かぞえた。
    


    
      20すなわち、イスラエルの長子ちょうしルベンの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの男子だんしの名なの数かずを、ひとりびとり得えたが、 21ルベンの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは四万六千五百人にんであった。
    


    
      22またシメオンの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの男子だんしの名なの数かずを、ひとりびとり得えたが、 23シメオンの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは五万九千三百人にんであった。
    


    
      24またガドの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 25ガドの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは四万五千六百五十人にんであった。
    


    
      26ユダの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 27ユダの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは七万四千六百人にんであった。
    


    
      28イッサカルの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 29イッサカルの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは五万四千四百人にんであった。
    


    
      30ゼブルンの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 31ゼブルンの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは五万七千四百人にんであった。
    


    
      32ヨセフの子こたちのうち、エフライムの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 33エフライムの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは四万五百人にんであった。
    


    
      34マナセの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 35マナセの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは三万二千二百人にんであった。
    


    
      36ベニヤミンの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 37ベニヤミンの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは三万五千四百人にんであった。
    


    
      38ダンの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 39ダンの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは六万二千七百人にんであった。
    


    
      40アセルの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 41アセルの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは四万一千五百人にんであった。
    


    
      42ナフタリの子こたちから生うまれたものを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえによって調しらべ、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものの名なの数かずを得えたが、 43ナフタリの部族ぶぞくのうちで、数かぞえられたものは、五万三千四百人にんであった。
    


    
      44これらが数かぞえられた人々ひとびとであって、モーセとアロンとイスラエルのつかさたちとが数かぞえた人々ひとびとである。そのつかさたちは十二人にんであって、おのおのその父祖ふその家いえのために出でたものである。 45そしてイスラエルの人々ひとびとのうち、その父祖ふその家いえにしたがって数かぞえられた者ものは、すべてイスラエルのうち、戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものであって、 46その数かぞえられた者ものは合あわせて六十万三千五百五十人にんであった。
    


    
      47しかし、レビびとは、その父祖ふその部族ぶぞくにしたがって、そのうちに数かぞえられなかった。 48すなわち、主しゅはモーセに言いわれた、 49「あなたはレビの部族ぶぞくだけは数かぞえてはならない。またその総数そうすうをイスラエルの人々ひとびとのうちに数かぞえあげてはならない。 50あなたはレビびとに、あかしの幕屋まくやと、そのもろもろの器うつわと、それに附属ふぞくするもろもろの物ものを管理かんりさせなさい。彼かれらは幕屋まくやと、そのもろもろの器うつわとを持もち運はこび、またそこで務つとめをし、幕屋まくやのまわりに宿営しゅくえいしなければならない。 51幕屋まくやが進すすむ時ときは、レビびとがこれを取とりくずし、幕屋まくやを張はる時ときは、レビびとがこれを組くみ立たてなければならない。ほかの人ひとがこれに近ちかづく時ときは殺ころされるであろう。 52イスラエルの人々ひとびとはその部隊ぶたいにしたがって、おのおのその宿営しゅくえいに、おのおのその旗はたのもとにその天幕てんまくを張はらなければならない。 53しかし、レビびとは、あかしの幕屋まくやのまわりに宿営しゅくえいしなければならない。そうすれば、主しゅの怒いかりはイスラエルの人々ひとびとの会衆かいしゅうの上うえに臨のぞむことがないであろう。レビびとは、あかしの幕屋まくやの務つとめを守まもらなければならない」。 54イスラエルの人々ひとびとはこのようにして、すべて主しゅがモーセに命めいじられたように行おこなった。
    

  


  


  
    第二章


    
      1主しゅはモーセとアロンに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとは、おのおのその部隊ぶたいの旗はたのもとに、その父祖ふその家いえの旗印はたじるしにしたがって宿営しゅくえいしなければならない。また会見かいけんの幕屋まくやのまわりに、それに向むかって宿営しゅくえいしなければならない。 3すなわち、日ひの出でる方ほう、東ひがしに宿営しゅくえいするものは、ユダの宿営しゅくえいの旗はたにつく者ものであって、その部隊ぶたいにしたがって宿営しゅくえいし、アミナダブの子こナションが、ユダの子こたちのつかさとなるであろう。 4その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは七万四千六百人にんである。 5そのかたわらに宿営しゅくえいする者ものはイッサカルの部族ぶぞくで、ツアルの子こネタニエルが、イッサカルの子こたちのつかさとなるであろう。 6その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは五万四千四百人にんである。 7次つぎはゼブルンの部族ぶぞくで、ヘロンの子こエリアブが、ゼブルンの子こたちのつかさとなるであろう。 8その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは五万七千四百人にんである。 9ユダの宿営しゅくえいの、その部隊ぶたいにしたがって数かぞえられた者ものは、合あわせて十八万六千四百人にんである。これらの者ものは、まっ先さきに進すすまなければならない。
    


    
      10南みなみの方ほうでは、ルベンの宿営しゅくえいの旗はたにつく者ものが、その部隊ぶたいにしたがっており、シデウルの子こエリヅルが、ルベンの子こたちのつかさとなるであろう。 11その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは四万六千五百人にんである。 12そのかたわらに宿営しゅくえいする者ものはシメオンの部族ぶぞくで、ツリシャダイの子こシルミエルが、シメオンの子こたちのつかさとなるであろう。 13その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは五万九千三百人にんである。 14次つぎはガドの部族ぶぞくで、デウエルの子こエリアサフが、ガドの子こたちのつかさとなるであろう。 15その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは四万五千六百五十人にんである。 16ルベンの宿営しゅくえいの、その部隊ぶたいにしたがって数かぞえられた者ものは、合あわせて十五万一千四百五十人にんである。これらの者ものは二番目ばんめに進すすまなければならない。
    


    
      17その次つぎに会見かいけんの幕屋まくやを、レビびとの宿営しゅくえいとともに、もろもろの宿営しゅくえいの中央ちゅうおうにして進すすまなければならない。彼かれらは宿営しゅくえいするのと同おなじように、おのおのその位置いちで、その旗はたにしたがって進すすまなければならない。
    


    
      18西にしの方ほうでは、エフライムの宿営しゅくえいの旗はたにつく者ものが、その部隊ぶたいにしたがっており、アミホデの子こエリシャマが、エフライムの子こたちのつかさとなるであろう。 19その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは四万五百人にんである。 20そのかたわらにマナセの部族ぶぞくがおって、パダヅルの子こガマリエルが、マナセの子こたちのつかさとなるであろう。 21その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは三万二千二百人にんである。 22次つぎにベニヤミンの部族ぶぞくがおって、ギデオニの子こアビダンが、ベニヤミンの子こたちのつかさとなるであろう。 23その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは三万五千四百人にんである。 24エフライムの宿営しゅくえいの、その部隊ぶたいにしたがって数かぞえられた者ものは、合あわせて十万八千百人にんである。これらの者ものは三番目ばんめに進すすまなければならない。
    


    
      25北きたの方ほうでは、ダンの宿営しゅくえいの旗はたにつく者ものが、その部隊ぶたいにしたがっており、アミシャダイの子こアヒエゼルが、ダンの子こたちのつかさとなるであろう。 26その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは六万二千七百人にんである。 27そのかたわらに宿営しゅくえいする者ものは、アセルの部族ぶぞくであって、オクランの子こパギエルが、アセルの子こたちのつかさとなるであろう。 28その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは四万一千五百人にんである。 29次つぎにナフタリの部族ぶぞくがおって、エナンの子こアヒラが、ナフタリの子こたちのつかさとなるであろう。 30その部隊ぶたい、すなわち、数かぞえられた者ものは五万三千四百人にんである。 31ダンの宿営しゅくえいの、数かぞえられた者ものは合あわせて十五万七千六百人にんである。これらの者ものはその旗はたにしたがって、最後さいごに進すすまなければならない」。
    


    
      32これがイスラエルの人々ひとびとの、その父祖ふその家いえにしたがって数かぞえられた人々ひとびとである。もろもろの宿営しゅくえいの、その部隊ぶたいにしたがって数かぞえられた者ものは合あわせて六十万三千五百五十人にんであった。 33しかし、レビびとはイスラエルの人々ひとびとのうちに数かぞえられなかった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      34イスラエルの人々ひとびとは、すべて主しゅがモーセに命めいじられたとおりに行おこない、その旗はたにしたがって宿営しゅくえいし、おのおのその氏族しぞくに従したがい、その父祖ふその家いえに従したがって進すすんだ。
    

  


  


  
    第三章


    
      1主しゅがシナイ山さんで、モーセと語かたられた時ときの、アロンとモーセの一族いちぞくは、次つぎのとおりであった。 2アロンの子こたちの名なは、次つぎのとおりである。長子ちょうしはナダブ、次つぎはアビウ、エレアザル、イタマル。 3これがアロンの子こたちの名なであって、彼かれらはみな油あぶらを注そそがれ、祭司さいしの職しょくに任にんじられて祭司さいしとなった。 4ナダブとアビウとは、シナイの荒野あらのにおいて、異火ことびを主しゅの前まえにささげたので、主しゅの前まえで死しんだ。彼かれらには子供こどもがなかった。そしてエレアザルとイタマルとが、父ちちアロンの前まえで祭司さいしの務つとめをした。
    


    
      5主しゅはまたモーセに言いわれた、 6「レビの部族ぶぞくを召めし寄よせ、祭司さいしアロンの前まえに立たって仕つかえさせなさい。 7彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやの前まえにあって、アロンと全ぜん会衆かいしゅうのために、その務つとめをし、幕屋まくやの働はたらきをしなければならない。 8すなわち、彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやの、すべての器うつわをまもり、イスラエルの人々ひとびとのために務つとめをし、幕屋まくやの働はたらきをしなければならない。 9あなたはレビびとを、アロンとその子こたちとに、与あたえなければならない。彼かれらはイスラエルの人々ひとびとのうちから、全まったくアロンに与あたえられたものである。 10あなたはアロンとその子こたちとを立たてて、祭司さいしの職しょくを守まもらせなければならない。ほかの人ひとで近ちかづくものは殺ころされるであろう」。
    


    
      11主しゅはまたモーセに言いわれた、 12「わたしは、イスラエルの人々ひとびとのうちの初はじめに生うまれたすべてのういごの代かわりに、レビびとをイスラエルの人々ひとびとのうちから取とるであろう。レビびとは、わたしのものとなるであろう。 13ういごはすべてわたしのものだからである。わたしは、エジプトの国くににおいて、すべてのういごを撃うち殺ころした日ひに、イスラエルのういごを、人ひとも獣けものも、ことごとく聖別せいべつして、わたしに帰きせしめた。彼かれらはわたしのものとなるであろう。わたしは主しゅである」。
    


    
      14主しゅはまたシナイの荒野あらのでモーセに言いわれた、 15「あなたはレビの子こたちを、その父祖ふその家いえにより、その氏族しぞくによって数かぞえなさい。すなわち、一か月げつ以上いじょうの男子だんしを数かぞえなければならない」。 16それでモーセは主しゅの言葉ことばにしたがって、命めいじられたとおりに、それを数かぞえた。 17レビの子こたちの名なは次つぎのとおりである。すなわち、ゲルション、コハテ、メラリ。 18ゲルションの子こたちの名なは、その氏族しぞくによれば次つぎのとおりである。すなわち、リブニ、シメイ。 19コハテの子こたちは、その氏族しぞくによれば、アムラム、イヅハル、ヘブロン、ウジエル。 20メラリの子こたちは、その氏族しぞくによれば、マヘリ、ムシ。これらはその父祖ふその家いえによるレビの氏族しぞくである。
    


    
      21ゲルションからリブニびとの氏族しぞくと、シメイびとの氏族しぞくとが出でた。これらはゲルションびとの氏族しぞくである。 22その数かぞえられた者もの、すなわち、一か月げつ以上いじょうの男子だんしの数かずは合あわせて七千五百人にんであった。 23ゲルションびとの氏族しぞくは幕屋まくやの後方こうほう、すなわち、西にしの方ほうに宿営しゅくえいし、 24ラエルの子こエリアサフが、ゲルションびとの父祖ふその家いえのつかさとなるであろう。 25会見かいけんの幕屋まくやの、ゲルションの子こたちの務つとめは、幕屋まくや、天幕てんまくとそのおおい、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちのとばり、 26庭にわのあげばり、幕屋まくやと祭壇さいだんのまわりの庭にわの入口いりぐちのとばり、そのひも、およびすべてそれに用もちいる物ものを守まもることである。
    


    
      27また、コハテからアムラムびとの氏族しぞく、イヅハルびとの氏族しぞく、ヘブロンびとの氏族しぞく、ウジエルびとの氏族しぞくが出でた。これらはコハテびとの氏族しぞくである。 28一か月げつ以上いじょうの男子だんしの数かずは、合あわせて八千六百人にんであって、聖所せいじょの務つとめを守まもる者ものたちである。 29コハテの子こたちの氏族しぞくは、幕屋まくやの南みなみの方ほうに宿営しゅくえいし、 30ウジエルの子こエリザパンが、コハテびとの氏族しぞくの父祖ふその家いえのつかさとなるであろう。 31彼かれらの務つとめは、契約けいやくの箱はこ、机つくえ、燭台しょくだい、二つの祭壇さいだん、聖所せいじょの務つとめに用もちいる器うつわ、とばり、およびすべてそれに用もちいる物ものを守まもることである。 32祭司さいしアロンの子こエレアザルが、レビびとのつかさたちの長ちょうとなり、聖所せいじょの務つとめを守まもるものたちを監督かんとくするであろう。
    


    
      33メラリからマヘリびとの氏族しぞくと、ムシびとの氏族しぞくとが出でた。これらはメラリの氏族しぞくである。 34その数かぞえられた者もの、すなわち、一か月げつ以上いじょうの男子だんしの数かずは、合あわせて六千二百人にんであった。 35アビハイルの子こツリエルが、メラリの氏族しぞくの父祖ふその家いえのつかさとなるであろう。彼かれらは幕屋まくやの北きたの方ほうに宿営しゅくえいしなければならない。 36メラリの子こたちが、その務つとめとして管理かんりすべきものは、幕屋まくやの枠わく、その横木よこぎ、その柱はしら、その座ざ、そのすべての器うつわ、およびそれに用もちいるすべての物もの、 37ならびに庭にわのまわりの柱はしらとその座ざ、その釘くぎ、およびそのひもである。
    


    
      38また幕屋まくやの前まえ、その東ひがしの方ほう、すなわち、会見かいけんの幕屋まくやの東ひがしの方ほうに宿営しゅくえいする者ものは、モーセとアロン、およびアロンの子こたちであって、イスラエルの人々ひとびとの務つとめに代かわって、聖所せいじょの務つとめを守まもるものである。ほかの人ひとで近ちかづく者ものは殺ころされるであろう。 39モーセとアロンとが、主しゅの言葉ことばにしたがって数かぞえたレビびとで、その氏族しぞくによって数かぞえられた者もの、一か月げつ以上いじょうの男子だんしは、合あわせて二万二千人にんであった。
    


    
      40主しゅはまたモーセに言いわれた、「あなたは、イスラエルの人々ひとびとのうち、すべてういごである男子だんしの一か月げつ以上いじょうのものを数かぞえて、その名なの数かずを調しらべなさい。 41また主しゅなるわたしのために、イスラエルの人々ひとびとのうちの、すべてのういごの代かわりにレビびとを取とり、またイスラエルの人々ひとびとの家畜かちくのうちの、すべてのういごの代かわりに、レビびとの家畜かちくを取とりなさい」。 42そこでモーセは主しゅの命めいじられたように、イスラエルの人々ひとびとのうちの、すべてのういごを数かぞえた。 43その数かぞえられたういごの男子だんし、すべて一か月げつ以上いじょうの者ものは、その名なの数かずによると二万二千二百七十三人にんであった。
    


    
      44主しゅはモーセに言いわれた、 45「あなたはイスラエルの人々ひとびとのうちの、すべてのういごの代かわりに、レビびとを取とり、また彼かれらの家畜かちくの代かわりに、レビびとの家畜かちくを取とりなさい。レビびとはわたしのものとなる。わたしは主しゅである。 46またイスラエルの人々ひとびとのういごは、レビびとの数かずを二百七十三人にん超過ちょうかしているから、そのあがないのために、 47そのあたまかずによって、ひとりごとに銀ぎん五ごシケルを取とらなければならない。すなわち、聖所せいじょのシケルにしたがって、それを取とらなければならない。一シケルは二十ゲラである。 48あなたは、その超過ちょうかした者ものをあがなう金かねを、アロンと、その子こたちに渡わたさなければならない」。 49そこでモーセは、レビびとによってあがなわれた者ものを超過ちょうかした人々ひとびとから、あがないの金かねを取とった。 50すなわち、モーセは、イスラエルの人々ひとびとのういごから、聖所せいじょのシケルにしたがって千三百六十五シケルの銀ぎんを取とり、 51そのあがないの金かねを、主しゅの言葉ことばにしたがって、アロンとその子こたちに渡わたした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1主しゅはまたモーセとアロンに言いわれた、 2「レビの子こたちのうちから、コハテの子こたちの総数そうすうを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、 3三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものを、ことごとく数かぞえなさい。 4コハテの子こたちの、会見かいけんの幕屋まくやの務つとめは、いと聖せいなる物ものにかかわるものであって、次つぎのとおりである。 5すなわち、宿営しゅくえいの進すすむ時ときに、アロンとその子こたちとは、まず、はいって、隔へだての垂幕たれまくを取とりおろし、それをもって、あかしの箱はこをおおい、 6その上うえに、じゅごんの皮かわのおおいを施ほどこし、またその上うえに総そう青色あおいろの布ぬのをうちかけ、環かんにさおをさし入いれる。 7また供そなえのパンの机つくえの上うえには、青色あおいろの布ぬのをうちかけ、その上うえに、さら、乳香にゅうこうを盛もる杯さかずき、鉢はち、および灌祭かんさいの瓶びんを並ならべ、また絶たやさず供そなえるパンを置おき、 8緋色ひいろの布ぬのをその上うえにうちかけ、じゅごんの皮かわのおおいをもって、これをおおい、さおをさし入いれる。 9また青色あおいろの布ぬのを取とって、燭台しょくだいとそのともし火ひざら、芯しん切きりばさみ、芯しん取とりざら、およびそれに用もちいるもろもろの油あぶらの器うつわをおおい、 10じゅごんの皮かわのおおいのうちに、燭台しょくだいとそのもろもろの器うつわをいれて、担架たんかに載のせる。 11また、金きんの祭壇さいだんの上うえに青色あおいろの布ぬのをうちかけ、じゅごんの皮かわのおおいで、これをおおい、そのさおをさし入いれる。 12また聖所せいじょの務つとめに用もちいる務つとめの器うつわをみな取とり、青色あおいろの布ぬのに包つつみ、じゅごんの皮かわのおおいで、これをおおって、担架たんかに載のせる。 13また祭壇さいだんの灰はいを取とり去さって、紫むらさきの布ぬのをその祭壇さいだんの上うえにうちかけ、 14その上うえに、務つとめをするのに用もちいるもろもろの器うつわ、すなわち、火ひざら、肉にくさし、十能じゅうのう、鉢はち、および祭壇さいだんのすべての器うつわを載のせ、またその上うえに、じゅごんの皮かわのおおいをうちかけ、そしてさおをさし入いれる。 15宿営しゅくえいの進すすむとき、アロンとその子こたちとが、聖所せいじょと聖所せいじょのすべての器うつわをおおうことを終おわったならば、その後のちコハテの子こたちは、それを運はこぶために、はいってこなければならない。しかし、彼かれらは聖せいなる物ものに触ふれてはならない。触ふれると死しぬであろう。会見かいけんの幕屋まくやのうちの、これらの物ものは、コハテの子こたちが運はこぶものである。
    


    
      16祭司さいしアロンの子こエレアザルは、ともし油あぶら、香こうばしい薫香くんこう、絶たやさず供そなえる素祭そさいおよび注そそぎ油あぶらをつかさどり、また幕屋まくやの全体ぜんたいと、そのうちにあるすべての聖せいなる物もの、およびその所ところのもろもろの器うつわをつかさどらなければならない」。
    


    
      17主しゅはまた、モーセとアロンに言いわれた、 18「あなたがたはコハテびとの一族いちぞくを、レビびとのうちから絶たえさせてはならない。 19彼かれらがいと聖せいなる物ものに近ちかづく時とき、死しなないで、命いのちを保たもつために、このようにしなさい、すなわち、アロンとその子こたちが、まず、はいり、彼かれらをおのおのその働はたらきにつかせ、そのになうべきものを取とらせなさい。 20しかし、彼かれらは、はいって、ひと目めでも聖せいなる物ものを見みてはならない。見みるならば死しぬであろう」。
    


    
      21主しゅはまたモーセに言いわれた、 22「あなたはまたゲルションの子こたちの総数そうすうを、その父祖ふその家いえにより、その氏族しぞくにしたがって調しらべ、 23三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものを、ことごとく数かぞえなさい。 24ゲルションびとの氏族しぞくの務つとめとして働はたらくことと、運はこぶ物ものとは次つぎのとおりである。 25すなわち、彼かれらは幕屋まくやの幕まく、会見かいけんの幕屋まくやおよびそのおおいと、その上うえのじゅごんの皮かわのおおい、ならびに会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちのとばりを運はこび、 26また庭にわのあげばり、および幕屋まくやと祭壇さいだんのまわりの庭にわの門もんの入口いりぐちのとばりと、そのひも、ならびにそれに用もちいるすべての器うつわを運はこばなければならない。そして彼かれらはすべてこれらのものについての働はたらきをしなければならない。 27ゲルションびとの子こたちのすべての務つとめ、すなわち、その運はこぶことと、働はたらくこととは、すべてアロンとその子こたちの命めいに従したがわなければならない。あなたがたは彼かれらにすべてその運はこぶべき物ものを定さだめて、これを守まもらせなければならない。 28これはすなわちゲルションびとの子こたちの氏族しぞくが、会見かいけんの幕屋まくやでする働はたらきであって、彼かれらの務つとめは祭司さいしアロンの子こイタマルの指揮しきのもとにおかなければならない。
    


    
      29メラリの子こたちをもまたあなたはその氏族しぞくにより、その祖父そふの家いえにしたがって調しらべ、 30三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやの働はたらきをすることのできる者ものを、ことごとく数かぞえなさい。 31彼かれらが会見かいけんの幕屋まくやでするすべての務つとめにしたがって、その運はこぶ責任せきにんのある物ものは次つぎのとおりである。すなわち、幕屋まくやの枠わく、その横木よこぎ、その柱はしら、その座ざ、 32庭にわのまわりの柱はしら、その座ざ、その釘くぎ、そのひも、またそのすべての器うつわ、およびそれに用もちいるすべてのものである。あなたがたは彼かれらが運はこぶ責任せきにんのある器うつわを、その名なによって割わり当あてなければならない。 33これはすなわちメラリの子こたちの氏族しぞくの働はたらきであって、彼かれらは祭司さいしアロンの子こイタマルの指揮しきのもとに、会見かいけんの幕屋まくやで、このすべての働はたらきをしなければならない」。
    


    
      34そこでモーセとアロン、および会衆かいしゅうのつかさたちは、コハテの子こたちをその氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、 35三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものを、ことごとく数かぞえたが、 36その氏族しぞくにしたがって数かぞえられた者ものは二千七百五十人にんであった。 37これはすなわち、コハテびとの氏族しぞくの数かぞえられた者もので、すべて会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものであった。モーセとアロンが、主しゅのモーセによって命めいじられたところにしたがって数かぞえたのである。
    


    
      38またゲルションの子こたちを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、 39三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものを、ことごとく数かぞえたが、 40その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって数かぞえられた者ものは二千六百三十人にんであった。 41これはすなわち、ゲルションの子こたちの氏族しぞくの数かぞえられた者もので、すべて会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものであった。モーセとアロンが、主しゅの命めいにしたがって数かぞえたのである。
    


    
      42またメラリの子こたちの氏族しぞくを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、 43三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやで働はたらくことのできる者ものを、ことごとく数かぞえたが、 44その氏族しぞくにしたがって数かぞえられた者ものは三千二百人にんであった。 45これはすなわち、メラリの子こたちの氏族しぞくの数かぞえられた者もので、モーセとアロンが、主しゅのモーセによって命めいじられたところにしたがって数かぞえたのである。
    


    
      46モーセとアロン、およびイスラエルのつかさたちは、レビびとを、その氏族しぞくにより、その父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、 47三十歳さい以上いじょう五十歳さい以下いかで、会見かいけんの幕屋まくやにはいって務つとめの働はたらきをし、また、運はこぶ働はたらきをする者ものを、ことごとく数かぞえたが、 48その数かぞえられた者ものは八千五百八十人にんであった。 49彼かれらは主しゅの命めいにより、モーセによって任にんじられ、おのおのその働はたらきにつき、かつその運はこぶところを受うけ持もった。こうして彼かれらは主しゅのモーセに命めいじられたように数かぞえられたのである。
    

  


  


  
    第五章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて、らい病人びょうにん、流出りゅうしゅつのある者もの、死体したいにふれて汚けがれた者ものを、ことごとく宿営しゅくえいの外そとに出ださせなさい。 3男おとこでも女おんなでも、あなたがたは彼かれらを宿営しゅくえいの外そとに出だしてそこにおらせ、彼かれらに宿営しゅくえいを汚けがさせてはならない。わたしがその中なかに住すんでいるからである」。 4イスラエルの人々ひとびとはそのようにして、彼かれらを宿営しゅくえいの外そとに出だした。すなわち、主しゅがモーセに言いわれたようにイスラエルの人々ひとびとは行いった。
    


    
      5主しゅはまたモーセに言いわれた、 6「イスラエルの人々ひとびとに告つげなさい、『男おとこまたは女おんなが、もし人ひとの犯おかす罪つみをおかして、主しゅに罪つみを得え、その人ひとがとがある者ものとなる時ときは、 7その犯おかした罪つみを告白こくはくし、その物ものの価あたいにその五分ぶんの一を加くわえて、彼かれがとがを犯おかした相手方あいてがたに渡わたし、そのとがをことごとく償つぐなわなければならない。 8しかし、もし、そのとがの償つぐないを受うけ取とるべき親族しんぞくも、その人ひとにない時ときは、主しゅにそのとがの償つぐないをして、これを祭司さいしに帰きせしめなければならない。なお、このほか、そのあがないをするために用もちいた贖罪しょくざいの雄羊おひつじも、祭司さいしに帰きせしめなければならない。 9イスラエルの人々ひとびとが、祭司さいしのもとに携たずさえて来くるすべての聖せいなるささげ物ものは、みな祭司さいしに帰きせしめなければならない。 10すべて人ひとの聖せいなるささげ物ものは祭司さいしに帰きし、すべて人ひとが祭司さいしに与あたえる物ものは祭司さいしに帰きするであろう』」。
    


    
      11主しゅはまたモーセに言いわれた、 12「イスラエルの人々ひとびとに告つげなさい、『もし人ひとの妻つまたる者ものが、道みちならぬ事ことをして、その夫おっとに罪つみを犯おかし、 13人ひとが彼女かのじょと寝ねたのに、その事ことが夫おっとの目めに隠かくれて現あらわれず、彼女かのじょはその身みを汚けがしたけれども、それに対たいする証人しょうにんもなく、彼女かのじょもまたその時ときに捕とらえられなかった場合ばあい、 14すなわち、妻つまが身みを汚けがしたために、夫おっとが疑うたがいの心こころを起おこして妻つまを疑うたがうことがあり、または妻つまが身みを汚けがした事ことがないのに、夫おっとが疑うたがいの心こころを起おこして妻つまを疑うたがうことがあれば、 15夫おっとは妻つまを祭司さいしのもとに伴ともない、彼女かのじょのために大麦おおむぎの粉こな一エパの十分ぶんの一を供そなえ物ものとして携たずさえてこなければならない。ただし、その上うえに油あぶらを注そそいではならない。また乳香にゅうこうを加くわえてはならない。これは疑うたがいの供そなえ物もの、覚おぼえの供そなえ物ものであって罪つみを覚おぼえさせるものだからである。
    


    
      16祭司さいしはその女おんなを近ちかく進すすませ、主しゅの前まえに立たたせなければならない。 17祭司さいしはまた土つちの器うつわに聖せいなる水みずを入いれ、幕屋まくやのゆかのちりを取とってその水みずに入いれ、 18その女おんなを主しゅの前まえに立たたせ、女おんなにその髪かみの毛けをほどかせ、覚おぼえの供そなえ物ものすなわち、疑うたがいの供そなえ物ものを、その手てに持もたせなければならない。そして祭司さいしは、のろいの苦にがい水みずを手てに取とり、 19女おんなに誓ちかわせて、これに言いわなければならない、「もし人ひとがあなたと寝ねたことがなく、またあなたが、夫おっとのもとにあって、道みちならぬ事ことをして汚けがれたことがなければ、のろいの苦にがい水みずも、あなたに害がいを与あたえないであろう。 20しかし、あなたが、もし夫おっとのもとにあって、道みちならぬことをして身みを汚けがし、あなたの夫おっとでない人ひとが、あなたと寝ねたことがあるならば、—— 21祭司さいしはその女おんなに、のろいの誓ちかいをもって誓ちかわせ、その女おんなに言いわなければならない。——主しゅはあなたのももをやせさせ、あなたの腹はらをふくれさせて、あなたを民たみのうちの、のろいとし、また、ののしりとされるように。 22また、のろいの水みずが、あなたの腹はらにはいってあなたの腹はらをふくれさせ、あなたのももをやせさせるように」。その時とき、女おんなは「アァメン、アァメン」と言いわなければならない。
    


    
      23祭司さいしは、こののろいを書かき物ものに書かきしるし、それを苦にがい水みずに洗あらい落おとし、 24女おんなにそののろいの水みずを飲のませなければならない。そののろいの水みずは彼女かのじょのうちにはいって苦にがくなるであろう。 25そして祭司さいしはその女おんなの手てから疑うたがいの供そなえ物ものを取とり、その供そなえ物ものを主しゅの前まえに揺ゆり動うごかして、それを祭壇さいだんに持もってこなければならない。 26祭司さいしはその供そなえ物もののうちから、覚おぼえの分ぶん、一握ひとにぎりを取とって、それを祭壇さいだんで焼やき、その後のち、女おんなにその水みずを飲のませなければならない。 27その水みずを女おんなに飲のませる時とき、もしその女おんなが身みを汚けがし、夫おっとに罪つみを犯おかした事ことがあれば、そののろいの水みずは女おんなのうちにはいって苦にがくなり、その腹はらはふくれ、ももはやせて、その女おんなは民たみのうちののろいとなるであろう。 28しかし、もし女おんなが身みを汚けがした事ことがなく、清きよいならば、害がいを受うけないで、子こを産うむことができるであろう。
    


    
      29これは疑うたがいのある時ときのおきてである。妻つまたる者ものが夫おっとのもとにあって、道みちならぬ事ことをして身みを汚けがした時とき、 30または夫おっとたる者ものが疑うたがいの心こころを起おこして、妻つまを疑うたがう時とき、彼かれはその女おんなを主しゅの前まえに立たたせ、祭司さいしはこのおきてを、ことごとく彼女かのじょに行おこなわなければならない。 31こうするならば、夫おっとは罪つみがなく、妻つまは罪つみを負おうであろう』」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1主しゅはまたモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『男おとこまたは女おんなが、特とくに誓ちかいを立たて、ナジルびととなる誓願せいがんをして、身みを主しゅに聖別せいべつする時ときは、 3ぶどう酒しゅと濃こい酒さけを断たち、ぶどう酒しゅの酢すとなったもの、濃こい酒さけの酢すとなったものを飲のまず、また、ぶどうの汁しるを飲のまず、また生なまでも干ほしたものでも、ぶどうを食たべてはならない。 4ナジルびとである間あいだは、すべて、ぶどうの木きからできるものは、種たねも皮かわも食たべてはならない。
    


    
      5また、ナジルびとたる誓願せいがんを立たてている間あいだは、すべて、かみそりを頭あたまに当あててはならない。身みを主しゅに聖別せいべつした日数ひかずの満みちるまで、彼かれは聖せいなるものであるから、髪かみの毛けをのばしておかなければならない。
    


    
      6身みを主しゅに聖別せいべつしている間あいだは、すべて死体したいに近ちかづいてはならない。 7父母ふぼ、兄弟きょうだい、姉妹しまいが死しんだ時ときでも、そのために身みを汚けがしてはならない。神かみに聖別せいべつしたしるしが、頭あたまにあるからである。 8彼かれはナジルびとである間あいだは、すべて主しゅの聖せいなる者ものである。
    


    
      9もし人ひとがはからずも彼かれのかたわらに死しんで、彼かれの聖別せいべつした頭あたまを汚けがしたならば、彼かれは身みを清きよめる日ひに、頭あたまをそらなければならない。すなわち、七日なぬか目めにそれをそらなければならない。　　 10そして八日か目めに山やまばと二羽わ、または家いえばとのひな二羽わを携たずさえて、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにおる祭司さいしの所ところに行いかなければならない。 11祭司さいしはその一羽いちわを罪祭ざいさいに、一羽いちわを燔祭はんさいにささげて、彼かれが死体したいによって得えた罪つみを彼かれのためにあがない、その日ひに彼かれの頭あたまを聖別せいべつしなければならない。 12彼かれはまたナジルびとたる日ひの数かずを、改あらためて主しゅに聖別せいべつし、一歳さいの雄おすの小羊こひつじを携たずさえてきて、愆祭けんさいとしなければならない。それ以前いぜんの日ひは、彼かれがその聖別せいべつを汚けがしたので、無効むこうになるであろう。
    


    
      13これがナジルびとの律法りっぽうである。聖別せいべつの日ひ数かずが満みちた時ときは、その人ひとを会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに連つれてこなければならない。 14そしてその人ひとは供そなえ物ものを主しゅにささげなければならない。すなわち、一歳さいの雄おすの小羊こひつじの全まったきもの一頭とうを燔祭はんさいとし、一歳さいの雌めすの小羊こひつじの全まったきもの一頭とうを罪祭ざいさいとし、雄羊おひつじの全まったきもの一頭とうを酬恩祭しゅうおんさいとし、 15また種たね入いれぬパンの一かご、油あぶらを混まぜて作つくった麦粉むぎこの菓子かし、油あぶらを塗ぬった種たね入いれぬ煎餅せんべい、および素祭そさいと灌祭かんさいを携たずさえてこなければならない。 16祭司さいしはこれを主しゅの前まえに携たずさえてきて、その罪祭ざいさいと燔祭はんさいとをささげ、 17また雄羊おひつじを種たね入いれぬパンの一かごと共ともに、酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいとして、主しゅにささげなければならない。祭司さいしはまたその素祭そさいと灌祭かんさいをもささげなければならない。 18そのナジルびとは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、聖別せいべつした頭あたまをそり、その聖別せいべつした頭あたまの髪かみを取とって、これを酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいの下したにある火ひの上うえに置おかなければならない。 19祭司さいしはその雄羊おひつじの肩かたの煮にえたものと、かごから取とった種たね入いれぬ菓子かし一つと、種たね入いれぬ煎餅せんべい一つを取とって、これをナジルびとが、その聖別せいべつした頭あたまをそった後のち、その手てに授さづけ、 20祭司さいしは主しゅの前まえでこれを揺ゆり動うごかして揺祭ようさいとしなければならない。これは聖せいなる物ものであって、その揺ゆり動うごかした胸むねと、ささげたももと共ともに、祭司さいしに帰きするであろう。こうして後のち、そのナジルびとは、ぶどう酒しゅを飲のむことができる。
    


    
      21これは誓願せいがんをするナジルびとと、そのナジルびとたる事ことのために、主しゅにささげる彼かれの供そなえ物ものについての律法りっぽうである。このほかにその力ちからの及およぶ物ものをささげることができる。すなわち、彼かれはその誓ちかう誓願せいがんのように、ナジルびとの律法りっぽうにしたがって行おこなわなければならない』」。
    


    
      22主しゅはまたモーセに言いわれた、 23「アロンとその子こたちに言いいなさい、『あなたがたはイスラエルの人々ひとびとを祝福しゅくふくしてこのように言いわなければならない。

      
        24「願ねがわくは主しゅがあなたを祝福しゅくふくし、

        あなたを守まもられるように。

        25願ねがわくは主しゅがみ顔かおをもってあなたを照てらし、

        あなたを恵めぐまれるように。

        26願ねがわくは主しゅがみ顔かおをあなたに向むけ、

        あなたに平安へいあんを賜たまわるように」』。

      

    


    
      27こうして彼かれらがイスラエルの人々ひとびとのために、わたしの名なを唱となえるならば、わたしは彼かれらを祝福しゅくふくするであろう」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1モーセが幕屋まくやを建たて終おわり、これに油あぶらを注そそいで聖別せいべつし、またそのすべての器うつわ、およびその祭壇さいだんと、そのすべての器うつわに油あぶらを注そそいで、これを聖別せいべつした日ひに、 2イスラエルのつかさたち、すなわち、その父祖ふその家いえの長ちょうたちは、ささげ物ものをした。彼かれらは各かく部族ぶぞくのつかさたちであって、その数かぞえられた人々ひとびとをつかさどる者ものどもであった。 3彼かれらはその供そなえ物ものを、主しゅの前まえに携たずさえてきたが、おおいのある車くるま六両りょうと雄牛おうし十二頭とうであった。つかさふたりに車くるま一両りょう、ひとりに雄牛おうし一頭とうである。彼かれらはこれを幕屋まくやの前まえに引ひいてきた。 4その時とき、主しゅはモーセに言いわれた、 5「あなたはこれを会見かいけんの幕屋まくやの務つとめに用もちいるために、彼かれらから受うけ取とって、レビびとに、おのおのその務つとめにしたがって、渡わたさなければならない」。 6そこでモーセはその車くるまと雄牛おうしを受うけ取とって、これをレビびとに渡わたした。 7すなわち、ゲルションの子こたちには、その務つとめにしたがって、車くるま二両りょうと雄牛おうし四頭とうを渡わたし、 8メラリの子こたちには、その務つとめにしたがって車くるま四両りょうと雄牛おうし八頭とうを渡わたし、祭司さいしアロンの子こイタマルに、これを監督かんとくさせた。 9しかし、コハテの子こたちには、何なにをも渡わたさなかった。彼かれらの務つとめは聖せいなる物ものを、肩かたにになって運はこぶことであったからである。 10つかさたちは、また祭壇さいだんに油あぶらを注そそぐ日ひに、祭壇さいだん奉納ほうのうの供そなえ物ものを携たずさえてきて、その供そなえ物ものを祭壇さいだんの前まえにささげた。 11主しゅはモーセに言いわれた、「つかさたちは一日にちにひとりずつ、祭壇さいだん奉納ほうのうの供そなえ物ものをささげなければならない」。
    


    
      12第だい一日にちに供そなえ物ものをささげた者ものは、ユダの部族ぶぞくのアミナダブの子こナションであった。 13その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 14また十シケルの金きんの杯さかずき一つ。これには薫香くんこうを満みたしていた。 15また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 16罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 17酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはアミナダブの子こナションの供そなえ物ものであった。
    


    
      18第だい二日にちにはイッサカルのつかさ、ツアルの子こネタニエルがささげ物ものをした。 19そのささげた供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 20また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 21また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 22罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 23酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはツアルの子こネタニエルの供そなえ物ものであった。
    


    
      24第だい三日にちにはゼブルンの子こたちのつかさ、ヘロンの子こエリアブ。 25その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 26また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 27また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 28罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 29酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはヘロンの子こエリアブの供そなえ物ものであった。
    


    
      30第だい四日にちにはルベンの子こたちのつかさ、シデウルの子こエリヅル。 31その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 32また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 33また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 34罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 35酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはシデウルの子こエリヅルの供そなえ物ものであった。
    


    
      36第だい五日にちにはシメオンの子こたちのつかさ、ツリシャダイの子こシルミエル。 37その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 38また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 39また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 40罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 41酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはツリシャダイの子こシルミエルの供そなえ物ものであった。
    


    
      42第だい六日にちにはガドの子こたちのつかさ、デウエルの子こエリアサフ。 43その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 44また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 45また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 46罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 47酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはデウエルの子こエリアサフの供そなえ物ものであった。
    


    
      48第だい七日にちにはエフライムの子こたちのつかさ、アミホデの子こエリシャマ。 49その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 50また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 51また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 52罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 53酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはアミホデの子こエリシャマの供そなえ物ものであった。
    


    
      54第だい八日かにはマナセの子こたちのつかさ、パダヅルの子こガマリエル。 55その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 56また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 57また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 58罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 59酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはパダヅルの子こガマリエルの供そなえ物ものであった。
    


    
      60第だい九日にちにはベニヤミンの子こらのつかさ、ギデオニの子こアビダン。 61その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 62また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 63また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 64罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 65酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはギデオニの子こアビダンの供そなえ物ものであった。
    


    
      66第だい十日にちにはダンの子こたちのつかさ、アミシャダイの子こアヒエゼル。 67その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 68また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 69また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 70罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 71酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはアミシャダイの子こアヒエゼルの供そなえ物ものであった。
    


    
      72第だい十一日にちにはアセルの子こたちのつかさ、オクランの子こパギエル。 73その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 74また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 75また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 76罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 77酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはオクランの子こパギエルの供そなえ物ものであった。
    


    
      78第だい十二日にちにはナフタリの子こたちのつかさ、エナンの子こアヒラ。 79その供そなえ物ものは銀ぎんのさら一つ、その重おもさは百三十シケル、銀ぎんの鉢はち一つ、これは七十シケル、共ともに聖所せいじょのシケルによる。この二つには素祭そさいに使つかう油あぶらを混まぜた麦粉むぎこを満みたしていた。 80また十シケルの金きんの杯さかずき一つ、これには薫香くんこうを満みたしていた。 81また燔祭はんさいに使つかう若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ一頭とう。 82罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎ一頭とう。 83酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうし二頭とう。雄羊おひつじ五頭とう、雄おやぎ五頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ五頭とうであって、これはエナンの子こアヒラの供そなえ物ものであった。
    


    
      84以上いじょうは祭壇さいだんに油あぶらを注そそぐ日ひに、イスラエルのつかさたちが、祭壇さいだんを奉納ほうのうする供そなえ物ものとして、ささげたものである。すなわち、銀ぎんのさら十二、銀ぎんの鉢はち十二、金きんの杯さかずき十二。 85銀ぎんのさらはそれぞれ百三十シケル、鉢はちはそれぞれ七十シケル、聖所せいじょのシケルによれば、この銀ぎんの器うつわは合あわせて二千四百シケル。 86また薫香くんこうの満みちている十二の金きんの杯さかずきは、聖所せいじょのシケルによれば、それぞれ十シケル、その杯さかずきの金きんは合あわせて百二十シケルであった。 87また燔祭はんさいに使つかう雄牛おうしは合あわせて十二、雄羊おひつじは十二、一歳さいの雄おすの小羊こひつじは十二、このほかにその素祭そさいのものがあった。また罪祭ざいさいに使つかう雄おやぎは十二。 88酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいに使つかう雄牛おうしは合あわせて二十四、雄羊おひつじは六十、雄おやぎは六十、一歳さいの雄おすの小羊こひつじは六十であって、これは祭壇さいだんに油あぶらを注そそいだ後のちに、祭壇さいだん奉納ほうのうの供そなえ物ものとしてささげたものである。
    


    
      89さてモーセは主しゅと語かたるために、会見かいけんの幕屋まくやにはいって、あかしの箱はこの上うえの、贖罪所しょくざいしょの上うえ、二つのケルビムの間あいだから自分じぶんに語かたられる声こえを聞きいた。すなわち、主しゅは彼かれに語かたられた。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「アロンに言いいなさい、『あなたがともし火ひをともす時ときは、七つのともし火ひで燭台しょくだいの前方ぜんぽうを照てらすようにしなさい』」。 3アロンはそのようにした。すなわち、主しゅがモーセに命めいじられたように、燭台しょくだいの前方ぜんぽうを照てらすように、ともし火ひをともした。 4燭台しょくだいの造つくりは次つぎのとおりである。それは金きんの打うち物もので、その台だいもその花はなも共ともに打物うちもの造つくりであった。モーセは主しゅに示しめされた型かたにしたがって、そのようにその燭台しょくだいを造つくった。
    


    
      5主しゅはまたモーセに言いわれた、 6「レビびとをイスラエルの人々ひとびとのうちから取とって、彼かれらを清きよめなさい。 7あなたはこのようにして彼かれらを清きよめなければならない。すなわち、罪つみを清きよめる水みずを彼かれらに注そそぎかけ、彼かれらに全身ぜんしんをそらせ、衣服いふくを洗あらわせて、身みを清きよめさせ、 8そして彼かれらに若わかい雄牛おうし一頭とうと、油あぶらを混まぜた麦粉むぎこの素祭そさいとを取とらせなさい。あなたはまた、ほかに若わかい雄牛おうしを罪祭ざいさいのために取とらなければならない。 9そして、あなたはレビびとを会見かいけんの幕屋まくやの前まえに連つれてきて、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうを集あつめ、 10レビびとを主しゅの前まえに進すすませ、イスラエルの人々ひとびとをして、手てをレビびとの上うえに置おかせなければならない。 11そしてアロンは、レビびとをイスラエルの人々ひとびとのささげる揺祭ようさいとして、主しゅの前まえにささげなければならない。これは彼かれらに主しゅの務つとめをさせるためである。 12それからあなたはレビびとをして、手てをかの雄牛おうしの頭あたまの上うえに置おかせ、その一つを罪祭ざいさいとし、一つを燔祭はんさいとして主しゅにささげ、レビびとのために罪つみのあがないをしなければならない。 13あなたはレビびとを、アロンとその子こたちの前まえに立たたせ、これを揺祭ようさいとして主しゅにささげなければならない。
    


    
      14こうして、あなたはレビびとをイスラエルの人々ひとびとのうちから分わかち、レビびとをわたしのものとしなければならない。 15こうして後のちレビびとは会見かいけんの幕屋まくやにはいって務つとめにつくことができる。あなたは彼かれらを清きよめ、彼かれらをささげて揺祭ようさいとしなければならない。 16彼かれらはイスラエルの人々ひとびとのうちから、全まったくわたしにささげられたものだからである。イスラエルの人々ひとびとのうちの初はじめに生うまれた者もの、すなわち、すべてのういごの代かわりに、わたしは彼かれらを取とってわたしのものとした。 17イスラエルの人々ひとびとのうちのういごは、人ひとも獣けものも、みなわたしのものだからである。わたしはエジプトの地ちで、すべてのういごを撃うち殺ころした日ひに、彼かれらを聖別せいべつしてわたしのものとした。 18それでわたしはイスラエルの人々ひとびとのうちの、すべてのういごの代かわりにレビびとを取とった。 19わたしはイスラエルの人々ひとびとのうちからレビびとを取とって、アロンとその子こたちに与あたえ、彼かれらに会見かいけんの幕屋まくやで、イスラエルの人々ひとびとに代かわって務つとめをさせ、またイスラエルの人々ひとびとのために罪つみのあがないをさせるであろう。これはイスラエルの人々ひとびとが、聖所せいじょに近ちかづいて、イスラエルの人々ひとびとのうちに災わざわいの起おこることのないようにするためである」。
    


    
      20モーセとアロン、およびイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうは、すべて主しゅがレビびとの事ことにつき、モーセに命めいじられた所ところにしたがって、レビびとに行いった、すなわち、イスラエルの人々ひとびとは、そのように彼かれらに行いった。 21そこでレビびとは身みを清きよめ、その衣服いふくを洗あらった。アロンは彼かれらを主しゅの前まえにささげて揺祭ようさいとした。アロンはまた彼かれらのために、罪つみのあがないをして彼かれらを清きよめた。 22こうして後のち、レビびとは会見かいけんの幕屋まくやにはいって、アロンとその子こたちに仕つかえて務つとめをした。すなわち、彼かれらはレビびとの事ことについて、主しゅがモーセに命めいじられた所ところにしたがって、そのように彼かれらに行いった。
    


    
      23主しゅはまたモーセに言いわれた、 24「レビびとは次つぎのようにしなければならない。すなわち、二十五歳さい以上いじょうの者ものは務つとめにつき、会見かいけんの幕屋まくやの働はたらきをしなければならない。 25しかし、五十歳さいからは務つとめの働はたらきを退しりぞき、重かさねて務つとめをしてはならない。 26ただ、会見かいけんの幕屋まくやでその兄弟きょうだいたちの務つとめの助たすけをすることができる。しかし、務つとめをしてはならない。あなたがレビびとにその務つとめをさせるには、このようにしなければならない」。
    

  


  


  
    第九章


    
      1エジプトの国くにを出でた次つぎの年としの正月しょうがつ、主しゅはシナイの荒野あらのでモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに、過越すぎこしの祭まつりを定さだめの時ときに行おこなわせなさい。 3この月つきの十四日かの夕暮ゆうぐれ、定さだめの時ときに、それを行おこなわなければならない。あなたがたは、そのすべての定さだめと、そのすべてのおきてにしたがって、それを行おこなわなければならない」。 4そこでモーセがイスラエルの人々ひとびとに、過越すぎこしの祭まつりを行おこなわなければならないと言いったので、 5彼かれらは正月しょうがつの十四日かの夕暮ゆうぐれ、シナイの荒野あらので過越すぎこしの祭まつりを行おこなった。すなわち、イスラエルの人々ひとびとは、すべて主しゅがモーセに命めいじられたようにおこなった。 6ところが人ひとの死体したいに触ふれて身みを汚けがしたために、その日ひに過越すぎこしの祭まつりを行おこなうことのできない人々ひとびとがあって、その日ひモーセとアロンの前まえにきて、 7その人々ひとびとは彼かれに言いった、「わたしたちは人ひとの死体したいに触ふれて身みを汚けがしましたが、なぜその定さだめの時ときに、イスラエルの人々ひとびとと共ともに、主しゅに供そなえ物ものをささげることができないのですか」。 8モーセは彼かれらに言いった、「しばらく待まて。主しゅがあなたがたについて、どう仰おおせになるかを聞きこう」。
    


    
      9主しゅはモーセに言いわれた、 10「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたのうち、また、あなたがたの子孫しそんのうち、死体したいに触ふれて身みを汚けがした人ひとも、遠とおい旅路たびじにある人ひとも、なお、過越すぎこしの祭まつりを主しゅに対たいして行おこなうことができるであろう。 11すなわち、二月にがつの十四日かの夕暮ゆうぐれ、それを行おこない、種たね入いれぬパンと苦く菜なを添そえて、それを食たべなければならない。 12これを少すこしでも朝あさまで残のこしておいてはならない。またその骨ほねは一本ぽんでも折おってはならない。過越すぎこしの祭まつりのすべての定さだめにしたがってこれを行おこなわなければならない。 13しかし、その身みは清きよく、旅たびに出でてもいないのに、過越すぎこしの祭まつりを行おこなわないときは、その人ひとは民たみのうちから断たたれるであろう。このような人ひとは、定さだめの時ときに主しゅの供そなえ物ものをささげないゆえ、その罪つみを負おわなければならない。 14もし他国たこくの人ひとが、あなたがたのうちに寄留きりゅうしていて、主しゅに対たいして過越すぎこしの祭まつりを行おこなおうとするならば、過越すぎこしの祭まつりの定さだめにより、そのおきてにしたがって、これを行おこなわなければならない。あなたがたは他国たこくの人ひとにも、自国じこくの人ひとにも、同一どういつの定さだめを用もちいなければならない』」。
    


    
      15幕屋まくやを建たてた日ひに、雲くもは幕屋まくやをおおった。すれはすなわち、あかしの幕屋まくやであって、夕ゆうには、幕屋まくやの上うえに、雲くもは火ひのように見みえて、朝あさにまで及およんだ。 16常つねにそうであって、昼ひるは雲くもがそれをおおい、夜よるは火ひのように見みえた。 17雲くもが幕屋まくやを離はなれてのぼる時ときは、イスラエルの人々ひとびとは、ただちに道みちに進すすんだ。また雲くもがとどまる所ところに、イスラエルの人々ひとびとは宿営しゅくえいした。 18すなわち、イスラエルの人々ひとびとは、主しゅの命めいによって道みちに進すすみ、主しゅの命めいによって宿営しゅくえいし、幕屋まくやの上うえに雲くもがとどまっている間あいだは、宿営しゅくえいしていた。 19幕屋まくやの上うえに、日ひ久ひさしく雲くものとどまる時ときは、イスラエルの人々ひとびとは主しゅの言いいつけを守まもって、道みちに進すすまなかった。 20また幕屋まくやの上うえに、雲くものとどまる日ひの少すくない時ときもあったが、彼かれらは、ただ主しゅの命めいにしたがって宿営しゅくえいし、主しゅの命めいにしたがって、道みちに進すすんだ。 21また雲くもは夕ゆうから朝あさまで、とどまることもあったが、朝あさになって、雲くもがのぼる時ときは、彼かれらは道みちに進すすんだ。また昼ひるでも夜よるでも、雲くもがのぼる時ときは、彼かれらは道みちに進すすんだ。 22ふつかでも、一か月げつでも、あるいはそれ以上いじょうでも、幕屋まくやの上うえに、雲くもがとどまっている間あいだは、イスラエルの人々ひとびとは宿営しゅくえいしていて、道みちに進すすまなかったが、それがのぼると道みちに進すすんだ。 23すなわち、彼かれらは主しゅの命めいにしたがって宿営しゅくえいし、主しゅの命めいにしたがって道みちに進すすみ、モーセによって、主しゅが命めいじられたとおりに、主しゅの言いいつけを守まもった。
    

  


  


  
    第十章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「銀ぎんのラッパを二本ほんつくりなさい。すなわち、打物うちもの造つくりとし、それで会衆かいしゅうを呼よび集あつめ、また宿営しゅくえいを進すすませなさい。 3この二つを吹ふくときは、全ぜん会衆かいしゅうが会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに、あなたの所ところに集あつまってこなければならない。 4もしその一つだけを吹ふくときは、イスラエルの氏族しぞくの長ちょうであるつかさたちが、あなたの所ところに集あつまってこなければならない。 5またあなたがたが警報けいほうを吹ふき鳴ならす時ときは、東ひがしの方ほうの宿営しゅくえいが、道みちに進すすまなければならない。 6二度目どめの警報けいほうを吹ふき鳴ならす時ときは、南みなみの方ほうの宿営しゅくえいが、道みちに進すすまなければならない。すべて道みちに進すすむ時ときは、警報けいほうを吹ふき鳴ならさなければならない。 7また会衆かいしゅうを集あつめる時ときにも、ラッパを吹ふき鳴ならすが、警報けいほうは吹ふき鳴ならしてはならない。 8アロンの子こである祭司さいしたちが、ラッパを吹ふかなければならない。これはあなたがたが、代々よよながく守まもるべき定さだめとしなければならない。 9また、あなたがたの国くにで、あなたがたをしえたげるあだとの戦たたかいに出でる時ときは、ラッパをもって、警報けいほうを吹ふき鳴ならさなければならない。そうするならば、あなたがたは、あなたがたの神かみ、主しゅに覚おぼえられて、あなたがたの敵てきから救すくわれるであろう。 10また、あなたがたの喜よろこびの日ひ、あなたがたの祝いわいの時とき、および月々つきづきの第だい一日にちには、あなたがたの燔祭はんさいと酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいをささげるに当あたって、ラッパを吹ふき鳴ならさなければならない。そうするならば、あなたがたの神かみは、それによって、あなたがたを覚おぼえられるであろう。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである」。
    


    
      11第だい二年ねんの二月にがつ二十日はつかに、雲くもがあかしの幕屋まくやを離はなれてのぼったので、 12イスラエルの人々ひとびとは、シナイの荒野あらのを出でて、その旅路たびじに進すすんだが、パランの荒野あらのに至いたって、雲くもはとどまった。 13こうして彼かれらは、主しゅがモーセによって、命めいじられたところにしたがって、道みちに進すすむことを始はじめた。 14先頭せんとうには、ユダの子こたちの宿営しゅくえいの旗はたが、その部隊ぶたいを従したがえて進すすんだ。ユダの部隊ぶたいの長ちょうはアミナダブの子こナション、 15イッサカルの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはツアルの子こネタニエル、 16ゼブルンの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはヘロンの子こエリアブであった。
    


    
      17そして幕屋まくやは取とりくずされ、ゲルションの子こたち、およびメラリの子こたちは幕屋まくやを運はこび進すすんだ。 18次つぎにルベンの宿営しゅくえいの旗はたが、その部隊ぶたいを従したがえて進すすんだ。ルベンの部隊ぶたいの長ちょうはシデウルの子こエリヅル、 19シメオンの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはツリシャダイの子こシルミエル、 20ガドの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはデウエルの子こエリアサフであった。
    


    
      21そしてコハテびとは聖せいなる物ものを運はこび進すすんだ。これが着つくまでに、人々ひとびとは幕屋まくやを建たて終おわるのである。 22次つぎにエフライムの子こたちの宿営しゅくえいの旗はたが、その部隊ぶたいを従したがえて進すすんだ。エフライムの部隊ぶたいの長ちょうはアミホデの子こエリシャマ、 23マナセの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはパダヅルの子こガマリエル、 24ベニヤミンの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはギデオニの子こアビダンであった。
    


    
      25次つぎにダンの子こたちの宿営しゅくえいの旗はたが、その部隊ぶたいを従したがえて進すすんだ。この部隊ぶたいはすべての宿営しゅくえいのしんがりであった。ダンの部隊ぶたいの長ちょうはアミシャダイの子こアヒエゼル、 26アセルの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはオクランの子こパギエル、 27ナフタリの子こたちの部族ぶぞくの部隊ぶたいの長ちょうはエナンの子こアヒラであった。 28イスラエルの人々ひとびとが、その道みちに進すすむ時ときは、このように、その部隊ぶたいに従したがって進すすんだ。
    


    
      29さて、モーセは、妻つまの父ちち、ミデヤンびとリウエルの子こホバブに言いった、「わたしたちは、かつて主しゅがおまえたちに与あたえると約束やくそくされた所ところに向むかって進すすんでいます。あなたも一緒いっしょにおいでください。あなたが幸福こうふくになられるようにいたしましょう。主しゅがイスラエルに幸福こうふくを約束やくそくされたのですから」。 30彼かれはモーセに言いった、「わたしは行いきません。わたしは国くにに帰かえって、親族しんぞくのもとに行いきます」。 31モーセはまた言いった、「どうかわたしたちを見捨みすてないでください。あなたは、わたしたちが荒野あらののどこに宿営しゅくえいすべきかを御存ごぞんじですから、わたしたちの目めとなってください。 32もしあなたが一緒いっしょにおいでくださるなら、主しゅがわたしたちに賜たまわる幸福こうふくをあなたにも及およぼしましょう」。
    


    
      33こうして彼かれらは主しゅの山やまを去さって、三日かの行程こうていを進すすんだ。主しゅの契約けいやくの箱はこは、その三日かの行程こうていの間あいだ、彼かれらに先立さきだって行いき、彼かれらのために休やすむ所ところを尋たずねもとめた。 34彼かれらが宿営しゅくえいを出でて、道みちに進すすむとき、昼ひるは主しゅの雲くもが彼かれらの上うえにあった。
    


    
      35契約けいやくの箱はこの進すすむときモーセは言いった、

      
        「主しゅよ、立たちあがってください。

        あなたの敵てきは打うち散ちらされ、

        あなたを憎にくむ者ものどもは、

        あなたの前まえから逃にげ去さりますように」。

      
36またそのとどまるとき、彼かれは言いった、

      
        「主しゅよ、帰かえってきてください、

        イスラエルのちよろずの人ひとに」。

      

    

  


  


  
    第十一章


    
      1さて、民たみは災難さいなんに会あっている人ひとのように、主しゅの耳みみにつぶやいた。主しゅはこれを聞きいて怒いかりを発はっせられ、主しゅの火ひが彼かれらのうちに燃もえあがって、宿営しゅくえいの端はしを焼やいた。 2そこで民たみはモーセにむかって叫さけんだ。モーセが主しゅに祈いのったので、その火ひはしずまった。 3主しゅの火ひが彼かれらのうちに燃もえあがったことによって、その所ところの名なはタベラと呼よばれた。
    


    
      4また彼かれらのうちにいた多おおくの寄より集あつまりびとは欲心よくしんを起おこし、イスラエルの人々ひとびともまた再ふたたび泣ないて言いった、「ああ、肉にくが食たべたい。 5われわれは思おもい起おこすが、エジプトでは、ただで、魚うおを食たべた。きゅうりも、すいかも、にらも、たまねぎも、そして、にんにくも。 6しかし、いま、われわれの精根せいこんは尽つきた。われわれの目めの前まえには、このマナのほか何なにもない」。
    


    
      7マナは、こえんどろの実みのようで、色いろはブドラクの色いろのようであった。 8民たみは歩あるきまわって、これを集あつめ、ひきうすでひき、または、うすでつき、かまで煮にて、これをもちとした。その味あじは油あぶら菓子かしの味あじのようであった。 9夜よる、宿営しゅくえいの露つゆがおりるとき、マナはそれと共ともに降ふった。
    


    
      10モーセは、民たみが家いえごとに、おのおのその天幕てんまくの入口いりぐちで泣なくのを聞きいた。そこで主しゅは激はげしく怒いかられ、またモーセは不快ふかいに思おもった。 11そして、モーセは主しゅに言いった、「あなたはなぜ、しもべに悪わるい仕打しうちをされるのですか。どうしてわたしはあなたの前まえに恵めぐみを得えないで、このすべての民たみの重荷おもにを負おわされるのですか。 12わたしがこのすべての民たみを、はらんだのですか。わたしがこれを生うんだのですか。そうではないのに、あなたはなぜわたしに『養やしない親おやが乳児にゅうじを抱だくように、彼かれらをふところに抱だいて、あなたが彼かれらの先祖せんぞたちに誓ちかわれた地ちに行いけ』と言いわれるのですか。 13わたしはどこから肉にくを獲えて、このすべての民たみに与あたえることができましょうか。彼かれらは泣ないて、『肉にくを食たべさせよ』とわたしに言いっているのです。 14わたしひとりでは、このすべての民たみを負おうことができません。それはわたしには重おも過すぎます。 15もしわたしがあなたの前まえに恵めぐみを得えますならば、わたしにこのような仕打しうちをされるよりは、むしろ、ひと思おもいに殺ころし、このうえ苦くるしみに会あわせないでください」。
    


    
      16主しゅはモーセに言いわれた、「イスラエルの長老ちょうろうたちのうち、民たみの長老ちょうろうとなり、つかさとなるべきことを、あなたが知しっている者もの七十人にんをわたしのもとに集あつめ、会見かいけんの幕屋まくやに連つれてきて、そこにあなたと共ともに立たたせなさい。 17わたしは下くだって、その所ところで、あなたと語かたり、またわたしはあなたの上うえにある霊れいを、彼かれらにも分わけ与あたえるであろう。彼かれらはあなたと共ともに、民たみの重荷おもにを負おい、あなたが、ただひとりで、それを負おうことのないようにするであろう。 18あなたはまた民たみに言いいなさい、『あなたがたは身みを清きよめて、あすを待まちなさい。あなたがたは肉にくを食たべることができるであろう。あなたがたが泣ないて主しゅの耳みみに、わたしたちは肉にくが食たべたい。エジプトにいた時ときは良よかったと言いったからである。それゆえ、主しゅはあなたがたに肉にくを与あたえて食たべさせられるであろう。 19あなたがたがそれを食たべるのは、一日にちや二日ふつかや五日かや十日かや二十日はつかではなく、 20一か月げつに及および、ついにあなたがたの鼻はなから出でるようになり、あなたがたは、それに飽あき果はてるであろう。それはあなたがたのうちにおられる主しゅを軽かるんじて、その前まえに泣なき、なぜ、わたしたちはエジプトから出でてきたのだろうと言いったからである』」。 21モーセは言いった、「わたしと共ともにおる民たみは徒歩とほの男子だんしだけでも六十万です。ところがあなたは、『わたしは彼かれらに肉にくを与あたえて一か月げつのあいだ食たべさせよう』と言いわれます。 22羊ひつじと牛うしの群むれを彼かれらのためにほふって、彼かれらを飽あきさせるというのですか。海うみのすべての魚うおを彼かれらのために集あつめて、彼かれらを飽あきさせるというのですか」。 23主しゅはモーセに言いわれた、「主しゅの手ては短みじかかろうか。あなたは、いま、わたしの言葉ことばの成なるかどうかを見みるであろう」。
    


    
      24この時ときモーセは出でて、主しゅの言葉ことばを民たみに告つげ、民たみの長老ちょうろうたち七十人にんを集あつめて、幕屋まくやの周囲しゅういに立たたせた。 25主しゅは雲くものうちにあって下くだり、モーセと語かたられ、モーセの上うえにある霊れいを、その七十人にんの長老ちょうろうたちにも分わけ与あたえられた。その霊れいが彼かれらの上うえにとどまった時とき、彼かれらは預言よげんした。ただし、その後のちは重かさねて預言よげんしなかった。
    


    
      26その時ときふたりの者ものが、宿営しゅくえいにとどまっていたが、ひとりの名なはエルダデと言いい、ひとりの名なはメダデといった。彼かれらの上うえにも霊れいがとどまった。彼かれらは名なをしるされた者ものであったが、幕屋まくやに行いかなかったので、宿営しゅくえいのうちで預言よげんした。 27時ときにひとりの若者わかものが走はしってきて、モーセに告つげて言いった、「エルダデとメダデとが宿営しゅくえいのうちで預言よげんしています」。 28若わかい時ときからモーセの従者じゅうしゃであったヌンの子こヨシュアは答こたえて言いった、「わが主しゅ、モーセよ、彼かれらをさし止とめてください」。 29モーセは彼かれに言いった、「あなたは、わたしのためを思おもって、ねたみを起おこしているのか。主しゅの民たみがみな預言者よげんしゃとなり、主しゅがその霊れいを彼かれらに与あたえられることは、願ねがわしいことだ」。 30こうしてモーセはイスラエルの長老ちょうろうたちと共ともに、宿営しゅくえいに引ひきあげた。
    


    
      31さて、主しゅのもとから風かぜが起おこり、海うみの向むこうから、うずらを運はこんできて、これを宿営しゅくえいの近ちかくに落おとした。その落おちた範囲はんいは、宿営しゅくえいの周囲しゅういで、こちら側がわも、おおよそ一日にちの行程こうてい、あちら側がわも、おおよそ一日にちの行程こうてい、地面じめんから高たかさおおよそ二キュビトであった。 32そこで民たみは立たち上あがってその日ひは終日しゅうじつ、その夜よは終夜しゅうや、またその次つぎの日ひも終日しゅうじつ、うずらを集あつめたが、集あつめる事ことの最もっとも少すくない者ものも、十ホメルほど集あつめた。彼かれらはみな、それを宿営しゅくえいの周囲しゅういに広ひろげておいた。 33その肉にくがなお、彼かれらの歯はの間あいだにあって食たべつくさないうちに、主しゅは民たみにむかって怒いかりを発はっし、主しゅは非常ひじょうに激はげしい疫病えきびょうをもって民たみを撃うたれた。 34これによって、その所ところの名なはキブロテ・ハッタワと呼よばれた。欲心よくしんを起おこした民たみを、そこに埋うめたからである。 35キブロテ・ハッタワから、民たみはハゼロテに進すすみ、ハゼロテにとどまった。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1モーセはクシの女おんなをめとっていたが、そのクシの女おんなをめとったゆえをもって、ミリアムとアロンはモーセを非難ひなんした。 2彼かれらは言いった、「主しゅはただモーセによって語かたられるのか。われわれによっても語かたられるのではないのか」。主しゅはこれを聞きかれた。 3モーセはその人ひととなり柔和にゅうわなこと、地上ちじょうのすべての人ひとにまさっていた。 4そこで、主しゅは突然とつぜんモーセとアロン、およびミリアムにむかって「あなたがた三人にん、会見かいけんの幕屋まくやに出でてきなさい」と言いわれたので、彼かれら三人にんは出でてきたが、 5主しゅは雲くもの柱はしらのうちにあって下くだり、幕屋まくやの入口いりぐちに立たって、アロンとミリアムを呼よばれた。彼かれらふたりが進すすみ出でると、 6彼かれらに言いわれた、「あなたがたは、いま、わたしの言葉ことばを聞ききなさい。あなたがたのうちに、もし、預言者よげんしゃがあるならば、主しゅなるわたしは幻まぼろしをもって、これにわたしを知しらせ、また夢ゆめをもって、これと語かたるであろう。 7しかし、わたしのしもべモーセとは、そうではない。彼かれはわたしの全家ぜんかに忠信ちゅうしんなる者ものである。 8彼かれとは、わたしは口くちずから語かたり、明あきらかに言いって、なぞを使つかわない。彼かれはまた主しゅの形かたちを見みるのである。なぜ、あなたがたはわたしのしもべモーセを恐おそれず非難ひなんするのか」。
    


    
      9主しゅは彼かれらにむかい怒いかりを発はっして去さられた。 10雲くもが幕屋まくやの上うえを離はなれ去さった時とき、ミリアムは、らい病びょうとなり、その身みは雪ゆきのように白しろくなった。アロンがふり返かえってミリアムを見みると、彼女かのじょはらい病びょうになっていた。 11そこで、アロンはモーセに言いった、「ああ、わが主しゅよ、わたしたちは愚おろかなことをして罪つみを犯おかしました。どうぞ、その罰ばつをわたしたちに受うけさせないでください。 12どうぞ彼女かのじょを母ははの胎たいから肉にくが半なかば滅ほろびうせて出でる死人しにんのようにしないでください」。 13その時ときモーセは主しゅに呼よばわって言いった、「ああ、神かみよ、どうぞ彼女かのじょをいやしてください」。 14主しゅはモーセに言いわれた、「彼女かのじょの父ちちが彼女かのじょの顔かおにつばきしてさえ、彼女かのじょは七日なぬかのあいだ、恥はじて身みを隠かくすではないか。彼女かのじょを七日なぬかのあいだ、宿営しゅくえいの外そとで閉とじこめておかなければならない。その後のち、連つれもどしてもよい」。 15そこでミリアムは七日なぬかのあいだ、宿営しゅくえいの外そとで閉とじこめられた。民たみはミリアムが連つれもどされるまでは、道みちに進すすまなかった。 16その後のち、民たみはハゼロテを立たって進すすみ、パランの荒野あらのに宿営しゅくえいした。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「人ひとをつかわして、わたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえるカナンの地ちを探さぐらせなさい。すなわち、その父祖ふその部族ぶぞくごとに、すべて彼かれらのうちのつかさたる者ものひとりずつをつかわしなさい」。 3モーセは主しゅの命めいにしたがって、パランの荒野あらのから彼かれらをつかわした。その人々ひとびとはみなイスラエルの人々ひとびとのかしらたちであった。 4彼かれらの名なは次つぎのとおりである。ルベンの部族ぶぞくではザックルの子こシャンマ、 5シメオンの部族ぶぞくではホリの子こシャパテ、 6ユダの部族ぶぞくではエフンネの子こカレブ、 7イッサカルの部族ぶぞくではヨセフの子こイガル、 8エフライムの部族ぶぞくではヌンの子こホセア、 9ベニヤミンの部族ぶぞくではラフの子こパルテ、 10ゼブルンの部族ぶぞくではソデの子こガデエル、 11ヨセフの部族ぶぞくすなわち、マナセの部族ぶぞくではスシの子こガデ、 12ダンの部族ぶぞくではゲマリの子こアンミエル、 13アセルの部族ぶぞくではミカエルの子こセトル、 14ナフタリの部族ぶぞくではワフシの子こナヘビ、 15ガドの部族ぶぞくではマキの子こギウエル。 16以上いじょうはモーセがその地ちを探さぐらせるためにつかわした人々ひとびとの名なである。そしてモーセはヌンの子こホセアをヨシュアと名なづけた。
    


    
      17モーセは彼かれらをつかわし、カナンの地ちを探さぐらせようとして、これに言いった、「あなたがたはネゲブに行いって、山やまに登のぼり、 18その地ちの様子ようすを見み、そこに住すむ民たみは、強つよいか弱よわいか、少すくないか多おおいか、 19また彼かれらの住すんでいる地ちは、良よいか悪わるいか。人々ひとびとの住すんでいる町々まちまちは、天幕てんまくか、城壁じょうへきのある町まちか、 20その地ちは、肥こえているか、やせているか、そこには、木きがあるかないかを見みなさい。あなたがたは、勇いさんで行いって、その地ちのくだものを取とってきなさい」。時ときは、ぶどうの熟じゅくし始はじめる季節きせつであった。
    


    
      21そこで、彼かれらはのぼっていって、その地ちをチンの荒野あらのからハマテの入口いりぐちに近ちかいレホブまで探さぐった。 22彼かれらはネゲブにのぼって、ヘブロンまで行いった。そこにはアナクの子孫しそんであるアヒマン、セシャイ、およびタルマイがいた。ヘブロンはエジプトのゾアンよりも七年ねん前まえに建たてられたものである。 23ついに彼かれらはエシコルの谷たにに行いって、そこで一ふさのぶどうの枝えだを切きり取とり、これを棒ぼうをもって、ふたりでかつぎ、また、ざくろといちじくをも取とった。 24イスラエルの人々ひとびとが、そこで切きり取とったぶどうの一ふさにちなんで、その所ところはエシコルの谷たにと呼よばれた。
    


    
      25四十日にちの後のち、彼かれらはその地ちを探さぐり終おわって帰かえってきた。 26そして、パランの荒野あらのにあるカデシにいたモーセとアロン、およびイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうのもとに行いって、彼かれらと全ぜん会衆かいしゅうとに復命ふくめいし、その地ちのくだものを彼かれらに見みせた。 27彼かれらはモーセに言いった、「わたしたちはあなたが、つかわした地ちへ行いきました。そこはまことに乳ちちと蜜みつの流ながれている地ちです。これはそのくだものです。 28しかし、その地ちに住すむ民たみは強つよく、その町々まちまちは堅固けんごで非常ひじょうに大おおきく、わたしたちはそこにアナクの子孫しそんがいるのを見みました。 29またネゲブの地ちには、アマレクびとが住すみ、山地さんちにはヘテびと、エブスびと、アモリびとが住すみ、海うみべとヨルダンの岸きしべには、カナンびとが住すんでいます」。
    


    
      30そのとき、カレブはモーセの前まえで、民たみをしずめて言いった、「わたしたちはすぐにのぼって、攻せめ取とりましょう。わたしたちは必かならず勝かつことができます」。 31しかし、彼かれとともにのぼって行いった人々ひとびとは言いった、「わたしたちはその民たみのところへ攻せめのぼることはできません。彼かれらはわたしたちよりも強つよいからです」。 32そして彼かれらはその探さぐった地ちのことを、イスラエルの人々ひとびとに悪わるく言いいふらして言いった、「わたしたちが行いき巡めぐって探さぐった地ちは、そこに住すむ者ものを滅ほろぼす地ちです。またその所ところでわたしたちが見みた民たみはみな背せの高たかい人々ひとびとです。 33わたしたちはまたそこで、ネピリムから出でたアナクの子孫しそんネピリムを見みました。わたしたちには自分じぶんが、いなごのように思おもわれ、また彼かれらにも、そう見みえたに違ちがいありません」。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1そこで、会衆かいしゅうはみな声こえをあげて叫さけび、民たみはその夜よ、泣なき明あかした。 2またイスラエルの人々ひとびとはみなモーセとアロンにむかってつぶやき、全ぜん会衆かいしゅうは彼かれらに言いった、「ああ、わたしたちはエジプトの国くにで死しんでいたらよかったのに。この荒野あらので死しんでいたらよかったのに。 3なにゆえ、主しゅはわたしたちをこの地ちに連つれてきて、つるぎに倒たおれさせ、またわたしたちの妻子さいしをえじきとされるのであろうか。エジプトに帰かえる方ほうが、むしろ良よいではないか」。
    


    
      4彼かれらは互たがいに言いった、「わたしたちはひとりのかしらを立たてて、エジプトに帰かえろう」。 5そこで、モーセとアロンはイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうの前まえでひれふした。 6このとき、その地ちを探さぐった者もののうちのヌンの子こヨシュアとエフンネの子こカレブは、その衣服いふくを裂さき、 7イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうに言いった、「わたしたちが行いき巡めぐって探さぐった地ちは非常ひじょうに良よい地ちです。 8もし、主しゅが良よしとされるならば、わたしたちをその地ちに導みちびいて行いって、それをわたしたちにくださるでしょう。それは乳ちちと蜜みつの流ながれている地ちです。 9ただ、主しゅにそむいてはなりません。またその地ちの民たみを恐おそれてはなりません。彼かれらはわたしたちの食くい物ものにすぎません。彼かれらを守まもる者ものは取すり除のぞかれます。主しゅがわたしたちと共ともにおられますから、彼かれらを恐おそれてはなりません」。 10ところが会衆かいしゅうはみな石いしで彼かれらを撃うち殺ころそうとした。
    


    
      そのとき、主しゅの栄光えいこうが、会見かいけんの幕屋まくやからイスラエルのすべての人ひとに現あらわれた。 11主しゅはモーセに言いわれた、「この民たみはいつまでわたしを侮あなどるのか。わたしがもろもろのしるしを彼かれらのうちに行いったのに、彼かれらはいつまでわたしを信しんじないのか。 12わたしは疫病えきびょうをもって彼かれらを撃うち滅ほろぼし、あなたを彼かれらよりも大おおいなる強つよい国民こくみんとしよう」。
    


    
      13モーセは主しゅに言いった、「エジプトびとは、あなたが力ちからをもって、この民たみを彼かれらのうちから導みちびき出だされたことを聞きいて、 14この地ちの住民じゅうみんに告つげるでしょう。彼かれらは、主しゅなるあなたが、この民たみのうちにおられ、主しゅなるあなたが、まのあたり現あらわれ、あなたの雲くもが、彼かれらの上うえにとどまり、昼ひるは雲くもの柱はしらのうちに、夜よるは火ひの柱はしらのうちにあって、彼かれらの前まえに行いかれるのを聞きいたのです。 15いま、もし、あなたがこの民たみをひとり残のこらず殺ころされるならば、あなたのことを聞きいた国民こくみんは語かたって、 16『主しゅは与あたえると誓ちかった地ちに、この民たみを導みちびき入いれることができなかったため、彼かれらを荒野あらので殺ころしたのだ』と言いうでしょう。 17どうぞ、あなたが約束やくそくされたように、いま主しゅの大おおいなる力ちからを現あらわしてください。 18あなたはかつて、『主しゅは怒いかることおそく、いつくしみに富とみ、罪つみととがをゆるす者もの、しかし、罰ばつすべき者ものは、決けっしてゆるさず、父ちちの罪つみを子こに報むくいて、三、四代だいに及およぼす者ものである』と言いわれました。 19どうぞ、あなたの大おおいなるいつくしみによって、エジプトからこのかた、今いまにいたるまで、この民たみをゆるされたように、この民たみの罪つみをおゆるしください」。
    


    
      20主しゅは言いわれた、「わたしはあなたの言葉ことばのとおりにゆるそう。 21しかし、わたしは生いきている。また主しゅの栄光えいこうが、全ぜん世界せかいに満みちている。 22わたしの栄光えいこうと、わたしがエジプトと荒野あらので行いったしるしを見みながら、このように十度どもわたしを試こころみて、わたしの声こえに聞ききしたがわなかった人々ひとびとはひとりも、 23わたしがかつて彼かれらの先祖せんぞたちに与あたえると誓ちかった地ちを見みないであろう。またわたしを侮あなどった人々ひとびとも、それを見みないであろう。 24ただし、わたしのしもべカレブは違ちがった心こころをもっていて、わたしに完全かんぜんに従したがったので、わたしは彼かれが行いってきた地ちに彼かれを導みちびき入いれるであろう。彼かれの子孫しそんはそれを所有しょゆうするにいたるであろう。 25谷たににはアマレクびととカナンびとが住すんでいるから、あなたがたは、あす、身みをめぐらして紅海こうかいの道みちを荒野あらのへ進すすみなさい」。
    


    
      26主しゅはモーセとアロンに言いわれた、 27「わたしにむかってつぶやくこの悪わるい会衆かいしゅうをいつまで忍しのぶことができようか。わたしはイスラエルの人々ひとびとが、わたしにむかってつぶやくのを聞きいた。 28あなたは彼かれらに言いいなさい、『主しゅは言いわれる、「わたしは生いきている。あなたがたが、わたしの耳みみに語かたったように、わたしはあなたがたにするであろう。 29あなたがたは死体したいとなって、この荒野あらのに倒たおれるであろう。あなたがたのうち、わたしにむかってつぶやいた者もの、すなわち、すべて数かぞえられた二十歳さい以上いじょうの者ものはみな倒たおれるであろう。 30エフンネの子こカレブと、ヌンの子こヨシュアのほかは、わたしがかつて、あなたがたを住すまわせようと、手てをあげて誓ちかった地ちに、はいることができないであろう。 31しかし、あなたがたが、えじきになるであろうと言いったあなたがたの子供こどもは、わたしが導みちびいて、はいるであろう。彼かれらはあなたがたが、いやしめた地ちを知しるようになるであろう。 32しかしあなたがたは死体したいとなってこの荒野あらのに倒たおれるであろう。 33あなたがたの子こたちは、あなたがたの死体したいが荒野あらのに朽くち果はてるまで四十年ねんのあいだ、荒野あらので羊飼ひつじかいとなり、あなたがたの不信ふしんの罪つみを負おうであろう。 34あなたがたは、かの地ちを探さぐった四十日にちの日ひ数かずにしたがい、その一日にちを一年ねんとして、四十年ねんのあいだ、自分じぶんの罪つみを負おい、わたしがあなたがたを遠とおざかったことを知しるであろう」。 35主しゅなるわたしがこれを言いう。わたしは必かならずわたしに逆さからって集あつまったこの悪わるい会衆かいしゅうに、これをことごとく行おこなうであろう。彼かれらはこの荒野あらのに朽くち、ここで死しぬであろう』」。
    


    
      36こうして、モーセにつかわされ、かの地ちを探さぐりに行いき、帰かえってきて、その地ちを悪わるく言いい、全ぜん会衆かいしゅうを、モーセにむかって、つぶやかせた人々ひとびと、 37すなわち、その地ちを悪わるく言いいふらした人々ひとびとは、疫病えきびょうにかかって主しゅの前まえに死しんだが、 38その地ちを探さぐりに行いった人々ひとびとのうち、ヌンの子こヨシュアと、エフンネの子こカレブとは生いき残のこった。
    


    
      39モーセが、これらのことを、イスラエルのすべての人々ひとびとに告つげたとき、民たみは非常ひじょうに悲かなしみ、 40朝あさ早はやく起おきて山やまの頂いただきに登のぼって言いった、「わたしたちはここにいる。さあ、主しゅが約束やくそくされた所ところへ上のぼって行いこう。わたしたちは罪つみを犯おかしたのだから」。 41モーセは言いった、「あなたがたは、それをなし遂とげることもできないのに、どうして、そのように主しゅの命めいにそむくのか。 42あなたがたは上のぼって行いってはならない。主しゅがあなたがたのうちにおられないから、あなたがたは敵てきの前まえに、撃うち破やぶられるであろう。 43そこには、アマレクびとと、カナンびとがあなたがたの前まえにいるから、あなたがたは、つるぎに倒たおれるであろう。あなたがたがそむいて、主しゅに従したがわなかったゆえ、主しゅはあなたがたと共ともにおられないからである」。 44しかし、彼かれらは、ほしいままに山やまの頂いただきに登のぼった。ただし、主しゅの契約けいやくの箱はこと、モーセとは、宿営しゅくえいの中なかから出でなかった。 45そこで、その山やまに住すんでいたアマレクびとと、カナンびとが下くだってきて、彼かれらを撃うち破やぶり、ホルマまで追おってきた。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『あなたがたが、わたしの与あたえて住すませる地ちに行いって、 3主しゅに火祭かさいをささげる時とき、すなわち特別とくべつの誓願せいがんの供そなえ物もの、あるいは自発じはつの供そなえ物もの、あるいは祝しゅくのときの供そなえ物ものとして、牛うしまたは羊ひつじを燔祭はんさいまたは犠牲ぎせいとしてささげ、主しゅに香こうばしいかおりとするとき、 4 15:5その供そなえ物ものを主しゅにささげる者ものは、燔祭はんさいまたは犠牲ぎせいと共ともに、小羊こひつじ一頭とうごとに、麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの一に、油あぶら一ヒンの四分ぶんの一を混まぜたものを、素祭そさいとしてささげ、ぶどう酒しゅ一ヒンの四分ぶんの一を、灌祭かんさいとしてささげなければならない。 6もし、また雄羊おひつじを用もちいるときは、麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの二に、油あぶら一ヒンの三分ぶんの一を混まぜたものを、素祭そさいとしてささげ、 7また、ぶどう酒しゅ一ヒンの三分ぶんの一を、灌祭かんさいとしてささげて、主しゅに香こうばしいかおりとしなければならない。 8またあなたが特別とくべつの誓願せいがんの供そなえ物もの、あるいは酬恩祭しゅうおんさいを、主しゅにささげる時とき、若わかい雄牛おうしを、燔祭はんさいまたは犠牲ぎせいとするならば、 9麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの三に、油あぶら一ヒンの二分ぶんの一を混まぜたものを、素祭そさいとして、若わかい雄牛おうしと共ともにささげ、 10また、ぶどう酒しゅ一ヒンの二分ぶんの一を、灌祭かんさいとしてささげなければならない。これは火祭かさいであって、主しゅに香こうばしいかおりとするものである。
    


    
      11雄牛おうし、あるいは雄羊おひつじ、あるいは小羊こひつじ、あるいは子こやぎは、一頭とうごとに、このようにしなければならない。 12すなわち、あなたがたのささげる数かずにてらし、その数かずにしたがって、一頭とうごとに、このようにしなければならない。 13すべて国くにに生うまれた者ものが、火祭かさいをささげて、主しゅに香こうばしいかおりとするときは、このように、これらのことを行おこなわなければならない。 14またあなたがたのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じん、またはあなたがたのうちに、代々よよながく住すむ者ものが、火祭かさいをささげて、主しゅに香こうばしいかおりとしようとする時ときは、あなたがたがするように、その人ひともしなければならない。 15会衆かいしゅうたる者ものは、あなたがたも、あなたがたのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんも、同一どういつの定さだめに従したがわなければならない。これは、あなたがたが代々よよながく守まもるべき定さだめである。他国たこくの人ひとも、主しゅの前まえには、あなたがたと等ひとしくなければならない。 16すなわち、あなたがたも、あなたがたのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんも、同一どういつの律法りっぽう、同一どういつのおきてに従したがわなければならない』」。
    


    
      17主しゅはまたモーセに言いわれた、 18「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『わたしが導みちびいて行いく地ちに、あなたがたがはいって、 19その地ちの食物しょくもつを食たべるとき、あなたがたは、ささげ物ものを主しゅにささげなければならない。 20すなわち、麦粉むぎこの初物はつもので作つくった菓子かしを、ささげ物ものとしなければならない。これを、打うち場ばからのささげ物もののように、ささげなければならない。 21あなたがたは代々よよその麦粉むぎこの初物はつもので、主しゅにささげ物ものをしなければならない。
    


    
      22あなたがたが、もしあやまって、主しゅがモーセに告つげられたこのすべての戒いましめを行おこなわず、 23主しゅがモーセによって戒いましめを与あたえられた日ひからこのかた、代々よよにわたり、あなたがたに命めいじられたすべての事ことを行おこなわないとき、 24すなわち、会衆かいしゅうが知しらずに、あやまって犯おかした時ときは、全ぜん会衆かいしゅうは若わかい雄牛おうし一頭とうを、燔祭はんさいとしてささげ、主しゅに香こうばしいかおりとし、これに素祭そさいと灌祭かんさいとを定さだめのように加くわえ、また雄おやぎ一頭とうを、罪祭ざいさいとしてささげなければならない。 25そして祭司さいしは、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうのために、罪つみのあがないをしなければならない。そうすれば、彼かれらはゆるされるであろう。それは過失かしつだからである。彼かれらはその過失かしつのために、その供そなえ物ものとして、火祭かさいを主しゅにささげ、また罪祭ざいさいを主しゅの前まえにささげなければならない。 26そうすれば、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうはゆるされ、また彼かれらのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんも、ゆるされるであろう。民たみはみな過失かしつを犯おかしたからである。
    


    
      27もし人ひとがあやまって罪つみを犯おかす時ときは、一歳さいの雌めやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。 28そして祭司さいしは、人ひとがあやまって罪つみを犯おかした時とき、そのあやまって罪つみを犯おかした人ひとのために、主しゅの前まえに罪つみのあがないをして、その罪つみをあがなわなければならない。そうすれば、彼かれはゆるされるであろう。 29イスラエルの人々ひとびとのうちの、国くにに生うまれた者ものでも、そのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんでも、あやまって罪つみを犯おかす者ものには、あなたがたは同一どういつの律法りっぽうを用もちいなければならない。 30しかし、国くにに生うまれた者ものでも、他国たこくの人ひとでも、故意こいに罪つみを犯おかす者ものは主しゅを汚けがすもので、その人ひとは民たみのうちから断たたれなければならない。 31彼かれは主しゅの言葉ことばを侮あなどり、その戒いましめを破やぶったのであるから、必かならず断たたれ、その罪つみを負おわなければならない』」。
    


    
      32イスラエルの人々ひとびとが荒野あらのにおるとき、安息日あんそくにちにひとりの人ひとが、たきぎを集あつめるのを見みた。 33そのたきぎを集あつめるのを見みた人々ひとびとは、その人ひとをモーセとアロン、および全ぜん会衆かいしゅうのもとに連つれてきたが、 34どう取とり扱あつかうべきか、まだ示しめしを受うけていなかったので、彼かれを閉とじ込こめておいた。 35そのとき、主しゅはモーセに言いわれた、「その人ひとは必かならず殺ころされなければならない。全ぜん会衆かいしゅうは宿営しゅくえいの外そとで、彼かれを石いしで撃うち殺ころさなければならない」。 36そこで、全ぜん会衆かいしゅうは彼かれを宿営しゅくえいの外そとに連つれ出だし、彼かれを石いしで撃うち殺ころし、主しゅがモーセに命めいじられたようにした。
    


    
      37主しゅはまたモーセに言いわれた、 38「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて、代々よよその衣服いふくのすその四すみにふさをつけ、そのふさを青あおひもで、すその四すみにつけさせなさい。 39あなたがたが、そのふさを見みて、主しゅのもろもろの戒いましめを思おもい起おこして、それを行おこない、あなたがたが自分じぶんの心こころと、目めの欲よくに従したがって、みだらな行おこないをしないためである。 40こうして、あなたがたは、わたしのもろもろの戒いましめを思おもい起おこして、それを行おこない、あなたがたの神かみに聖せいなる者ものとならなければならない。 41わたしはあなたがたの神かみ、主しゅであって、あなたがたの神かみとなるために、あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だした者ものである。わたしはあなたがたの神かみ、主しゅである」。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1ここに、レビの子こコハテの子こなるイヅハルの子こコラと、ルベンの子こなるエリアブの子こダタンおよびアビラムと、ルベンの子こなるペレテの子こオンとが相あい結むすび、 2イスラエルの人々ひとびとのうち、会衆かいしゅうのうちから選えらばれて、つかさとなった名なのある人々ひとびと二百五十人にんと共ともに立たって、モーセに逆さからった。 3彼かれらは集あつまって、モーセとアロンとに逆さからって言いった、「あなたがたは、分ぶんを越こえています。全ぜん会衆かいしゅうは、ことごとく聖せいなるものであって、主しゅがそのうちにおられるのに、どうしてあなたがたは、主しゅの会衆かいしゅうの上うえに立たつのですか」。 4モーセはこれを聞きいてひれ伏ふした。 5やがて彼かれはコラと、そのすべての仲間なかまとに言いった、「あす、主しゅは、主しゅにつくものはだれ、聖せいなる者ものはだれであるかを示しめして、その人ひとをみもとに近ちかづけられるであろう。すなわち、その選えらんだ人ひとを、みもとに近ちかづけられるであろう。 6それで、次つぎのようにしなさい。コラとそのすべての仲間なかまとは、火ひざらを取とり、 7その中なかに火ひを入いれ、それに薫香くんこうを盛もって、あす、主しゅの前まえに出でなさい。その時とき、主しゅが選えらばれる人ひとは聖せいなる者ものである。レビの子こたちよ、あなたがたこそ、分ぶんを越こえている」。 8モーセはまたコラに言いった、「レビの子こたちよ、聞ききなさい。 9イスラエルの神かみはあなたがたをイスラエルの会衆かいしゅうのうちから分わかち、主しゅに近ちかづかせて、主しゅの幕屋まくやの務つとめをさせ、かつ会衆かいしゅうの前まえに立たって仕つかえさせられる。これはあなたがたにとって、小ちいさいことであろうか。 10神かみはあなたとあなたの兄弟きょうだいなるレビの子こたちをみな近ちかづけられた。あなたがたはなお、その上うえに祭司さいしとなることを求もとめるのか。 11あなたとあなたの仲間なかまは、みなそのために集あつまって主しゅに敵てきしている。あなたがたはアロンをなんと思おもって、彼かれに対たいしてつぶやくのか」。
    


    
      12モーセは人ひとをやって、エリアブの子こダタンとアビラムとを呼よばせたが、彼かれらは言いった、「わたしたちは参まいりません。 13あなたは乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちから、わたしたちを導みちびき出だして、荒野あらのでわたしたちを殺ころそうとしている。これは小ちいさいことでしょうか。その上うえ、あなたはわたしたちに君臨くんりんしようとしている。 14かつまた、あなたはわたしたちを、乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちに導みちびいて行いかず、畑はたけと、ぶどう畑はたけとを嗣し業ぎょうとして与あたえもしない。これらの人々ひとびとの目めをくらまそうとするのですか。わたしたちは参まいりません」。
    


    
      15モーセは大おおいに怒いかって、主しゅに言いった、「彼かれらの供そなえ物ものを顧かえりみないでください。わたしは彼かれらから、ろば一頭とうをも取とったことなく、また彼かれらのひとりをも害がいしたことはありません」。 16そしてモーセはコラに言いった、「あなたとあなたの仲間なかまはみなアロンと一緒いっしょに、あす、主しゅの前まえに出でなさい。 17あなたがたは、おのおの火ひざらを取とって、それに薫香くんこうを盛もり、おのおのその火ひざらを主しゅの前まえに携たずさえて行いきなさい。その火ひざらは会あわせて二百五十。あなたとアロンも、おのおの火ひざらを携たずさえて行いきなさい」。 18彼かれらは、おのおの火ひざらを取とり、火ひをその中なかに入いれ、それに薫香くんこうを盛もり、モーセとアロンも共ともに、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに立たった。 19そのとき、コラは会衆かいしゅうを、ことごとく会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちに集あつめて、彼かれらふたりに逆さからわせようとしたが、主しゅの栄光えいこうは全ぜん会衆かいしゅうに現あらわれた。
    


    
      20主しゅはモーセとアロンに言いわれた、 21「あなたがたはこの会衆かいしゅうを離はなれなさい。わたしはただちに彼かれらを滅ほろぼすであろう」。 22彼かれらふたりは、ひれ伏ふして言いった、「神かみよ、すべての肉にくなる者ものの命いのちの神かみよ、このひとりの人ひとが、罪つみを犯おかしたからといって、あなたは全ぜん会衆かいしゅうに対たいして怒いかられるのですか」。 23主しゅはモーセに言いわれた、 24「あなたは会衆かいしゅうに告つげて、コラとダタンとアビラムのすまいの周囲しゅういを去されと言いいなさい」。
    


    
      25モーセは立たってダタンとアビラムのもとに行いったが、イスラエルの長老ちょうろうたちも、彼かれに従したがって行いった。 26モーセは会衆かいしゅうに言いった、「どうぞ、あなたがたはこれらの悪わるい人々ひとびとの天幕てんまくを離はなれてください。彼かれらのものには何なににも触ふれてはならない。彼かれらのもろもろの罪つみによって、あなたがたも滅ほろぼされてはいけないから」。 27そこで人々ひとびとはコラとダタンとアビラムのすまいの周囲しゅういを離はなれ去さった。そして、ダタンとアビラムとは、妻つま、子こ、および幼児ようじと一緒いっしょに出でて、天幕てんまくの入口いりぐちに立たった。 28モーセは言いった、「あなたがたは主しゅがこれらのすべての事ことをさせるために、わたしをつかわされたこと、またわたしが、これを自分じぶんの心こころにしたがって行おこなうものでないことを、次つぎのことによって知しるであろう。 29すなわち、もしこれらの人々ひとびとが、普通ふつうの死しに方かたで死しに、普通ふつうの運命うんめいに会あうのであれば、主しゅがわたしをつかわされたのではない。 30しかし、主しゅが新あたらしい事ことをされ、地ちが口くちを開ひらいて、これらの人々ひとびとと、それに属ぞくする者ものとを、ことごとくのみつくして、生いきながら陰府よみに下くだらせられるならば、あなたがたはこれらの人々ひとびとが、主しゅを侮あなどったのであることを知しらなければならない」。
    


    
      31モーセが、これらのすべての言葉ことばを述のべ終おわったとき、彼かれらの下したの土地とちが裂さけ、 32地ちは口くちを開ひらいて、彼かれらとその家族かぞく、ならびにコラに属ぞくするすべての人々ひとびとと、すべての所有物しょゆうぶつをのみつくした。 33すなわち、彼かれらと、彼かれらに属ぞくするものは、皆みな生いきながら陰府よみに下くだり、地ちはその上うえを閉とじふさいで、彼かれらは会衆かいしゅうのうちから、断たち滅ほろぼされた。 34この時とき、その周囲しゅういにいたイスラエルの人々ひとびとは、みな彼かれらの叫さけびを聞きいて逃にげ去さり、「恐おそらく地ちはわたしたちをも、のみつくすであろう」と言いった。 35また主しゅのもとから火ひが出でて、薫香くんこうを供そなえる二百五十人にんをも焼やきつくした。
    


    
      36主しゅはモーセに言いわれた、 37「あなたは祭司さいしアロンの子こエレアザルに告つげて、その燃もえる火ひの中なかから、かの火ひざらを取とり出ださせ、その中なかの火ひを遠とおく広ひろくまき散ちらさせなさい。それらの火ひざらは聖せいとなったから、 38罪つみを犯おかして命いのちを失うしなった人々ひとびとの、これらの火ひざらを、広ひろい延のべ板いたとして、祭壇さいだんのおおいとしなさい。これは主しゅの前まえにささげられて、聖せいとなったからである。こうして、これはイスラエルの人々ひとびとに、しるしとなるであろう」。 39そこで祭司さいしエレアザルは、かの焼やき殺ころされた人々ひとびとが供そなえた青銅せいどうの火ひざらを取とり、これを広ひろく打うち延のばして、祭壇さいだんのおおいとし、 40これをイスラエルの人々ひとびとの記念きねんの物ものとした。これはアロンの子孫しそんでないほかの人ひとが、主しゅの前まえに近ちかづいて、薫香くんこうをたくことのないようにするため、またその人ひとがコラ、およびその仲間なかまのようにならないためである。すなわち、主しゅがモーセによってエレアザルに言いわれたとおりである。
    


    
      41その翌日よくじつ、イスラエルの人々ひとびとの会衆かいしゅうは、みなモーセとアロンとにつぶやいて言いった、「あなたがたは主しゅの民たみを殺ころしました」。 42会衆かいしゅうが集あつまって、モーセとアロンとに逆さからったとき、会見かいけんの幕屋まくやを望のぞみ見みると、雲くもがこれをおおい、主しゅの栄光えいこうが現あらわれていた。 43モーセとアロンとが、会見かいけんの幕屋まくやの前まえに行いくと、 44主しゅはモーセに言いわれた、 45「あなたがたはこの会衆かいしゅうを離はなれなさい。わたしはただちに彼かれらを滅ほろぼそう」。そこで彼かれらふたりは、ひれ伏ふした。 46モーセはアロンに言いった、「あなたは火ひざらを取とって、それに祭壇さいだんから取とった火ひを入いれ、その上うえに薫香くんこうを盛もり、急いそいでそれを会衆かいしゅうのもとに持もって行いって、彼かれらのために罪つみのあがないをしなさい。主しゅが怒いかりを発はっせられ、疫病えきびょうがすでに始はじまったからです」。 47そこで、アロンはモーセの言いったように、それを取とって会衆かいしゅうの中なかに走はしって行いったが、疫病えきびょうはすでに民たみのうちに始はじまっていたので、薫香くんこうをたいて、民たみのために罪つみのあがないをし、 48すでに死しんだ者ものと、なお生いきている者ものとの間あいだに立たつと、疫病えきびょうはやんだ。 49コラの事ことによって死しんだ者もののほかに、この疫病えきびょうによって死しんだ者ものは一万四千七百人にんであった。 50アロンは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちにいるモーセのもとに帰かえった。こうして疫病えきびょうはやんだ。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに告つげて、彼かれらのうちから、おのおのの父祖ふその家いえにしたがって、つえ一本ぽんずつを取とりなさい。すなわち、そのすべてのつかさたちから、父祖ふその家いえにしたがって、つえ十二本ほんを取とり、その人々ひとびとの名なを、おのおのそのつえに書かきしるし、 3レビのつえにはアロンの名なを書かきしるしなさい。父祖ふその家いえのかしらは、おのおののつえ一本ぽんを出だすのだからである。 4そして、これらのつえを、わたしがあなたがたに会あう会見かいけんの幕屋まくやの中なかの、あかしの箱はこの前まえに置おきなさい。 5わたしの選えらんだ人ひとのつえには、芽めが出でるであろう。こうして、わたしはイスラエルの人々ひとびとが、あなたがたにむかって、つぶやくのをやめさせるであろう」。 6モーセが、このようにイスラエルの人々ひとびとに語かたったので、つかさたちはみな、その父祖ふその家いえにしたがって、おのおの、つえ一本ぽんずつを彼かれに渡わたした。そのつえは合あわせて十二本ほん。アロンのつえも、そのつえのうちにあった。 7モーセは、それらのつえを、あかしの幕屋まくやの中なかの、主しゅの前まえに置おいた。
    


    
      8その翌日よくじつ、モーセが、あかしの幕屋まくやにはいって見みると、レビの家いえのために出だしたアロンのつえは芽めをふき、つぼみを出だし、花はなが咲さいて、あめんどうの実みを結むすんでいた。 9モーセがそれらのつえを、ことごとく主しゅの前まえから、イスラエルのすべての人ひとの所ところに持もち出だしたので、彼かれらは見みて、おのおの自分じぶんのつえを取とった。 10主しゅはモーセに言いわれた、「アロンのつえを、あかしの箱はこの前まえに持もち帰かえり、そこに保存ほぞんして、そむく者ものどものために、しるしとしなさい。こうして、彼かれらのわたしに対たいするつぶやきをやめさせ、彼かれらの死しぬのをまぬかれさせなければならない」。 11モーセはそのようにして、主しゅが彼かれに命めいじられたとおりに行おこなった。
    


    
      12イスラエルの人々ひとびとは、モーセに言いった、「ああ、わたしたちは死しぬ。破滅はめつです、全滅ぜんめつです。 13主しゅの幕屋まくやに近ちかづく者ものが、みな死しぬのであれば、わたしたちは死しに絶たえるではありませんか」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1そこで、主しゅはアロンに言いわれた、「あなたとあなたの子こたち、およびあなたの父祖ふその家いえの者ものは、聖所せいじょに関かんする罪つみを負おわなければならない。また、あなたとあなたの子こたちとは、祭司さいし職しょくに関かんする罪つみを負おわなければならない。 2あなたはまた、あなたの兄弟きょうだいなるレビの部族ぶぞくの者もの、すなわち、あなたの父祖ふその部族ぶぞくの者ものどもを、あなたに近ちかづかせ、あなたに連つらなり、あなたに仕つかえさせなければならない。ただし、あなたとあなたの子こたちとは、共ともにあかしの幕屋まくやの前まえで仕つかえなければならない。 3彼かれらは、あなたの務つとめと、すべての幕屋まくやの務つとめとを守まもらなければならない。ただし、聖所せいじょの器うつわと、祭壇さいだんとに近ちかづいてはならない。彼かれらもあなたがたも、死しぬことのないためである。 4彼かれらはあなたに連つらなって、会見かいけんの幕屋まくやの務つとめを守まもり、幕屋まくやのもろもろの働はたらきをしなければならない。ほかの者ものは、あなたがたに近ちかづいてはならない。 5このように、あなたがたは、聖所せいじょの務つとめと、祭壇さいだんの務つとめとを守まもらなければならない。そうすれば、主しゅの激はげしい怒いかりは、かさねてイスラエルの人々ひとびとに臨のぞまないであろう。 6わたしはあなたがたの兄弟きょうだいたるレビびとを、イスラエルの人々ひとびとのうちから取とり、主しゅのために、これを賜物たまものとして、あなたがたに与あたえ、会見かいけんの幕屋まくやの働はたらきをさせる。 7あなたとあなたの子こたちは共ともに祭司さいし職しょくを守まもって、祭壇さいだんと、垂幕たれまくのうちのすべての事ことを執とり行おこない、共ともに勤つとめなければならない。わたしは祭司さいしの職務しょくむを賜物たまものとして、あなたがたに与あたえる。ほかの人ひとで近ちかづく者ものは殺ころされるであろう」。
    


    
      8主しゅはまたアロンに言いわれた、「わたしはイスラエルの人々ひとびとの、すべての聖せいなる供そなえ物もので、わたしにささげる物ものの一部いちぶをあなたに与あたえる。すなわち、わたしはこれをあなたと、あなたの子こたちに、その分わけ前まえとして与あたえ、永久えいきゅうに受うくべき分ぶんとする。 9いと聖せいなる供そなえ物もののうち、火ひで焼やかずに、あなたに帰きすべきものは次つぎのとおりである。すなわち、わたしにささげるすべての供そなえ物もの、素祭そさい、罪祭ざいさい、愆祭けんさいはみな、いと聖せいなる物ものであって、あなたとあなたの子こたちに帰きするであろう。 10いと聖せいなる所ところで、それを食たべなければならない。男子だんしはみな、それを食たべることができる。それはあなたに帰きすべき聖せいなる物ものである。 11またあなたに帰きすべきものはこれである。すなわち、イスラエルの人々ひとびとのささげる供そなえ物もののうち、すべて揺祭ようさいとするものであって、これをあなたとあなたのむすこ娘むすめに与あたえて、永久えいきゅうに受うくべき分ぶんとする。あなたの家いえの者もののうち、清きよい者ものはみな、これを食たべることができる。 12すべて油あぶらの最もっともよい物もの、およびすべて新あたらしいぶどう酒しゅと、穀物こくもつの最もっとも良よい物ものなど、人々ひとびとが主しゅにささげる初穂はつほをあなたに与あたえる。 13国くにのすべての産物さんぶつの初物はつもので、人々ひとびとが主しゅのもとに携たずさえてきたものは、あなたに帰きするであろう。あなたの家いえの者もののうち、清きよい者ものはみな、これを食たべることができる。 14イスラエルのうちの奉納物ほうのうぶつはみな、あなたに帰きする。 15すべて肉にくなる者もののういごであって、主しゅにささげられる者ものはみな、人ひとでも獣けものでも、あなたに帰きする。ただし、人ひとのういごは必かならずあがなわなければならない。また汚けがれた獣けもののういごも、あがなわなければならない。 16人ひとのういごは生後せいご一か月げつで、あがなわなければならない。そのあがない金きんはあなたの値ね積づもりにより、聖所せいじょのシケルにしたがって、銀ぎん五シケルでなければならない。一シケルは二十ゲラである。 17しかし、牛うしのういご、羊ひつじのういご、やぎのういごは、あがなってはならない。これらは聖せいなるものである。その血ちを祭壇さいだんに注そそぎかけ、その脂肪しぼうを焼やいて火祭かさいとし、香こうばしいかおりとして、主しゅにささげなければならない。 18その肉にくはあなたに帰きする。それは揺祭ようさいの胸むねや右みぎのももと同おなじく、あなたに帰きする。 19イスラエルの人々ひとびとが、主しゅにささげる聖せいなる供そなえ物ものはみな、あなたとあなたのむすこ娘むすめとに与あたえて、永久えいきゅうに受うける分ぶんとする。これは主しゅの前まえにあって、あなたとあなたの子孫しそんとに対たいし、永遠えいえんに変かわらぬ塩しおの契約けいやくである」。 20主しゅはまたアロンに言いわれた、「あなたはイスラエルの人々ひとびとの地ちのうちに、嗣し業ぎょうをもってはならない。また彼かれらのうちに、何なにの分ぶんをも持もってはならない。彼かれらのうちにあって、わたしがあなたの分ぶんであり、あなたの嗣し業ぎょうである。
    


    
      21わたしはレビの子孫しそんにはイスラエルにおいて、すべて十分ぶんの一を嗣し業ぎょうとして与あたえ、その働はたらき、すなわち、会見かいけんの幕屋まくやの働はたらきに報むくいる。 22イスラエルの人々ひとびとは、かさねて会見かいけんの幕屋まくやに近ちかづいてはならない。罪つみを得えて死しなないためである。 23レビびとだけが会見かいけんの幕屋まくやの働はたらきをしなければならない。彼かれらがその罪つみを負おうであろう。彼かれらがイスラエルの人々ひとびとのうちに、嗣し業ぎょうの地ちを持もたないことをもって、あなたがたの代々よよながく守まもるべき定さだめとしなければならない。 24わたしはイスラエルの人々ひとびとが供そなえ物ものとして主しゅにささげる十分ぶんの一を、レビびとに嗣し業ぎょうとして与あたえた。それで『彼かれらはイスラエルの人々ひとびとのうちに、嗣し業ぎょうの地ちを持もってはならない』と、わたしは彼かれらに言いったのである」。
    


    
      25主しゅはモーセに言いわれた、 26「レビびとに言いいなさい、『わたしがイスラエルの人々ひとびとから取とって、嗣し業ぎょうとして与あたえる十分ぶんの一を受うける時とき、あなたがたはその十分ぶんの一の十分ぶんの一を、主しゅにささげなければならない。 27あなたがたのささげ物ものは、打うち場ばからの穀物こくもつや、酒さかぶねからのぶどう酒しゅと同おなじように見みなされるであろう。 28そのようにあなたがたもまた、イスラエルの人々ひとびとから受うけるすべての十分ぶんの一の物もののうちから、主しゅに供そなえ物ものをささげ、主しゅにささげたその供そなえ物ものを、祭司さいしアロンに与あたえなければならない。 29あなたがたの受うけるすべての贈物もののうちから、その良よいところ、すなわち、聖せいなる部分ぶぶんを取とって、ことごとく供そなえ物ものとして、主しゅにささげなければならない』。 30あなたはまた彼かれらに言いいなさい、『あなたがたが、そのうちから良よいところを取とってささげる時とき、その残のこりの部分ぶぶんはレビびとには、打うち場ばの産物さんぶつや、酒さかぶねの産物さんぶつと同おなじように見みなされるであろう。 31あなたがたと、あなたがたの家族かぞくとは、どこでそれを食たべてもよい。これは会見かいけんの幕屋まくやであなたがたがする働はたらきの報酬ほうしゅうである。 32あなたがたが、その良よいところをささげるときは、それによって、あなたがたは罪つみを負おわないであろう。あなたがたはイスラエルの人々ひとびとの聖せいなる供そなえ物ものを汚けがしてはならない。死しをまぬかれるためである』」。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1主しゅはモーセとアロンに言いわれた、 2「主しゅの命めいじられた律法りっぽうの定さだめは次つぎのとおりである。すなわち『イスラエルの人々ひとびとに告つげて、完全かんぜんで、傷きずがなく、まだくびきを負おったことのない赤あかい雌牛めうしを、あなたのもとに引ひいてこさせ、 3これを祭司さいしエレアザルにわたして、宿営しゅくえいの外そとにひき出ださせ、彼かれの前まえでこれをほふらせなければならない。 4そして祭司さいしエレアザルは、指ゆびをもってその血ちを取とり、会見かいけんの幕屋まくやの表ひょうに向むかって、その血ちを七たびふりかけなければならない。 5ついでその雌牛めうしを自分じぶんの目めの前まえで焼やかせ、その皮かわと肉にくと血ちとは、その汚物おぶつと共ともに焼やかなければならない。 6そして祭司さいしは香柏こうはくの木きと、ヒソプと、緋ひの糸いととを取とって雌牛めうしの燃もえているなかに投なげ入いれなければならない。 7そして祭司さいしは衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすいで後のち、宿営しゅくえいに、はいることができる。ただし祭司さいしは夕ゆうまで汚けがれる。 8またその雌牛めうしを焼やいた者ものも水みずで衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。彼かれも夕ゆうまで汚けがれる。 9それから身みの清きよい者ものがひとり、その雌牛めうしの灰はいを集あつめ、宿営しゅくえいの外そとの清きよい所ところにたくわえておかなければならない。これはイスラエルの人々ひとびとの会衆かいしゅうのため、汚けがれを清きよめる水みずをつくるために備そなえるものであって、罪つみを清きよめるものである。 10その雌牛めうしの灰はいを集あつめた者ものは衣服いふくを洗あらわなければならない。その人ひとは夕ゆうまで汚けがれる。これはイスラエルの人々ひとびとと、そのうちに宿やどっている他国たこく人じんとの、永久えいきゅうに守まもるべき定さだめとしなければならない。
    


    
      11すべて人ひとの死体したいに触ふれる者ものは、七日なぬかのあいだ汚けがれる。 12その人ひとは三日か目めと七日なぬか目めとに、この灰はいの水みずをもって身みを清きよめなければならない。そうすれば清きよくなるであろう。しかし、もし三日か目めと七日なぬか目めとに、身みを清きよめないならば、清きよくならないであろう。 13すべて死人しにんの死体したいに触ふれて、身みを清きよめない者ものは主しゅの幕屋まくやを汚けがす者もので、その人ひとはイスラエルから断たたれなければならない。汚けがれを清きよめる水みずがその身みに注そそぎかけられないゆえ、その人ひとは清きよくならず、その汚けがれは、なお、その身みにあるからである。
    


    
      14人ひとが天幕てんまくの中なかで死しんだ時ときに用もちいる律法りっぽうは次つぎのとおりである。すなわち、すべてその天幕てんまくにはいった者もの、およびすべてその天幕てんまくにいた者ものは七日なぬかのあいだ汚けがれる。 15ふたで上うえをおおわない器うつわはみな汚けがれる。 16つるぎで殺ころされた者もの、または死しんだ者もの、または人ひとの骨ほね、または墓はかなどに、野外やがいで触ふれる者ものは皆みな、七日なぬかのあいだ汚けがれる。 17汚けがれた者ものがあった時ときには、罪つみを清きよめる焼やいた雌牛めうしの灰はいを取とって器うつわに入いれ、流ながれの水みずをこれに加くわえ、 18身みの清きよい者ものがひとりヒソプを取とって、その水みずに浸ひたし、これをその天幕てんまくと、すべての器うつわと、そこにいた人々ひとびとと、骨ほね、あるいは殺ころされた者もの、あるいは死しんだ者もの、あるいは墓はかなどに触ふれた者ものとにふりかけなければならない。 19すなわちその身みの清きよい人ひとは三日か目めと七日なぬか目めとにその汚けがれたものに、それをふりかけなければならない。そして七日なぬか目めにその人ひとは身みを清きよめ、衣服いふくを洗あらい、水みずに身みをすすがなければならない。そうすれば夕ゆうになって清きよくなるであろう。
    


    
      20しかし、汚けがれて身みを清きよめない人ひとは主しゅの聖所せいじょを汚けがす者もので、その人ひとは会衆かいしゅうのうちから断たたれなければならない。汚けがれを清きよめる水みずがその身みに注そそぎかけられないゆえ、その人ひとは汚けがれているからである。 21これは彼かれらの永久えいきゅうに守まもるべき定さだめとしなければならない。すなわち汚けがれを清きよめる水みずをふりかけた者ものは衣服いふくを洗あらわなければならない。また汚けがれを清きよめる水みずに触ふれた者ものも夕ゆうまで汚けがれるであろう。 22すべて汚けがれた人ひとの触ふれる物ものは汚けがれる。またそれに触ふれる人ひとも夕ゆうまで汚けがれるであろう』」。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうは正月しょうがつになってチンの荒野あらのにはいった。そして民たみはカデシにとどまったが、ミリアムがそこで死しんだので、彼女かのじょをそこに葬ほうむった。
    


    
      2そのころ会衆かいしゅうは水みずが得えられなかったため、相あい集あつまってモーセとアロンに迫せまった。 3すなわち民たみはモーセと争あらそって言いった、「さきにわれわれの兄弟きょうだいたちが主しゅの前まえに死しんだ時とき、われわれも死しんでいたらよかったものを。 4なぜ、あなたがたは主しゅの会衆かいしゅうをこの荒野あらのに導みちびいて、われわれと、われわれの家畜かちくとを、ここで死しなせようとするのですか。 5どうしてあなたがたはわれわれをエジプトから上のぼらせて、この悪わるい所ところに導みちびき入いれたのですか。ここには種たねをまく所ところもなく、いちじくもなく、ぶどうもなく、ざくろもなく、また飲のむ水みずもありません」。 6そこでモーセとアロンは会衆かいしゅうの前まえを去さり、会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちへ行いってひれ伏ふした。すると主しゅの栄光えいこうが彼かれらに現あらわれ、 7主しゅはモーセに言いわれた、 8「あなたは、つえをとり、あなたの兄弟きょうだいアロンと共ともに会衆かいしゅうを集あつめ、その目めの前まえで岩いわに命めいじて水みずを出ださせなさい。こうしてあなたは彼かれらのために岩いわから水みずを出だして、会衆かいしゅうとその家畜かちくに飲のませなさい」。 9モーセは命めいじられたように主しゅの前まえにあるつえを取とった。 10モーセはアロンと共ともに会衆かいしゅうを岩いわの前まえに集あつめて彼かれらに言いった、「そむく人ひとたちよ、聞ききなさい。われわれがあなたがたのためにこの岩いわから水みずを出ださなければならないのであろうか」。 11モーセは手てをあげ、つえで岩いわを二度ど打うつと、水みずがたくさんわき出でたので、会衆かいしゅうとその家畜かちくはともに飲のんだ。 12そのとき主しゅはモーセとアロンに言いわれた、「あなたがたはわたしを信しんじないで、イスラエルの人々ひとびとの前まえにわたしの聖せいなることを現あらわさなかったから、この会衆かいしゅうをわたしが彼かれらに与あたえた地ちに導みちびき入いれることができないであろう」。 13これがメリバの水みずであって、イスラエルの人々ひとびとはここで主しゅと争あらそったが、主しゅは自分じぶんの聖せいなることを彼かれらのうちに現あらわされた。
    


    
      14さて、モーセはカデシからエドムの王おうに使者ししゃをつかわして言いった、「あなたの兄弟きょうだい、イスラエルはこう申もうします、『あなたはわたしたちが遭遇そうぐうしたすべての患難かんなんをご存ぞんじです。 15わたしたちの先祖せんぞはエジプトに下くだって行いって、わたしたちは年とし久ひさしくエジプトに住すんでいましたが、エジプトびとがわたしたちと、わたしたちの先祖せんぞを悩なやましたので、 16わたしたちが主しゅに呼よばわったとき、主しゅはわたしたちの声こえを聞きき、ひとりの天てんの使つかいをつかわして、わたしたちをエジプトから導みちびき出だされました。わたしたちは今いまあなたの領地りょうちの端はしにあるカデシの町まちにおります。 17どうぞ、わたしたちにあなたの国くにを通とおらせてください。わたしたちは畑はたけもぶどう畑はたけも通とおりません。また井戸いどの水みずも飲のみません。ただ王おうの大路おおじを通とおり、あなたの領地りょうちを過すぎるまでは右みぎにも左ひだりにも曲まがりません』」。 18しかし、エドムはモーセに言いった、「あなたはわたしの領地りょうちをとおってはなりません。さもないと、わたしはつるぎをもって出でて、あなたに立たちむかうでしょう」。 19イスラエルの人々ひとびとはエドムに言いった、「わたしたちは大路おおじを通とおります。もしわたしたちとわたしたちの家畜かちくとが、あなたの水みずを飲のむことがあれば、その価あたいを払はらいます。わたしは徒歩とほで通とおるだけですから何事なにごともないでしょう」。 20しかし、エドムは「あなたは通とおることはなりません」と言いって、多おおくの民たみと強つよい軍勢ぐんぜいとを率ひきい、出でて、これに立たちむかってきた。 21このようにエドムはイスラエルに、その領地りょうちを通とおることを拒こばんだので、イスラエルはエドムからほかに向むかった。
    


    
      22こうしてイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうはカデシから進すすんでホル山やまに着ついた。 23主しゅはエドムの国境こっきょうに近ちかいホル山やまで、モーセとアロンに言いわれた、 24「アロンはその民たみに連つらならなければならない。彼かれはわたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえた地ちに、はいることができない。これはメリバの水みずで、あなたがたがわたしの言葉ことばにそむいたからである。 25あなたはアロンとその子こエレアザルを連つれてホル山やまに登のぼり、 26アロンに衣服いふくを脱ぬがせて、それをその子こエレアザルに着きせなさい。アロンはそのところで死しんで、その民たみに連つらなるであろう」。 27モーセは主しゅが命めいじられたとおりにし、連つれだって全ぜん会衆かいしゅうの目めの前まえでホル山やまに登のぼった。 28そしてモーセはアロンに衣服いふくを脱ぬがせ、それをその子こエレアザルに着きせた。アロンはその山やまの頂いただきで死しんだ。そしてモーセとエレアザルは山やまから下くだったが、 29全ぜん会衆かいしゅうがアロンの死しんだのを見みたとき、イスラエルの全家ぜんかは三十日にちの間あいだアロンのために泣ないた。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1時ときにネゲブに住すんでいたカナンびとアラデの王おうは、イスラエルがアタリムの道みちをとおって来くると聞きいて、イスラエルを攻撃こうげきし、そのうちの数人すうにんを捕虜ほりょにした。 2そこでイスラエルは主しゅに誓ちかいを立たてて言いった、「もし、あなたがこの民たみをわたしの手てにわたしてくださるならば、わたしはその町々まちまちをことごとく滅ほろぼしましょう」。 3主しゅはイスラエルの言葉ことばを聞ききいれ、カナンびとをわたされたので、イスラエルはそのカナンびとと、その町々まちまちとをことごとく滅ほろぼした。それでその所ところの名なはホルマと呼よばれた。
    


    
      4民たみはホル山やまから進すすみ、紅海こうかいの道みちをとおって、エドムの地ちを回まわろうとしたが、民たみはその道みちに堪たえがたくなった。 5民たみは神かみとモーセとにむかい、つぶやいて言いった、「あなたがたはなぜわたしたちをエジプトから導みちびき上のぼって、荒野あらので死しなせようとするのですか。ここには食物しょくもつもなく、水みずもありません。わたしたちはこの粗悪そあくな食物しょくもつはいやになりました」。 6そこで主しゅは、火ひのへびを民たみのうちに送おくられた。へびは民たみをかんだので、イスラエルの民たみのうち、多おおくのものが死しんだ。 7民たみはモーセのもとに行いって言いった、「わたしたちは主しゅにむかい、またあなたにむかい、つぶやいて罪つみを犯おかしました。どうぞへびをわたしたちから取とり去さられるように主しゅに祈いのってください」。モーセは民たみのために祈いのった。 8そこで主しゅはモーセに言いわれた、「火ひのへびを造つくって、それをさおの上うえに掛かけなさい。すべてのかまれた者ものが仰あおいで、それを見みるならば生いきるであろう」。 9モーセは青銅せいどうで一つのへびを造つくり、それをさおの上うえに掛かけて置おいた。すべてへびにかまれた者ものはその青銅せいどうのへびを仰あおいで見みて生いきた。 10イスラエルの人々ひとびとは道みちを進すすんでオボテに宿営しゅくえいした。 11またオボテから進すすんで東ひがしの方ほう、モアブの前まえにある荒野あらのにおいて、イエアバリムに宿営しゅくえいした。 12またそこから進すすんでゼレデの谷たにに宿営しゅくえいし、 13さらにそこから進すすんでアルノン川かわのかなたに宿営しゅくえいした。アルノン川かわはアモリびとの境さかいから延のび広ひろがる荒野あらのを流ながれるもので、モアブとアモリびととの間あいだにあって、モアブの境さかいをなしていた。 14それゆえに、「主しゅの戦たたかいの書しょ」にこう言いわれている。

      
        「スパのワヘブ、

        アルノンの谷々たにだに、

        15谷々たにだにの斜面しゃめん、

        アルの町まちまで傾かたむき、

        モアブの境さかいに寄よりかかる」。

      

    


    
      16彼かれらはそこからベエルへ進すすんで行いった。これは主しゅがモーセにむかって、「民たみを集あつめよ。わたしはかれらに水みずを与あたえるであろう」と言いわれた井戸いどである。 17その時ときイスラエルはこの歌うたをうたった。

      
        「井戸いどの水みずよ、わきあがれ、

        人々ひとびとよ、この井戸いどのために歌うたえ、

        18笏しゃくとつえとをもって

        つかさたちがこの井戸いどを掘ほり、

        民たみのおさたちがこれを掘ほった」。

      
そして彼かれらは荒野あらのからマッタナに進すすみ、 19マッタナからナハリエルに、ナハリエルからバモテに、 20バモテからモアブの野のにある谷たにに行いき、荒野あらのを見みおろすピスガの頂いただきに着ついた。
    


    
      21ここでイスラエルはアモリびとの王おうシホンに使者ししゃをつかわして言いわせた、 22「わたしにあなたの国くにを通とおらせてください。わたしたちは畑はたけにもぶどう畑はたけにも、はいりません。また井戸いどの水みずも飲のみません。わたしたちはあなたの領地りょうちを通とおり過すぎるまで、ただ王おうの大路おおじを通とおります」。 23しかし、シホンはイスラエルに自分じぶんの領地りょうちを通とおることを許ゆるさなかった。そしてシホンは民たみをことごとく集あつめ、荒野あらのに出でて、イスラエルを攻せめようとし、ヤハズにきてイスラエルと戦たたかった。 24イスラエルは、やいばで彼かれを撃うちやぶり、アルノンからヤボクまで彼かれの地ちを占領せんりょうし、アンモンびとの境さかいに及およんだ。ヤゼルはアンモンびとの境さかいだからである。 25こうしてイスラエルはこれらの町々まちまちをことごとく取とった。そしてイスラエルはアモリびとのすべての町々まちまちに住すみ、ヘシボンとそれに附属ふぞくするすべての村々むらむらにいた。 26ヘシボンはアモリびとの王おうシホンの都みやこであって、シホンはモアブの以前いぜんの王おうと戦たたかって、彼かれの地ちをアルノンまで、ことごとくその手てから奪うばい取とったのである。 27それゆえに歌うたにうたわれている。

      
        「人々ひとびとよ、ヘシボンにきたれ、

        シホンの町まちを築きずき建たてよ。

        28ヘシボンから火ひが燃もえ出だし、

        シホンの都みやこから炎ほのおが出でて、

        モアブのアルを焼やき尽つくし、

        アルノンの高地こうちの君きみたちを滅ほろぼしたからだ。

        29モアブよ、お前まえはわざわいなるかな、

        ケモシの民たみよ、お前まえは滅ほろぼされるであろう。

        彼かれは、むすこらを逃にげ去さらせ、

        娘むすめらをアモリびとの王おうシホンの捕虜ほりょとならせた。

        30彼かれらの子こらは滅ほろび去さった、

        ヘシボンからデボンまで。

        われわれは荒あらした、火ひはついてメデバに及およんだ」。

      

    


    
      31こうしてイスラエルはアモリびとの地ちに住すんだが、 32モーセはまた人ひとをつかわしてヤゼルを探さぐらせ、ついにその村々むらむらを取とって、そこにいたアモリびとを追おい出だし、 33転てんじてバシャンの道みちに上のぼって行いったが、バシャンの王おうオグは、その民たみをことごとく率ひきい、エデレイで戦たたかおうとして出迎でむかえた。 34主しゅはモーセに言いわれた、「彼かれを恐おそれてはならない。わたしは彼かれとその民たみとその地ちとを、ことごとくあなたの手てにわたす。あなたはヘシボンに住すんでいたアモリびとの王おうシホンにしたように彼かれにもするであろう」。 35そこで彼かれとその子ことすべての民たみとを、ひとり残のこらず撃うち殺ころして、その地ちを占領せんりょうした。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1さて、イスラエルの人々ひとびとはまた道みちを進すすんで、エリコに近ちかいヨルダンのかなたのモアブの平野へいやに宿営しゅくえいした。 2チッポルの子こバラクはイスラエルがアモリびとにしたすべての事ことを見みたので、 3モアブは大おおいにイスラエルの民たみを恐おそれた。その数かずが多おおかったためである。モアブはイスラエルの人々ひとびとをひじょうに恐おそれたので、 4ミデアンの長老ちょうろうたちに言いった、「この群衆ぐんしゅうは牛うしが野のの草くさをなめつくすように、われわれの周囲しゅういの物ものをみな、なめつくそうとしている」。チッポルの子こバラクはこの時ときモアブの王おうであった。 5彼かれはアンモンびとの国くにのユフラテ川かわのほとりにあるペトルに使者ししゃをつかわし、ベオルの子こバラムを招まねこうとして言いわせた、「エジプトから出でてきた民たみがあり、地ちのおもてをおおってわたしの前まえにいます。 6どうぞ今いまきてわたしのためにこの民たみをのろってください。彼かれらはわたしよりも強つよいのです。そうしてくだされば、われわれは彼かれらを撃うって、この国くにから追おい払はらうことができるかもしれません。あなたが祝福しゅくふくする者ものは祝福しゅくふくされ、あなたがのろう者ものはのろわれることをわたしは知しっています」。
    


    
      7モアブの長老ちょうろうたちとミデアンの長老ちょうろうたちは占うらないの礼物れいもつを手てにして出発しゅっぱつし、バラムのもとへ行いって、バラクの言葉ことばを告つげた。 8バラムは彼かれらに言いった、「今夜こんやここに泊とまりなさい。主しゅがわたしに告つげられるとおりに、あなたがたに返答へんとうしましょう」。それでモアブのつかさたちはバラムのもとにとどまった。 9ときに神かみはバラムに臨のぞんで言いわれた、「あなたのところにいるこの人々ひとびとはだれですか」。 10バラムは神かみに言いった、「モアブの王おうチッポルの子こバラクが、わたしに人ひとをよこして言いいました。 11『エジプトから出でてきた民たみがあり、地ちのおもてをおおっています。どうぞ今いまきてわたしのために彼かれらをのろってください。そうすればわたしは戦たたかって、彼かれらを追おい払はらうことができるかもしれません』」。 12神かみはバラムに言いわれた、「あなたは彼かれらと一緒いっしょに行いってはならない。またその民たみをのろってはならない。彼かれらは祝福しゅくふくされた者ものだからである」。 13明あくる朝あさ起おきて、バラムはバラクのつかさたちに言いった、「あなたがたは国くににお帰かえりなさい。主しゅはわたしがあなたがたと一緒いっしょに行いくことを、お許ゆるしになりません」。 14モアブのつかさたちは立たってバラクのもとに行いって言いった、「バラムはわたしたちと一緒いっしょに来くることを承知しょうちしません」。
    


    
      15バラクはまた前まえの者ものよりも身分みぶんの高たかいつかさたちを前まえよりも多おおくつかわした。 16彼かれらはバラムのところへ行いって言いった、「チッポルの子こバラクはこう申もうします、『どんな妨さまたげをも顧かえりみず、どうぞわたしのところへおいでください。 17わたしはあなたを大おおいに優遇ゆうぐうします。そしてあなたがわたしに言いわれる事ことはなんでもいたします。どうぞきてわたしのためにこの民たみをのろってください』」。 18しかし、バラムはバラクの家来けらいたちに答こたえた、「たといバラクがその家いえに満みちるほどの金銀きんぎんをわたしに与あたえようとも、事ことの大小だいしょうを問とわず、わたしの神かみ、主しゅの言葉ことばを越こえては何なにもすることができません。 19それで、どうぞ、あなたがたも今夜こんやここにとどまって、主しゅがこの上うえ、わたしになんと仰おおせられるかを確たしかめさせてください」。 20夜よるになり、神かみはバラムに臨のぞんで言いわれた、「この人々ひとびとはあなたを招まねきにきたのだから、立たってこの人々ひとびとと一緒いっしょに行いきなさい。ただしわたしが告つげることだけを行おこなわなければならない」。
    


    
      21明あくる朝あさ起おきてバラムは、ろばにくらをおき、モアブのつかさたちと一緒いっしょに行いった。 22しかるに神かみは彼かれが行いったために怒いかりを発はっせられ、主しゅの使つかいは彼かれを妨さまたげようとして、道みちに立たちふさがっていた。バラムは、ろばに乗のり、そのしもべふたりも彼かれと共ともにいたが、 23ろばは主しゅの使つかいが、手てに抜ぬき身みのつるぎをもって、道みちに立たちふさがっているのを見み、道みちをそれて畑はたけにはいったので、バラムは、ろばを打うって道みちに返かえそうとした。 24しかるに主しゅの使つかいはまたぶどう畑はたけの間あいだの狭せまい道みちに立たちふさがっていた。道みちの両側りょうがわには石いしがきがあった。 25ろばは主しゅの使つかいを見みて、石いしがきにすり寄より、バラムの足あしを石いしがきに押おしつけたので、バラムは、また、ろばを打うった。 26主しゅの使つかいはまた先さきに進すすんで、狭せまい所ところに立たちふさがっていた。そこは右みぎにも左ひだりにも、曲まがる道みちがなかったので、 27ろばは主しゅの使つかいを見みてバラムの下したに伏ふした。そこでバラムは怒いかりを発はっし、つえでろばを打うった。 28すると、主しゅが、ろばの口くちを開ひらかれたので、ろばはバラムにむかって言いった、「わたしがあなたに何なにをしたというのですか。あなたは三度どもわたしを打うったのです」。 29バラムは、ろばに言いった、「お前まえがわたしを侮あなどったからだ。わたしの手てにつるぎがあれば、いま、お前まえを殺ころしてしまうのだが」。 30ろばはまたバラムに言いった、「わたしはあなたが、きょうまで長ながいあいだ乗のられたろばではありませんか。わたしはいつでも、あなたにこのようにしたでしょうか」。バラムは言いった、「いや、しなかった」。
    


    
      31このとき主しゅがバラムの目めを開ひらかれたので、彼かれは主しゅの使つかいが手てに抜ぬき身みのつるぎをもって、道みちに立たちふさがっているのを見みて、頭とうを垂たれてひれ伏ふした。 32主しゅの使つかいは彼かれに言いった、「なぜあなたは三度どもろばを打うったのか。あなたが誤あやまって道みちを行いくので、わたしはあなたを妨さまたげようとして出でてきたのだ。 33ろばはわたしを見みて三度ども身みを巡めぐらしてわたしを避さけた。もし、ろばが身みを巡めぐらしてわたしを避さけなかったなら、わたしはきっと今いまあなたを殺ころして、ろばを生いかしておいたであろう」。 34バラムは主しゅの使つかいに言いった、「わたしは罪つみを犯おかしました。あなたがわたしをとどめようとして、道みちに立たちふさがっておられるのを、わたしは知しりませんでした。それで今いま、もし、お気おきに召めさないのであれば、わたしは帰かえりましょう」。 35主しゅの使つかいはバラムに言いった、「この人々ひとびとと一緒いっしょに行いきなさい。ただし、わたしが告つげることのみを述のべなければならない」。こうしてバラムはバラクのつかさたちと一緒いっしょに行いった。
    


    
      36さて、バラクはバラムがきたと聞きいて、国境こっきょうのアルノン川かわのほとり、国境こっきょうの一端いったんにあるモアブの町まちまで出でて行いって迎むかえた。 37そしてバラクはバラムに言いった、「わたしは人ひとをつかわしてあなたを招まねいたではありませんか。あなたはなぜわたしのところへきませんでしたか。わたしは実際じっさいあなたを優遇ゆうぐうすることができないでしょうか」。 38バラムはバラクに言いった、「ごらんなさい。わたしはあなたのところにきています。しかし、今いま、何事なにごとかをみずから言いうことができましょうか。わたしはただ神かみがわたしの口くちに授さづけられることを述のべなければなりません」。 39こうしてバラムはバラクと一緒いっしょに行いき、キリアテ・ホゾテにきたとき、 40バラクは牛うしと羊ひつじとをほふって、バラムおよび彼かれと共ともにいたバラムを連つれてきたつかさたちに贈おくった。
    


    
      41明あくる朝あさバラクはバラムを伴ともなってバモテバアルにのぼり、そこからイスラエルの民たみの宿営しゅくえいの一端いったんをながめさせた。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1バラムはバラクに言いった、「わたしのために、ここに七つの祭壇さいだんを築きずき、七頭とうの雄牛おうしと七頭とうの雄羊おひつじとを整ととのえなさい」。 2バラクはバラムの言いったとおりにした。そしてバラクとバラムとは、その祭壇さいだんごとに雄牛おうし一頭とうと雄羊おひつじ一頭とうとをささげた。 3バラムはバラクに言いった、「あなたは燔祭はんさいのかたわらに立たっていてください。その間あいだにわたしは行いってきます。主しゅはたぶんわたしに会あってくださるでしょう。そして、主しゅがわたしに示しめされる事ことはなんでもあなたに告つげましょう」。こうして彼かれは一つのはげ山やまに登のぼった。 4神かみがバラムに会あわれたので、バラムは神かみに言いった、「わたしは七つの祭壇さいだんを設もうけ、祭壇さいだんごとに雄牛おうし一頭とうと雄羊おひつじ一頭とうとをささげました」。 5主しゅはバラムの口くちに言葉ことばを授さづけて言いわれた、「バラクのもとに帰かえってこう言いいなさい」。 6彼かれがバラクのもとに帰かえってみると、バラクはモアブのすべてのつかさたちと共ともに燔祭はんさいのかたわらに立たっていた。 7バラムはこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「バラクはわたしをアラムから招まねき寄よせ、

        モアブの王おうはわたしを東ひがしの山やまから招まねき寄よせて言いう、

        『きてわたしのためにヤコブをのろえ、

        きてイスラエルをのろえ』と。

        8神かみののろわない者ものを、わたしがどうしてのろえよう。

        主しゅののろわない者ものを、わたしがどうしてのろえよう。

        9岩いわの頂いただきからながめ、

        丘おかの上うえから見みたが、

        これはひとり離はなれて住すむ民たみ、

        もろもろの国民こくみんのうちに並ならぶものはない。

        10だれがヤコブの群衆ぐんしゅうを数かぞえ、

        イスラエルの無数むすうの民たみを数かぞえ得えよう。

        わたしは義人ぎじんのように死しに、

        わたしの終おわりは彼かれらの終おわりのようでありたい」。

      

    


    
      11そこでバラクはバラムに言いった、「あなたはわたしに何なにをするのですか。わたしは敵てきをのろうために、あなたを招まねいたのに、あなたはかえって敵てきを祝福しゅくふくするばかりです」。 12バラムは答こたえた、「わたしは、主しゅがわたしの口くちに授さづけられる事ことだけを語かたるように注意ちゅういすべきではないでしょうか」。
    


    
      13バラクは彼かれに言いった、「わたしと一緒いっしょにほかのところへ行いって、そこから彼かれらをごらんください。あなたはただ彼かれらの一端いったんを見みるだけで、全体ぜんたいを見みることはできないでしょうが、そこからわたしのために彼かれらをのろってください」。 14そして彼かれはバラムを連つれてゾピムの野のに行いき、ピスガの頂いただきに登のぼって、そこに七つの祭壇さいだんを築きずき、祭壇さいだんごとに雄牛おうし一頭とうと雄羊おひつじ一頭とうとをささげた。 15ときにはバラムはバラクに言いった、「あなたはここで、燔祭はんさいのかたわらに立たっていてください。わたしは向むこうへ行いって、主しゅに伺うかがいますから」。 16主しゅはバラムに臨のぞみ、言葉ことばを口くちに授さづけて言いわれた、「バラクのもとに帰かえってこう言いいなさい」。 17彼かれがバラクのところへ行いって見みると、バラクは燔祭はんさいのかたわらに立たち、モアブのつかさたちも共ともにいた。バラクはバラムに言いった、「主しゅはなんと言いわれましたか」。 18そこでバラムはまたこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「バラクよ、立たって聞きけ、

        チッポルの子こよ、わたしに耳みみを傾かたむけよ。

        19神かみは人ひとのように偽いつわることはなく、

        また人ひとの子このように悔くいることもない。

        言いったことで、行おこなわないことがあろうか、

        語かたったことで、しとげないことがあろうか。

        20祝福しゅくふくせよとの命めいをわたしはうけた、

        すでに神かみが祝福しゅくふくされたものを、

        わたしは変かえることができない。

        21だれもヤコブのうちに災わざわいのあるのを見みない、

        またイスラエルのうちに悩なやみのあるのを見みない。

        彼かれらの神かみ、主しゅが共ともにいまし、

        王おうをたたえる声こえがその中なかに聞きこえる。

        22神かみは彼かれらをエジプトから導みちびき出だされた、

        彼かれらは野牛やぎゅうの角つののようだ。

        23ヤコブには魔術まじゅつがなく、

        イスラエルには占うらないがない。

        神かみがそのなすところを時ときに応おうじてヤコブに告つげ、

        イスラエルに示しめされるからだ。

        24見みよ、この民たみは雌めじしのように立たち上あがり、

        雄おじしのように身みを起おこす。

        これはその獲物えものを食くらい、

        その殺ころした者ものの血ちを飲のむまでは身みを横よこたえない」。

      

    


    
      25バラクはバラムに言いった、「あなたは彼かれらをのろうことも祝福しゅくふくすることも、やめてください」。 26バラムは答こたえてバラクに言いった、「主しゅの言いわれることは、なんでもしなければならないと、わたしはあなたに告つげませんでしたか」。 27バラクはバラムに言いった、「どうぞ、おいでください。わたしはあなたをほかの所ところへお連つれしましょう。神かみはあなたがそこからわたしのために彼かれらをのろうことを許ゆるされるかもしれません」。 28そしてバラクはバラムを連つれて、荒野あらのを見みおろすペオルの頂いただきに行いった。 29バラムはバラクに言いった、「わたしのためにここに七つの祭壇さいだんを築きずき、雄牛おうし七頭とうと、雄羊おひつじ七頭とうとを整ととのえなさい」。 30バラクはバラムの言いったとおりにし、その祭壇さいだんごとに雄牛おうし一頭とうと雄羊おひつじ一頭とうとをささげた。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1バラムはイスラエルを祝福しゅくふくすることが主しゅの心こころにかなうのを見みたので、今度こんどはいつものように行いって魔術まじゅつを求もとめることをせず、顔かおを荒野あらのにむけ、 2目めを上あげて、イスラエルがそれぞれ部族ぶぞくにしたがって宿営しゅくえいしているのを見みた。その時とき、神かみの霊れいが臨のぞんだので、 3彼かれはこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「ベオルの子こバラムの言葉ことば、

        目めを閉とじた人ひとの言葉ことば、

        4神かみの言葉ことばを聞きく者もの、

        全能者ぜんのうしゃの幻まぼろしを見みる者もの、

        倒たおれ伏ふして、目めの開ひらかれた者ものの言葉ことば。

        5ヤコブよ、あなたの天幕てんまくは麗うるわしい、

        イスラエルよ、あなたのすまいは、麗うるわしい。

        6それは遠とおくひろがる谷々たにだにのよう、

        川かわべの園そののよう、

        主しゅが植うえられた沈香ぢんこう樹じゅのよう、

        流ながれのほとりの香柏こうはくのようだ。

        7水みずは彼かれらのかめからあふれ、

        彼かれらの種たねは水みずの潤うるおいに育そだつであろう。

        彼かれらの王おうはアガグよりも高たかくなり、

        彼かれらの国くにはあがめられるであろう。

        8神かみは彼かれらをエジプトから導みちびき出だされた、

        彼かれらは野牛やぎゅうの角つののようだ。

        彼かれらは敵てきなる国々くにぐにの民たみを滅ほろぼし、

        その骨ほねを砕くだき、

        矢やをもって突つき通とおすであろう。

        9彼かれらは雄おじしのように身みをかがめ、

        雌めじしのように伏ふしている。

        だれが彼かれらを起おこしえよう。

        あなたを祝福しゅくふくする者ものは祝福しゅくふくされ、

        あなたをのろう者ものはのろわれるであろう」。

      

    


    
      10そこでバラクはバラムにむかって怒いかりを発はっし、手てを打うち鳴ならした。そしてバラクはバラムに言いった、「敵てきをのろうために招まねいたのに、あなたはかえって三度どまでも彼かれらを祝福しゅくふくした。 11それで今いまあなたは急いそいで自分じぶんのところへ帰かえってください。わたしはあなたを大おおいに優遇ゆうぐうしようと思おもった。しかし、主しゅはその優遇ゆうぐうをあなたに得えさせないようにされました」。 12バラムはバラクに言いった、「わたしはあなたがつかわされた使者ししゃたちに言いったではありませんか、 13『たといバラクがその家いえに満みちるほどの金銀きんぎんをわたしに与あたえようとも、主しゅの言葉ことばを越こえて心こころのままに善ぜんも悪あくも行おこなうことはできません。わたしは主しゅの言いわれることを述のべるだけです』。 14わたしは今いまわたしの民たみのところへ帰かえって行いきます。それでわたしはこの民たみが後のちの日ひにあなたの民たみにどんなことをするかをお知おしらせしましょう」。 15そしてこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「ベオルの子こバラムの言葉ことば、

        目めを閉とじた人ひとの言葉ことば。

        16神かみの言葉ことばを聞きく者もの、

        いと高たかき者ものの知識ちしきをもつ者もの、

        全能者ぜんのうしゃの幻まぼろしを見み、

        倒たおれ伏ふして、目めの開ひらかれた者ものの言葉ことば。

        17わたしは彼かれを見みる、しかし今いまではない。

        わたしは彼かれを望のぞみ見みる、しかし近ちかくではない。

        ヤコブから一つの星ほしが出で、

        イスラエルから一本ぽんのつえが起おこり、

        モアブのこめかみと、

        セツのすべての子こらの脳天のうてんを撃うつであろう。

        18敵てきのエドムは領地りょうちとなり、

        セイルもまた領地りょうちとなるであろう。

        そしてイスラエルは勝利しょうりを得えるであろう。

        19権けんを執とる者ものがヤコブから出で、

        生いき残のこった者ものを町まちから断たち滅ほろぼすであろう」。

      
20バラムはまたアマレクを望のぞみ見みて、この託宣たくせんを述のべた。

      
        「アマレクは諸しょ国民こくみんのうちの最初さいしょのもの、

        しかし、ついに滅ほろび去さるであろう」。

      
21またケニびとを望のぞみ見みてこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「お前まえのすみかは堅固けんごだ、

        岩いわに、お前まえは巣すをつくっている。

        22しかし、カインは滅ほろぼされるであろう。

        アシュルはいつまでお前まえを捕虜ほりょとするであろうか」。

      
23彼かれはまたこの託宣たくせんを述のべた。

      
        「ああ、神かみが定さだめられた以上いじょう、

        だれが生いき延のびることができよう。

        24キッテムの海岸かいがんから舟ふねがきて、

        アシュルを攻せめなやまし、

        エベルを攻せめなやますであろう。

        そして彼かれもまたついに滅ほろび去さるであろう」。

      
25こうしてバラムは立たち上あがって、自分じぶんのところへ帰かえっていった。バラクもまた立たち去さった。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1イスラエルはシッテムにとどまっていたが、民たみはモアブの娘むすめたちと、みだらな事ことをし始はじめた。 2その娘むすめたちが神々かみがみに犠牲ぎせいをささげる時ときに民たみを招まねくと、民たみは一緒いっしょにそれを食たべ、娘むすめたちの神々かみがみを拝おがんだ。 3イスラエルはこうしてペオルのバアルにつきしたがったので、主しゅはイスラエルにむかって怒いかりを発はっせられた。 4そして主しゅはモーセに言いわれた、「民たみの首領しゅりょうをことごとく捕とらえ、日ひのあるうちにその人々ひとびとを主しゅの前まえで処刑しょけいしなさい。そうすれば主しゅの怒いかりはイスラエルを離はなれるであろう」。 5モーセはイスラエルのさばきびとたちにむかって言いった、「あなたがたはおのおの、配下はいかの者ものどもでペオルのバアルにつきしたがったものを殺ころしなさい」。
    


    
      6モーセとイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうとが会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで泣ないていた時とき、彼かれらの目めの前まえで、ひとりのイスラエルびとが、その兄弟きょうだいたちの中なかに、ひとりのミデアンの女おんなを連つれてきた。 7祭司さいしアロンの子こなるエレアザルの子こピネハスはこれを見みて、会衆かいしゅうのうちから立たち上あがり、やりを手てに執とり、 8そのイスラエルの人ひとの後あとを追おって、奥おくの間まに入いり、そのイスラエルの人ひとを突つき、またその女おんなの腹はらを突つき通とおして、ふたりを殺ころした。こうして疫病えきびょうがイスラエルの人々ひとびとに及およぶのがやんだ。 9しかし、その疫病えきびょうで死しんだ者ものは二万四千人にんであった。
    


    
      10主しゅはモーセに言いわれた、 11「祭司さいしアロンの子こなるエレアザルの子こピネハスは自分じぶんのことのように、わたしの憤激ふんげきをイスラエルの人々ひとびとのうちに表あらわし、わたしの怒いかりをそのうちから取とり去さったので、わたしは憤激ふんげきして、イスラエルの人々ひとびとを滅ほろぼすことをしなかった。 12このゆえにあなたは言いいなさい、『わたしは平和へいわの契約けいやくを彼かれに授さづける。 13これは彼かれとその後のちの子孫しそんに永遠えいえんの祭司さいし職しょくの契約けいやくとなるであろう。彼かれはその神かみのために熱心ねっしんであって、イスラエルの人々ひとびとのために罪つみのあがないをしたからである』と」。
    


    
      14ミデアンの女おんなと共ともに殺ころされたイスラエルの人ひとの名なはジムリといい、サルの子こで、シメオンびとのうちの一族いちぞくのつかさであった。 15またその殺ころされたミデアンの女おんなの名なはコズビといい、ツルの娘むすめであった。ツルはミデアンの民たみの一族いちぞくのかしらであった。 16主しゅはまたモーセに言いわれた、 17「ミデアンびとを打うち悩なやましなさい。 18彼かれらはたくらみをもって、あなたがたを悩なやまし、ペオルの事ことと、彼かれらの姉妹しまい、ミデアンのつかさの娘むすめコズビ、すなわちペオルの事ことにより、疫病えきびょうの起おこった日ひに殺ころされた女おんなの事こととによって、あなたがたを惑まどわしたからである」。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1疫病えきびょうの後のち、主しゅはモーセと祭司さいしアロンの子こエレアザルとに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうの総数そうすうをその父祖ふその家いえにしたがって調しらべ、イスラエルにおいて、すべて戦争せんそうに出でることのできる二十歳さい以上いじょうの者ものを数かぞえなさい」。 3そこでモーセと祭司さいしエレアザルとは、エリコに近ちかいヨルダンのほとりにあるモアブの平野へいやで彼かれらに言いった、 4「主しゅがモーセに命めいじられたように、あなたがたのうちの二十歳さい以上いじょうの者ものを数かぞえなさい」。エジプトの地ちから出でてきたイスラエルの人々ひとびとは次つぎのとおりである。
    


    
      5ルベンはイスラエルの長子ちょうしである。ルベンの子孫しそんは、ヘノクからヘノクびとの氏族しぞくが出で、パルからパルびとの氏族しぞくが出で、 6ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族しぞくが出で、カルミからカルミびとの氏族しぞくが出でた。 7これらはルベンびとの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは四万三千七百三十人にんであった。 8またパルの子こはエリアブ。 9エリアブの子こはネムエル、ダタン、アビラムである。このダタンとアビラムとは会衆かいしゅうのうちから選えらび出だされた者もので、コラのともがらと共ともにモーセとアロンとに逆さからって主しゅと争あらそった時とき、 10地ちは口くちを開ひらいて彼かれらとコラとをのみ、その仲間なかまは死しんだ。その時とき二百五十人にんが火ひに焼やき滅ほろぼされて、戒いましめの鏡かがみとなった。 11ただし、コラの子こたちは死しななかった。
    


    
      12シメオンの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、ネムエルからネムエルびとの氏族しぞくが出で、ヤミンからヤミンびとの氏族しぞくが出で、ヤキンからヤキンびとの氏族しぞくが出で、 13ゼラからゼラびとの氏族しぞくが出で、シャウルからシャウルびとの氏族しぞくが出でた。 14これらはシメオンびとの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは二万二千二百人にんであった。
    


    
      15ガドの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、ゼポンからゼポンびとの氏族しぞくが出で、ハギからハギびとの氏族しぞくが出で、シュニからシュニびとの氏族しぞくが出で、 16オズニからオズニびとの氏族しぞくが出で、エリからエリびとの氏族しぞくが出で、 17アロドからアロドびとの氏族しぞくが出で、アレリからアレリびとの氏族しぞくが出でた。 18これらはガドの子孫しそんの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは四万五百人にんであった。
    


    
      19ユダの子こらはエルとオナンとであって、エルとオナンとはカナンの地ちで死しんだ。 20ユダの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、シラからシラびとの氏族しぞくが出で、ペレヅからペレヅびとの氏族しぞくが出で、ゼラからゼラびとの氏族しぞくが出でた。 21ペレヅの子孫しそんは、ヘヅロンからヘヅロンびとの氏族しぞくが出で、ハムルからハムルびとの氏族しぞくが出でた。 22これらはユダの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは七万六千五百人にんであった。
    


    


    
      23イッサカルの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、トラからトラびとの氏族しぞくが出で、プワからプワびとの氏族しぞくが出で、 24ヤシュブからヤシュブびとの氏族しぞくが出で、シムロンからシムロンびとの氏族しぞくが出でた。 25これらはイッサカルの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは六万四千三百人にんであった。 26ゼブルンの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、セレデからセレデびとの氏族しぞくが出で、エロンからエロンびとの氏族しぞくが出で、ヤリエルからヤリエルびとの氏族しぞくが出でた。 27これらはゼブルンびとの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは六万五百人にんであった。
    


    
      28ヨセフの子こらは、その氏族しぞくによれば、マナセとエフライムとであって、 29マナセの子孫しそんは、マキルからマキルびとの氏族しぞくが出でた。マキルからギレアデが生うまれ、ギレアデからギレアデびとの氏族しぞくが出でた。 30ギレアデの子孫しそんは次つぎのとおりである。イエゼルからイエゼルびとの氏族しぞくが出で、ヘレクからヘレクびとの氏族しぞくが出で、 31アスリエルからアスリエルびとの氏族しぞくが出で、シケムからシケムびとの氏族しぞくが出で、 32セミダからセミダびとの氏族しぞくが出で、ヘペルからヘペルびとの氏族しぞくが出でた。 33ヘペルの子こゼロペハデには男おとこの子こがなく、ただ女おんなの子このみで、ゼロペハデの女おんなの子この名なはマアラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 34これらはマナセの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは五万二千七百人にんであった。
    


    
      35エフライムの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、次つぎのとおりである。シュテラからはシュテラびとの氏族しぞくが出で、ベケルからベケルびとの氏族しぞくが出で、タハンからタハンびとの氏族しぞくが出でた。 36またシュテラの子孫しそんは次つぎのとおりである。すなわちエランからエランびとの氏族しぞくが出でた。 37これらはエフライムの子孫しそんの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは三万二千五百人にんであった。以上いじょうはヨセフの子孫しそんで、その氏族しぞくによるものである。
    


    
      38ベニヤミンの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、ベラからベラびとの氏族しぞくが出で、アシベルからアシベルびとの氏族しぞくが出で、アヒラムからアヒラムびとの氏族しぞくが出で、 39シュパムからシュパムびとの氏族しぞくが出で、ホパムからホパムびとの氏族しぞくが出でた。 40ベラの子こはアルデとナアマンとであって、アルデからアルデびとの氏族しぞくが出で、ナアマンからナアマンびとの氏族しぞくが出でた。 41これらはベニヤミンの子孫しそんであって、その氏族しぞくによれば数かぞえられた者ものは四万五千六百人にんであった。
    


    
      42ダンの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、次つぎのとおりである。シュハムからシュハムびとの氏族しぞくが出でた。これらはダンの氏族しぞくであって、その氏族しぞくによるものである。 43シュハムびとのすべての氏族しぞくのうち、数かぞえられた者ものは六万四千四百人にんであった。
    


    
      44アセルの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、エムナからエムナびとの氏族しぞくが出で、エスイからエスイびとの氏族しぞくが出で、ベリアからベリアびとの氏族しぞくが出でた。 45ベリアの子孫しそんのうちヘベルからヘベルびとの氏族しぞくが出で、マルキエルからマルキエルびとの氏族しぞくが出でた。 46アセルの娘むすめの名なはサラといった。 47これらはアセルの子孫しそんの氏族しぞくであって、数かぞえられた者ものは五万三千四百人にんであった。
    


    
      48ナフタリの子孫しそんは、その氏族しぞくによれば、ヤジエルからヤジエルびとの氏族しぞくが出で、グニからグニびとの氏族しぞくが出で、 49エゼルからエゼルびとの氏族しぞくが出で、シレムからシレムびとの氏族しぞくが出でた。 50これらはナフタリの氏族しぞくであって、その氏族しぞくにより、数かぞえられた者ものは四万五千四百人にんであった。
    


    
      51これらはイスラエルの子孫しそんの数かぞえられた者ものであって、六十万一千百三十人にんであった。
    


    
      52主しゅはモーセに言いわれた、 53「これらの人々ひとびとに、その名なの数かずにしたがって地ちを分わけ与あたえ、嗣し業ぎょうとさせなさい。 54大おおきい部族ぶぞくには多おおくの嗣し業ぎょうを与あたえ、小ちいさい部族ぶぞくには少すこしの嗣し業ぎょうを与あたえなさい。すなわち数かぞえられた数かずにしたがって、おのおのの部族ぶぞくにその嗣し業ぎょうを与あたえなければならない。 55ただし地ちは、くじをもって分わけ、その父祖ふその部族ぶぞくの名なにしたがって、それを継つがなければならない。 56すなわち、くじをもってその嗣し業ぎょうを大おおきいものと、小ちいさいものとに分わけなければならない」。
    


    
      57レビびとのその氏族しぞくにしたがって数かぞえられた者ものは次つぎのとおりである。ゲルションからゲルションびとの氏族しぞくが出で、コハテからコハテびとの氏族しぞくが出で、メラリからメラリびとの氏族しぞくが出でた。 58レビの氏族しぞくは次つぎのとおりである。すなわちリブニびとの氏族しぞく、ヘブロンびとの氏族しぞく、マヘリびとの氏族しぞく、ムシびとの氏族しぞく、コラびとの氏族しぞくであって、コハテからアムラムが生うまれた。 59アムラムの妻つまの名なはヨケベデといって、レビの娘むすめである。彼女かのじょはエジプトでレビに生うまれた者ものであるが、アムラムにとついで、アロンとモーセおよびその姉妹しまいミリアムを産うんだ。 60アロンにはナダブ、アビウ、エレアザルおよびイタマルが生うまれた。 61ナダブとアビウは異火ことびを主しゅの前まえにささげた時ときに死しんだ。 62その数かぞえられた一か月げつ以上いじょうのすべての男子だんしは二万三千人にんであった。彼かれらはイスラエルの人々ひとびとのうちに嗣し業ぎょうを与あたえられなかったため、イスラエルの人々ひとびとのうちに数かぞえられなかった者ものである。
    


    
      63これらはモーセと祭司さいしエレアザルが、エリコに近ちかいヨルダンのほとりにあるモアブの平野へいやで数かぞえたイスラエルの人々ひとびとの数かずである。 64ただしそのうちには、モーセと祭司さいしアロンがシナイの荒野あらのでイスラエルの人々ひとびとを数かぞえた時ときに数かぞえられた者ものはひとりもなかった。 65それは主しゅがかつて彼かれらについて「彼かれらは必かならず荒野あらので死しぬであろう」と言いわれたからである。それで彼かれらのうちエフンネの子こカレブとヌンの子こヨシュアのほか、ひとりも残のこった者ものはなかった。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1さて、ヨセフの子こマナセの氏族しぞくのうちのヘペルの子こ、ゼロペハデの娘むすめたちが訴うったえてきた。ヘペルはギレアデの子こ、ギレアデはマキルの子こ、マキルはマナセの子こである。その娘むすめたちは名なをマアラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといったが、 2彼かれらは会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちでモーセと、祭司さいしエレアザルと、つかさたちと全ぜん会衆かいしゅうとの前まえに立たって言いった、 3「わたしたちの父ちちは荒野あらので死しにました。彼かれは、コラの仲間なかまとなって主しゅに逆さからった者ものどもの仲間なかまのうちには加くわわりませんでした。彼かれは自分じぶんの罪つみによって死しんだのですが、男おとこの子こがありませんでした。 4男おとこの子こがないからといって、どうしてわたしたちの父ちちの名ながその氏族しぞくのうちから削けずられなければならないのでしょうか。わたしたちの父ちちの兄弟きょうだいと同おなじように、わたしたちにも所有しょゆう地ちを与あたえてください」。
    


    
      5モーセがその事ことを主しゅの前まえに述のべると、 6主しゅはモーセに言いわれた、 7「ゼロペハデの娘むすめたちの言いうことは正ただしい。あなたは必かならず彼かれらの父ちちの兄弟きょうだいたちと同おなじように、彼かれらにも嗣し業ぎょうの所有しょゆう地ちを与あたえなければならない。すなわち、その父ちちの嗣し業ぎょうを彼かれらに渡わたさなければならない。 8あなたはイスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『もし人ひとが死しんで、男おとこの子こがない時ときは、その嗣し業ぎょうを娘むすめに渡わたさなければならない。 9もしまた娘むすめもない時ときは、その嗣し業ぎょうを兄弟きょうだいに与あたえなければならない。 10もし兄弟きょうだいもない時ときは、その嗣し業ぎょうを父ちちの兄弟きょうだいに与あたえなければならない。 11もしまた父ちちに兄弟きょうだいがない時ときは、その氏族しぞくのうちで彼かれに最もっとも近ちかい親族しんぞくにその嗣し業ぎょうを与あたえて所有しょゆうさせなければならない』。主しゅがモーセに命めいじられたようにイスラエルの人々ひとびとは、これをおきての定さだめとしなければならない」。
    


    
      12主しゅはモーセに言いわれた、「このアバリムの山やまに登のぼって、わたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえる地ちを見みなさい。 13あなたはそれを見みてから、兄弟きょうだいアロンのようにその民たみに加くわえられるであろう。 14これは会衆かいしゅうがチンの荒野あらので逆さからい争あらそった時とき、あなたがたはわたしの命めいにそむき、あの水みずのかたわらで彼かれらの目めの前まえにわたしの聖せいなることを現あらわさなかったからである」。これはチンの荒野あらのにあるカデシのメリバの水みずである。 15モーセは主しゅに言いった、 16「すべての肉にくなるものの命いのちの神かみ、主しゅよ、どうぞ、この会衆かいしゅうの上うえにひとりの人ひとを立たて、 17彼かれらの前まえに出入でいりし、彼かれらを導みちびき出だし、彼かれらを導みちびき入いれる者ものとし、主しゅの会衆かいしゅうを牧者ぼくしゃのない羊ひつじのようにしないでください」。 18主しゅはモーセに言いわれた、「神かみの霊れいのやどっているヌンの子こヨシュアを選えらび、あなたの手てをその上うえにおき、 19彼かれを祭司さいしエレアザルと全ぜん会衆かいしゅうの前まえに立たたせて、彼かれらの前まえで職しょくに任にんじなさい。 20そして彼かれにあなたの権威けんいを分わけ与あたえ、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうを彼かれに従したがわせなさい。 21彼かれは祭司さいしエレアザルの前まえに立たち、エレアザルは彼かれのためにウリムをもって、主しゅの前まえに判断はんだんを求もとめなければならない。ヨシュアとイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうとはエレアザルの言葉ことばに従したがっていで、エレアザルの言葉ことばに従したがってはいらなければならない」。 22そこでモーセは主しゅが命めいじられたようにし、ヨシュアを選えらんで、祭司さいしエレアザルと全ぜん会衆かいしゅうの前まえに立たたせ、 23彼かれの上うえに手てをおき、主しゅがモーセによって語かたられたとおりに彼かれを任命にんめいした。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて言いいなさい、『あなたがたは香こうばしいかおりとしてわたしにささげる火祭かさい、すなわち、わたしの供そなえ物もの、わたしの食物しょくもつを定さだめの時ときにわたしにささげることを怠おこたってはならない』。 3また彼かれらに言いいなさい、『あなたがたが主しゅにささぐべき火祭かさいはこれである。すなわち一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ二頭とうを毎日まいにちささげて常燔祭じょうはんさいとしなければならない。 4すなわち一頭とうの小羊こひつじを朝あさにささげ、一頭とうの小羊こひつじを夕ゆうにささげなければならない。 5また麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの一に、砕くだいて取とった油あぶら一ヒンの四分ぶんの一を混まぜて素祭そさいとしなければならない。 6これはシナイ山さんで定さだめられた常燔祭じょうはんさいであって、主しゅに香こうばしいかおりとしてささげる火祭かさいである。 7またその灌祭かんさいは小羊こひつじ一頭とうについて一ヒンの四分ぶんの一をささげなければならない。すなわち聖所せいじょにおいて主しゅのために濃こい酒さけをそそいで灌祭かんさいとしなければならない。 8夕ゆうには他たの一頭とうの小羊こひつじをささげなければならない。その素祭そさいと灌祭かんさいとは朝あさのものと同おなじようにし、その小羊こひつじを火祭かさいとしてささげ、主しゅに香こうばしいかおりとしなければならない。
    


    
      9また安息日あんそくにちには一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ二頭とうと、麦粉むぎこ一エパの十分んの二に油あぶらを混まぜた素祭そさいと、その灌祭かんさいとをささげなければならない。 10これは安息日あんそくにちごとの燔祭はんさいであって、常燔祭じょうはんさいとその灌祭かんさいとに加くわえらるべきものである。
    


    
      11またあなたがたは月々つきづきの第だい一日にちに燔祭はんさいを主しゅにささげなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ七頭とうをささげ、 12雄牛おうし一頭とうには麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの三に油あぶらを混まぜたものを素祭そさいとし、雄羊おひつじ一頭とうには麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの二に油あぶらを混まぜたものを素祭そさいとし、 13小羊こひつじ一頭とうには麦粉むぎこ十分ぶんの一に油あぶらを混まぜたものを素祭そさいとし、これを香こうばしいかおりの燔祭はんさいとして主しゅのために火祭かさいとしなければならない。 14またその灌祭かんさいは雄牛おうし一頭とうについてぶどう酒しゅ一ヒンの二分ぶんの一、雄羊おひつじ一頭とうについて一ヒンの三分ぶんの一、小羊こひつじ一頭とうについて一ヒンの四分ぶんの一をささげなければならない。これは年ねんの月々つきづきを通つうじて、新月しんげつごとにささぐべき燔祭はんさいである。 15また常燔祭じょうはんさいとその灌祭かんさいとのほかに、雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとして主しゅにささげなければならない。
    


    
      16正月しょうがつの十四日かは主しゅの過越すぎこしの祭まつりである。 17またその月つきの十五日にちは祭日さいじつとしなければならない。七日なぬかのあいだ種たね入いれぬパンを食たべなければならない。 18その初はじめの日ひには聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきをもしてはならない。 19あなたがたは火祭かさいとして主しゅに燔祭はんさいをささげなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ七頭とうをささげなければならない。これらはみな全まったきものでなければならない。 20その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこをささげなければならない。すなわち雄牛おうし一頭とうにつき麦粉むぎこ一エパの十分ぶんの三、雄羊おひつじ一頭とうにつき十分ぶんの二をささげ、 21また七頭とうの小羊こひつじにはその一頭とうごとに十分ぶんの一をささげなければならない。 22また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげ、あなたがたのために罪つみのあがないをしなければならない。 23あなたがたは朝あさにささげる常燔祭じょうはんさいの燔祭はんさいのほかに、これらをささげなければならない。 24このようにあなたがたは七日なぬかのあいだ毎日まいにち、火祭かさいの食物しょくもつをささげて、主しゅに香こうばしいかおりとしなければならない。これは常燔祭じょうはんさいとその灌祭かんさいとのほかにささぐべきものである。 25そして第だい七日にちに、あなたがたは聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきをもしてはならない。
    


    
      26あなたがたは七週しゅうの祭まつり、すなわち新あたらしい素祭そさいを主しゅにささげる初穂はつほの日ひにも聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきをもしてはならない。 27あなたがたは燔祭はんさいをささげて、主しゅに香こうばしいかおりとしなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし二頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ七頭とうをささげなければならない。 28その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこをささげなければならない。すなわち雄牛おうし一頭とうにつき一エパの十分ぶんの三、雄羊おひつじ一頭とうにつき十分ぶんの二をささげ、 29また七頭とうの小羊こひつじには一頭とうごとに十分ぶんの一をささげなければならない。 30また雄おやぎ一頭とうをささげてあなたがたのために罪つみのあがないをしなければならない。 31あなたがたは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいとその灌祭かんさいとのほかに、これらをささげなければならない。これらはみな、全まったきものでなければならない。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1七月がつには、その月つきの第だい一日にちに聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきをもしてはならない。これはあなたがたがラッパを吹ふく日ひである。 2あなたがたは燔祭はんさいをささげて、主しゅに香こうばしいかおりとしなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ七頭とうをささげなければならない。 3その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこをささげなければならない。すなわち雄牛おうし一頭とうについて一エパの十分ぶんの三、雄羊おひつじ一頭とうについて十分ぶんの二をささげ、 4また七頭とうの小羊こひつじには一頭とうごとに十分ぶんの一をささげなければならない。 5また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげ、あなたがたのために罪つみのあがないをしなければならない。 6これは新月しんげつの燔祭はんさいとその素祭そさい、常燔祭じょうはんさいとその素祭そさい、および灌祭かんさいのほかのものであって、これらのものの定さだめにしたがい、香こうばしいかおりとして、主しゅに火祭かさいとしなければならない。
    


    
      7またその七月がつの十日かに聖せい会かいを開ひらき、かつあなたがたの身みを悩なやまさなければならない。なんの仕事しごともしてはならない。 8あなたがたは主しゅに燔祭はんさいをささげて、香こうばしいかおりとしなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ七頭とうをささげなければならない。これらはみな全まったきものでなければならない。 9その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこをささげなければならない。すなわち雄牛おうし一頭とうにつき一エパの十分ぶんの三、雄羊おひつじ一頭とうにつき十分ぶんの二をささげ、 10また七頭とうの小羊こひつじには一頭とうごとに十分ぶんの一をささげなければならない。 11また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは贖罪しょくざいの罪祭ざいさいと常燔祭じょうはんさいとその素祭そさい、および灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      12七月がつの十五日にちに聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきもしてはならない。七日なぬかのあいだ主しゅのために祭まつりをしなければならない。 13あなたがたは燔祭はんさいをささげて、主しゅに香こうばしいかおりの火祭かさいとしなければならない。すなわち若わかい雄牛おうし十三頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。これらはみな全まったきものでなければならない。 14その素祭そさいには油あぶらを混まぜた麦粉むぎこをささげなければならない。すなわち十三頭とうの雄牛おうしには一頭とうごとに十分ぶんの三、その二頭とうの雄羊おひつじには一頭とうごとに十分ぶんの二をささげ、 15その十四頭とうの小羊こひつじには一頭とうごとに十分ぶんの一をささげなければならない。 16また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      17第だい二日にちには若わかい雄牛おうし十二頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 18その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとはその数かずにしたがって、定さだめのようにささげなければならない。 19また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。 20第だい三日にちには雄牛おうし十一頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 21その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 22また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      23第だい四日にちには雄牛おうし十頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 24その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 25また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      26第だい五日にちには雄牛おうし九頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 27その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 28また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      29第だい六日にちには雄牛おうし八頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 30その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 31また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      32第だい七日にちには雄牛おうし七頭とう、雄羊おひつじ二頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ十四頭とうをささげなければならない。 33その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 34また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      35第だい八日かにはまた集会しゅうかいを開ひらかなければならない。なんの労役ろうえきをもしてはならない。 36あなたがたは燔祭はんさいをささげて主しゅに香こうばしいかおりの火祭かさいとしなければならない。すなわち雄牛おうし一頭とう、雄羊おひつじ一頭とう、一歳さいの雄おすの全まったき小羊こひつじ七頭とうをささげなければならない。 37その雄牛おうしと雄羊おひつじと小羊こひつじとのための素祭そさいと灌祭かんさいとは、その数かずにしたがって定さだめのようにささげなければならない。 38また雄おやぎ一頭とうを罪祭ざいさいとしてささげなければならない。これらは常燔祭じょうはんさいとその素祭そさいおよび灌祭かんさいのほかのものである。
    


    
      39あなたがたは定さだめの祭まつりの時ときに、これらのものを主しゅにささげなければならない。これらはあなたがたの誓願せいがん、または自発じはつの供そなえ物ものとしてささげる燔祭はんさい、素祭そさい、灌祭かんさいおよび酬恩祭しゅうおんさいのほかのものである』」。
    


    
      40モーセは主しゅが命めいじられた事ことをことごとくイスラエルの人々ひとびとに告つげた。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1モーセはイスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくのかしらたちに言いった、「これは主しゅが命めいじられた事ことである。 2もし人ひとが主しゅに誓願せいがんをかけ、またはその身みに物もの断だちをしようと誓ちかいをするならば、その言葉ことばを破やぶってはならない。口くちで言いったとおりにすべて行おこなわなければならない。 3またもし女おんながまだ若わかく、父ちちの家いえにいて、主しゅに誓願せいがんをかけ、またはその身みに物もの断だちをしようとする時とき、 4父ちちが彼女かのじょの誓願せいがん、または彼女かのじょの身みに断たった物もの断だちのことを聞きいて、彼女かのじょに何なにも言いわないならば、彼女かのじょはすべて誓願せいがんを行おこない、またその身みに断たった物もの断だちをすべて守まもらなければならない。 5しかし、彼女かのじょの父ちちがそれを聞きいた日ひに、それを承認しょうにんしない時ときは、彼女かのじょはその誓願せいがん、またはその身みに断たった物もの断だちをすべてやめることができる。父ちちが承認しょうにんしないのであるから、主しゅは彼女かのじょをゆるされるであろう。 6またもし夫おっとのある身みで、みずから誓願せいがんをかけ、またはその身みに物もの断だちをしようと、軽々かるがるしく口くちで言いった場合ばあい、 7夫おっとがそれを聞きき、それを聞きいた日ひに彼女かのじょに何なにも言いわないならば、彼女かのじょはその誓願せいがんを行おこない、その身みに断たった物もの断だちを守まもらなければならない。 8しかし、もし夫おっとがそれを聞きいた日ひに、それを承認しょうにんしないならば、夫おっとはその女おんながかけた誓願せいがん、またはその身みに物もの断だちをしようと、軽々かるがるしく口くちに言いったことをやめさせることができる。主しゅはその女おんなをゆるされるであろう。 9しかし、寡婦かふあるいは離縁りえんされた女おんなの誓願せいがん、すべてその身みに断たった物もの断だちは、それを守まもらなければならない。 10もし女おんなが夫おっとの家いえで誓願せいがんをかけ、またはその身みに物もの断だちをしようと誓ちかった時とき、 11夫おっとがそれを聞きいて、彼女かのじょに何なにも言いわず、またそれに反対はんたいしないならば、その誓願せいがんはすべて行おこなわなければならない。またその身みに断たった物もの断だちはすべて守まもらなければならない。 12しかし、もし夫おっとがそれを聞きいた日ひにそれを認みとめないならば、彼女かのじょの誓願せいがん、または身みの物もの断だちについて、彼女かのじょが口くちで言いった事ことは、すべてやめることができる。夫おっとがそれを認みとめなかったのだから、主しゅはその女おんなをゆるされるであろう。 13すべての誓願せいがんおよびすべてその身みを悩なやます物もの断だちの誓約せいやくは、夫おっとがそれを守まもらせることができ、または夫おっとがそれをやめさせることができる。 14もし夫おっとが彼女かのじょに何なにも言いわずに日ひを送おくるならば、彼かれは妻つまがした誓願せいがん、または物もの断だちをすべて認みとめたのである。彼かれはそれを聞きいた日ひに妻つまに何なにも言いわなかったのだから、それを認みとめたのである。 15しかし、もし夫おっとがそれを聞きき、あとになって、それを認みとめないならば、彼かれは妻つまの罪つみを負おわなければならない」。
    


    
      16これらは主しゅがモーセに命めいじられた定さだめであって、夫おっとと妻つまとの間あいだ、および父ちちとまだ若わかくて父ちちの家いえにいる娘むすめとの間あいだに関かんするものである。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1さて主しゅはモーセに言いわれた、 2「ミデアンびとにイスラエルの人々ひとびとのあだを報むくいなさい。その後のち、あなたはあなたの民たみに加くわえられるであろう」。 3モーセは民たみに言いった、「あなたがたのうちから人ひとを選えらんで戦たたかいのために武装ぶそうさせ、ミデアンびとを攻せめて、主しゅのためミデアンびとに復讐ふくしゅうしなさい。 4すなわちイスラエルのすべての部族ぶぞくから、部族ぶぞくごとに千人にんずつを戦たたかいに送おくり出ださなければならない」。 5そこでイスラエルの部族ぶぞくのうちから部族ぶぞくごとに千人にんずつを選えらび、一万二千人にんを得えて、戦たたかいのために武装ぶそうさせた。 6モーセは各かく部族ぶぞくから千人にんずつを戦たたかいにつかわし、また祭司さいしエレアザルの子こピネハスに、聖せいなる器うつわと吹ふき鳴ならすラッパとを執とらせて、共ともに戦たたかいにつかわした。 7彼かれらは主しゅがモーセに命めいじられたようにミデアンびとと戦たたかって、その男子だんしをみな殺ころした。 8その殺ころした者もののほかにまたミデアンの王おう五人にんを殺ころした。その名なはエビ、レケム、ツル、フル、レバである。またベオルの子こバラムをも、つるぎにかけて殺ころした。 9またイスラエルの人々ひとびとはミデアンの女おんなたちとその子こ供ともたちを捕虜ほりょにし、その家畜かちくと、羊ひつじの群むれと、貨か財ざいとをことごとく奪うばい取とり、 10そのすまいのある町々まちまちと、その部落ぶらくとを、ことごとく火ひで焼やいた。 11こうして彼かれらはすべて奪うばったものと、かすめたものとは人ひとをも家畜かちくをも取とり、 12その生なまけどった者ものと、かすめたものと、奪うばったものとを携たずさえて、エリコに近ちかいヨルダンのほとりのモアブの平野へいやの宿営しゅくえいにおるモーセと祭司さいしエレアザルとイスラエルの人々ひとびとの会衆かいしゅうのもとへもどってきた。
    


    
      13ときにモーセと祭司さいしエレアザルと会衆かいしゅうのつかさたちはみな宿営しゅくえいの外そとに出でて迎むかえたが、 14モーセは軍勢ぐんぜいの将しょうたち、すなわち戦場せんじょうから帰かえってきた千人にんの長ちょうたちと、百人にんの長ちょうたちに対たいして怒いかった。 15モーセは彼かれらに言いった、「あなたがたは女おんなたちをみな生いかしておいたのか。 16彼かれらはバラムのはかりごとによって、イスラエルの人々ひとびとに、ペオルのことで主しゅに罪つみを犯おかさせ、ついに主しゅの会衆かいしゅうのうちに疫病えきびょうを起おこすに至いたった。 17それで今いま、この子供こどもたちのうちの男おとこの子こをみな殺ころし、また男おとこと寝ねて、男おとこを知しった女おんなをみな殺ころしなさい。 18ただし、まだ男おとこと寝ねず、男おとこを知しらない娘むすめはすべてあなたがたのために生いかしておきなさい。 19そしてあなたがたは七日なぬかのあいだ宿営しゅくえいの外そとにとどまりなさい。あなたがたのうちすべて人ひとを殺ころした者もの、およびすべて殺ころされた者ものに触ふれた者ものは、あなたがた自身じしんも、あなたがたの捕虜ほりょも共ともに、三日か目めと七日なぬか目めとに身みを清きよめなければならない。 20またすべての衣服いふくと、すべての皮かわの器うつわと、すべてやぎの毛けで作つくったものと、すべての木きの器うつわとを清きよめなければならない」。
    


    
      21祭司さいしエレアザルは戦たたかいに出でたいくさびとたちに言いった、「これは主しゅがモーセに命めいじられた律法りっぽうの定さだめである。 22金きん、銀ぎん、青銅せいどう、鉄てつ、すず、鉛なまりなど、 23すべて火ひに耐たえる物ものは火ひの中なかを通とおさなければならない。そうすれば清きよくなるであろう。なおその上うえ、汚けがれを清きよめる水みずで、清きよめなければならない。しかし、すべて火ひに耐たえないものは水みずの中なかを通とおさなければならない。 24あなたがたは七日なぬか目めに衣服いふくを洗あらわなければならない。そして清きよくなり、その後のち宿営しゅくえいにはいることができる」。
    


    
      25主しゅはモーセに言いわれた、 26「あなたと祭司さいしエレアザルおよび会衆かいしゅうの氏族しぞくのかしらたちは、その生なまけどった人ひとと家畜かちくの獲物えものの総数そうすうを調しらべ、 27その獲物えものを戦たたかいに出でた勇士ゆうしと、全ぜん会衆かいしゅうとに折半せっぱんしなさい。 28そして戦たたかいに出でたいくさびとに、人ひとまたは牛うし、またはろば、または羊ひつじを、おのおの五百ごとに一つを取とり、みつぎとして主しゅにささげさせなさい。 29すなわち彼かれらが受うける半分はんぶんのなかから、それを取とり、主しゅにささげる物ものとして祭司さいしエレアザルに渡わたしなさい。 30またイスラエルの人々ひとびとが受うける半分はんぶんのなかから、その獲えた人ひとまたは牛うし、またはろば、または羊ひつじなどの家畜かちくを、おのおの五十ごとに一つを取とり、主しゅの幕屋まくやの務つとめをするレビびとに与あたえなさい」。 31モーセと祭司さいしエレアザルとは主しゅがモーセに命めいじられたとおりに行いった。
    


    
      32そこでその獲物えもの、すなわち、いくさびとたちが奪うばい取とったものの残のこりは羊ひつじ六十七万五千、 33牛うし七万二千、 34ろば六万一千、 35人ひと三万二千、これはみな男おとこと寝ねず、男おとこを知しらない女おんなであった。 36そしてその半分はんぶん、すなわち戦たたかいに出でた者ものの分ぶんは羊ひつじ三十三万七千五百、 37主しゅにみつぎとした羊ひつじは六百七十五。 38牛うしは三万六千、そのうちから主しゅにみつぎとしたものは七十二。 39ろばは三万五百、そのうちから主しゅにみつぎとしたものは六十一。 40人ひとは一万六千、そのうちから主しゅにみつぎとしたものは三十二人にんであった。 41モーセはそのみつぎを主しゅにささげる物ものとして祭司さいしエレアザルに渡わたした。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      42モーセが戦たたかいに出でた人々ひとびととは別べつにイスラエルの人々ひとびとに与あたえた半分はんぶん、 43すなわち会衆かいしゅうの受うけた半分はんぶんは羊ひつじ三十三万七千五百、 44牛うし三万六千、 45ろば三万五百、 46人ひと一万六千であって、 47モーセはイスラエルの人々ひとびとの受うけた半分はんぶんのなかから、人ひとおよび獣けものをおのおの五十ごとに一つを取とって、主しゅの幕屋まくやの務つとめをするレビびとに与あたえた。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      48時ときに軍勢ぐんぜいの将しょうであったものども、すなわち千人にんの長ちょうたちと百人にんの長ちょうたちとがモーセのところにきて、 49モーセに言いった、「しもべらは、指揮しき下かのいくさびとを数かぞえましたが、われわれのうち、ひとりも欠かけた者ものはありませんでした。 50それで、われわれは、おのおの手てに入いれた金きんの飾かざり物もの、すなわち腕うで飾かざり、腕輪うでわ、指輪ゆびわ、耳輪みみわ、首飾くびかざりなどを主しゅに携たずさえてきて供そなえ物ものとし、主しゅの前まえにわれわれの命いのちのあがないをしようと思おもいます」。 51モーセと祭司さいしエレアザルとは、彼かれらから細工さいくを施ほどこした金きんの飾かざり物ものを受うけ取とった。 52千人にんの長ちょうたちと百人にんの長ちょうたちとが、主しゅにささげものとした金きんは合あわせて一万六千七百五十シケル。 53いくさびとは、おのおの自分じぶんのぶんどり物ものを獲えた。 54モーセと祭司さいしエレアザルとは、千人にんの長ちょうたちと百人にんの長ちょうたちとから、その金きんを受うけ取とり、それを携たずさえて会見かいけんの幕屋まくやに入いり、主しゅの前まえに置おいてイスラエルの人々ひとびとのために記念きねんとした。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1ルベンの子孫しそんとガドの子孫しそんとは非常ひじょうに多おおくの家畜かちくの群むれを持もっていた。彼かれらがヤゼルの地ちと、ギレアデの地ちとを見みると、そこは家畜かちくを飼かうのに適てきしていたので、 2ガドの子孫しそんとルベンの子孫しそんとがきて、モーセと、祭司さいしエレアザルと、会衆かいしゅうのつかさたちとに言いった、 3「アタロテ、デボン、ヤゼル、ニムラ、ヘシボン、エレアレ、シバム、ネボ、ベオン、 4すなわち主しゅがイスラエルの会衆かいしゅうの前まえに撃うち滅ほろぼされた国くには、家畜かちくを飼かうのに適てきした地ちですが、しもべらは家畜かちくを持もっています」。 5彼かれらはまた言いった、「それでもし、あなたの恵めぐみを得えられますなら、どうぞこの地ちをしもべらの領地りょうちにして、われわれにヨルダンを渡わたらせないでください」。
    


    
      6モーセはガドの子孫しそんとルベンの子孫しそんとに言いった、「あなたがたは兄弟きょうだいが戦たたかいに行いくのに、ここにすわっていようというのか。 7どうしてあなたがたはイスラエルの人々ひとびとの心こころをくじいて、主しゅが彼かれらに与あたえられる地ちに渡わたることができないようにするのか。 8あなたがたの先祖せんぞも、わたしがカデシ・バルネアから、その地ちを見みるためにつかわした時ときに、同おなじようなことをした。 9すなわち彼かれらはエシコルの谷たにに行いって、その地ちを見みたとき、イスラエルの人々ひとびとの心こころをくじいて、主しゅが与あたえられる地ちに行いくことができないようにした。 10そこでその時とき、主しゅは怒いかりを発はっし、誓ちかって言いわれた、 11『エジプトから出でてきた人々ひとびとで二十歳さい以上いじょうの者ものはひとりもわたしがアブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかった地ちを見みることはできない。彼かれらはわたしに従したがわなかったからである。 12ただケニズびとエフンネの子こカレブとヌンの子こヨシュアとはそうではない。このふたりは全まったく主しゅに従したがったからである』。 13主しゅはこのようにイスラエルにむかって怒いかりを発はっし、彼かれらを四十年ねんのあいだ荒野あらのにさまよわされたので、主しゅの前まえに悪あくを行おこなったその世代せだいの人々ひとびとは、ついにみな滅ほろびた。 14あなたがたはその父ちちに代かわって立たった罪つみびとのやからであって、主しゅのイスラエルに対たいする激はげしい怒いかりをさらに増まそうとしている。 15あなたがたがもしそむいて主しゅに従したがわないならば、主しゅはまたこの民たみを荒野あらのにすておかれるであろう。そうすればあなたがたはこの民たみをことごとく滅ほろぼすに至いたるであろう」。
    


    
      16彼かれらはモーセのところへ進すすみ寄よって言いった、「われわれはこの所ところに、群むれのために羊ひつじのおりを建たて、また子供こどもたちのために町々まちまちを建たてようと思おもいます。 17しかし、われわれは武装ぶそうしてイスラエルの人々ひとびとの前まえに進すすみ、彼かれらをその所ところへ導みちびいて行いきましょう。ただわれわれの子供こどもたちは、この地ちの住民じゅうみんの害がいをのがれるため、堅固けんごな町々まちまちに住すませておかなければなりません。 18われわれはイスラエルの人々ひとびとが、おのおのその嗣し業ぎょうを受うけるまでは、家いえに帰かえりません。 19またわれわれはヨルダンのかなたで彼かれらとともには嗣し業ぎょうを受うけません。われわれはヨルダンのこなた、すなわち東ひがしの方ほうで嗣し業ぎょうを受うけるからです」。 20モーセは彼かれらに言いった、「もし、あなたがたがそのようにし、みな武装ぶそうして主しゅの前まえに行いって戦たたかい、 21みな武装ぶそうして主しゅの前まえに行いってヨルダン川がわを渡わたり、主しゅがその敵てきを自分じぶんの前まえから追おい払はらわれて、 22この国くにが主しゅの前まえに征服せいふくされて後のち、帰かえってくるならば、あなたがたは主しゅの前まえにも、イスラエルの前まえにも、とがめはないであろう。そしてこの地ちは主しゅの前まえにあなたがたの所有しょゆうとなるであろう。 23しかし、そうしないならば、あなたがたは主しゅにむかって罪つみを犯おかした者ものとなり、その罪つみは必かならず身みに及およぶことを知しらなければならない。 24あなたがたは子供こどもたちのために町々まちまちを建たて、羊ひつじのために、おりを建たてなさい。しかし、あなたがたは約束やくそくしたことは行おこなわなければならない」。 25ガドの子孫しそんとルベンの子孫しそんとは、モーセに言いった、「しもべらはあなたの命めいじられたとおりにいたします。 26われわれの子供こどもたちと妻つまと羊ひつじと、すべての家畜かちくとは、このギレアデの町々まちまちに残のこします。 27しかし、しもべらはみな武装ぶそうして、あなたの言いわれるとおり、主しゅの前まえに渡わたって行いって戦たたかいます」。
    


    
      28モーセは彼かれらのことについて、祭司さいしエレアザルと、ヌンの子こヨシュアと、イスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくのうちの氏族しぞくのかしらたちとに命めいじた。 29そしてモーセは彼かれらに言いった、「ガドの子孫しそんと、ルベンの子孫しそんとが、おのおの武装ぶそうしてあなたがたと一緒いっしょにヨルダンを渡わたり、主しゅの前まえに戦たたかって、その地ちをあなたがたが征服せいふくするならば、あなたがたは彼かれらにギレアデの地ちを領地りょうちとして与あたえなければならない。 30しかし、もし彼かれらが武装ぶそうしてあなたがたと一緒いっしょに渡わたって行いかないならば、彼かれらはカナンの地ちであなたがたのうちに領地りょうちを獲えなければならない」。 31ガドの子孫しそんと、ルベンの子孫しそんとは答こたえて言いった、「しもべらは主しゅが言いわれたとおりにいたします。 32われわれは武装ぶそうして、主しゅの前まえにカナンの地ちへ渡わたって行いきますが、ヨルダンのこなたで、われわれの嗣し業ぎょうをもつことにします」。
    


    
      33そこでモーセはガドの子孫しそんと、ルベンの子孫しそんと、ヨセフの子こマナセの部族ぶぞくの半なかばとに、アモリびとの王おうシホンの国くにと、バシャンの王おうオグの国くにとを与あたえた。すなわち、その国くにおよびその領内りょうないの町々まちまちとその町々まちまちの周囲しゅういの地ちとを与あたえた。 34こうしてガドの子孫しそんは、デボン、アタロテ、アロエル、 35アテロテ・ショパン、ヤゼル、ヨグベハ、 36ベテニムラ、ベテハランなどの堅固けんごな町々まちまちを建たて、羊ひつじのおりを建たてた。 37またルベンの子孫しそんは、ヘシボン、エレアレ、キリヤタイム、 38および後のちに名なを改あらためたネボと、バアル・メオンの町まちを建たて、またシブマの町まちを建たてた。彼かれらは建たてた町々まちまちに新あたらしい名なを与あたえた。 39またマナセの子こマキルの子孫しそんはギレアデに行いって、そこを取とり、その住民じゅうみんアモリびとを追おい払はらったので、 40モーセはギレアデをマナセの子こマキルに与あたえてそこに住すまわせた。 41またマナセの子こヤイルは行いって村々むらむらを取とり、それをハオテヤイルと名なづけた。 42またノバは行いってケナテとその村々むらむらを取とり、自分じぶんの名なにしたがって、それをノバと名なづけた。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1イスラエルの人々ひとびとが、モーセとアロンとに導みちびかれ、その部隊ぶたいに従したがって、エジプトの国くにを出でてから経へた旅路たびじは次つぎのとおりである。 2モーセは主しゅの命めいにより、その旅路たびじにしたがって宿駅しゅくえきを書かきとめた。その宿駅しゅくえきにしたがえば旅路たびじは次つぎのとおりである。 3彼かれらは正月しょうがつの十五日にちにラメセスを出立しゅったつした。すなわち過越すぎこしの翌日よくじつイスラエルの人々ひとびとは、すべてのエジプトびとの目めの前まえを意気揚々いきようようと出立しゅったつした。 4その時ときエジプトびとは、主しゅに撃うち殺ころされたすべてのういごを葬ほうむっていた。主しゅはまた彼かれらの神々かみがみにも罰ばつを加くわえられた。
    


    
      5こうしてイスラエルの人々ひとびとはラメセスを出立しゅったつしてスコテに宿営しゅくえいし、 6スコテを出立しゅったつして荒野あらのの端はしにあるエタムに宿営しゅくえいし、 7エタムを出立しゅったつしてバアル・ゼポンの前まえにあるピハヒロテに引ひき返かえしてミグドルの前まえに宿営しゅくえいし、 8ピハヒロテを出立しゅったつして、海うみのなかをとおって荒野あらのに入いり、エタムの荒野あらのを三日か路じほど行いって、メラに宿営しゅくえいし、 9メラを出立しゅったつし、エリムに行いって宿営しゅくえいした。エリムには水みずの泉いずみ十二と、なつめやし七十本ほんとがあった。 10エリムを出立しゅったつして紅海こうかいのほとりに宿営しゅくえいし、 11紅海こうかいを出立しゅったつしてシンの荒野あらのに宿営しゅくえいし、 12シンの荒野あらのを出立しゅったつしてドフカに宿営しゅくえいし、 13ドフカを出立しゅったつしてアルシに宿営しゅくえいし、 14アルシを出立しゅったつしてレピデムに宿営しゅくえいした。そこには民たみの飲のむ水みずがなかった。 15レピデムを出立しゅったつしてシナイの荒野あらのに宿営しゅくえいし、 16シナイの荒野あらのを出立しゅったつしてキブロテ・ハッタワに宿営しゅくえいし、 17キブロテ・ハッタワを出立しゅったつしてハゼロテに宿営しゅくえいし、 18ハゼロテを出立しゅったつしてリテマに宿営しゅくえいし、 19リテマを出立しゅったつしてリンモン・パレツに宿営しゅくえいし、 20リンモン・パレツを出立しゅったつしてリブナに宿営しゅくえいし、 21リブナを出立しゅったつしてリッサに宿営しゅくえいし、 22リッサを出立しゅったつしてケヘラタに宿営しゅくえいし、 23ケヘラタを出立しゅったつしてシャペル山やまに宿営しゅくえいし、 24シャペル山やまを出立しゅったつしてハラダに宿営しゅくえいし、 25ハラダを出立しゅったつしてマケロテに宿営しゅくえいし、 26マケロテを出立しゅったつしてタハテに宿営しゅくえいし、 27タハテを出立しゅったつしてテラに宿営しゅくえいし、 28テラを出立しゅったつしてミテカに宿営しゅくえいし、 29ミテカを出立しゅったつしてハシモナに宿営しゅくえいし、 30ハシモナを出立しゅったつしてモセラに宿営しゅくえいし、 31モセラを出立しゅったつしてベネヤカンに宿営しゅくえいし、 32ベネヤカンを出立しゅったつしてホル・ハギデガデに宿営しゅくえいし、 33ホル・ハギデガデを出立しゅったつしてヨテバタに宿営しゅくえいし、 34ヨテバタを出立しゅったつしてアブロナに宿営しゅくえいし、 35アブロナを出立しゅったつしてエジオン・ゲベルに宿営しゅくえいし、 36エジオン・ゲベルを出立しゅったつしてチンの荒野あらのすなわちカデシに宿営しゅくえいし、 37カデシを出立しゅったつしてエドムの国くにの端はしにあるホル山やまに宿営しゅくえいした。
    


    
      38イスラエルの人々ひとびとがエジプトの国くにを出でて四十年ねん目めの五月がつ一日にちに、祭司さいしアロンは主しゅの命めいによりホル山やまに登のぼって、その所ところで死しんだ。 39アロンはホル山やまで死しんだとき百二十三歳さいであった。
    


    
      40カナンの地ちのネゲブに住すんでいたカナンびとアラデの王おうは、イスラエルの人々ひとびとの来くるのを聞きいた。
    


    
      41ついで、ホル山やまを出立しゅったつしてザルモナに宿営しゅくえいし、 42ザルモナを出立しゅったつしてプノンに宿営しゅくえいし、 43プノンを出立しゅったつしてオボテに宿営しゅくえいし、 44オボテを出立しゅったつしてモアブの境さかいにあるイエ・アバリムに宿営しゅくえいし、 45イエ・アバリムを出立しゅったつしてデボン・ガドに宿営しゅくえいし、 46デボン・ガドを出立しゅったつしてアルモン・デブラタイムに宿営しゅくえいし、 47アルモン・デブラタイムを出立しゅったつしてネボの前まえにあるアバリムの山やまに宿営しゅくえいし、 48アバリムの山やまを出立しゅったつしてエリコに近ちかいヨルダンのほとりのモアブの平野へいやに宿営しゅくえいした。 49すなわちヨルダンのほとりのモアブの平野へいやで、ベテエシモテとアベル・シッテムとの間あいだに宿営しゅくえいした。
    


    
      50エリコに近ちかいヨルダンのほとりのモアブの平野へいやで、主しゅはモーセに言いわれた、 51「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい。あなたがたがヨルダンを渡わたってカナンの地ちにはいるときは、 52その地ちの住民じゅうみんをことごとくあなたがたの前まえから追おい払はらい、すべての石像せきぞうをこぼち、すべての鋳い像ぞうをこぼち、すべての高たかき所ところを破壊はかいしなければならない。 53またあなたがたはその地ちの民たみを追おい払はらって、そこに住すまなければならない。わたしがその地ちをあなたがたの所有しょゆうとして与あたえたからである。 54あなたがたは、おのおの氏族しぞくごとにくじを引ひき、その地ちを分わけて嗣し業ぎょうとしなければならない。大おおきい部族ぶぞくには多おおくの嗣し業ぎょうを与あたえ、小ちいさい部族ぶぞくには少すこしの嗣し業ぎょうを与あたえなければならない。そのくじの当あたった所ところがその所有しょゆうとなるであろう。あなたがたは父祖ふその部族ぶぞくにしたがって、それを継つがなければならない。 55しかし、その地ちの住民じゅうみんをあなたがたの前まえから追おい払はらわないならば、その残のこして置おいた者ものはあなたがたの目めにとげとなり、あなたがたの脇わきにいばらとなり、あなたがたの住すむ国くににおいて、あなたがたを悩なやますであろう。 56また、わたしは彼かれらにしようと思おもったとおりに、あなたがたにするであろう」。
    

  


  


  
    第三十四章


    
      1主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて言いいなさい。あなたがたがカナンの地ちにはいるとき、あなたがたの嗣し業ぎょうとなるべき地ちはカナンの地ちで、その全域ぜんいきは次つぎのとおりである。 3南みなみの方ほうはエドムに接せっするチンの荒野あらのに始はじまり、南みなみの境さかいは、東ひがしは塩しおの海うみの端はしに始はじまる。 4その境さかいはアクラビムの坂さかの南みなみを巡めぐってチンに向むかい、カデシ・バルネアの南みなみに至いたり、ハザル・アダルに進すすみ、アズモンに及およぶ。 5その境さかいはまたアズモンから転てんじてエジプトの川かわに至いたり、海うみに及およんで尽つきる。
    


    
      6西にしの境さかいはおおうみとその沿岸えんがんで、これがあなたがたの西にしの境さかいである。
    


    
      7あなたがたの北きたの境さかいは次つぎのとおりである。すなわちおおうみからホル山やままで線せんを引ひき、 8ホル山やまからハマテの入口いりぐちまで線せんを引ひき、その境さかいをゼダデに至いたらせ、 9またその境さかいはジフロンに進すすみ、ハザル・エノンに至いたって尽つきる。これがあなたがたの北きたの境さかいである。
    


    
      10あなたがたの東ひがしの境さかいは、ハザル・エノンからシパムまで線せんを引ひき、 11またその境さかいはアインの東ひがしの方ほうで、シパムからリブラに下くだり、またその境さかいは下くだってキンネレテの海うみの東ひがしの斜面しゃめんに至いたり、 12またその境さかいはヨルダンに下くだり、塩しおの海うみに至いたって尽つきる。あなたがたの国くにの周囲しゅういの境さかいは以上いじょうのとおりである」。
    


    
      13モーセはイスラエルの人々ひとびとに命めいじて言いった、「これはあなたがたが、くじによって継つぐべき地ちである。主しゅはこれを九つの部族ぶぞくと半はん部族ぶぞくとに与あたえよと命めいじられた。 14それはルベンの子孫しそんの部族ぶぞくとガドの子孫しそんの部族ぶぞくとが共ともに父祖ふその家いえにしたがって、すでにその嗣し業ぎょうを受うけ、またマナセの半はん部族ぶぞくもその嗣し業ぎょうを受うけていたからである。 15この二つの部族ぶぞくと半はん部族ぶぞくとはエリコに近ちかいヨルダンのかなた、すなわち東ひがしの方ほう、日ひの出でる方ほうで、その嗣し業ぎょうを受うけた」。
    


    
      16主しゅはまたモーセに言いわれた、 17「あなたがたに、嗣し業ぎょうとして地ちを分わけ与あたえる人々ひとびとの名なは次つぎのとおりである。すなわち祭司さいしエレアザルと、ヌンの子こヨシュアとである。 18あなたがたはまた、おのおの部族ぶぞくから、つかさひとりずつを選えらんで、地ちを分わけ与あたえさせなければならない。 19その人々ひとびとの名なは次つぎのとおりである。すなわちユダの部族ぶぞくではエフンネの子こカレブ、 20シメオンの子孫しそんの部族ぶぞくではアミホデの子こサムエル、 21ベニヤミンの部族ぶぞくではキスロンの子こエリダデ、 22ダンの子孫しそんの部族ぶぞくではヨグリの子こつかさブッキ、 23ヨセフの子孫しそん、すなわちマナセの部族ぶぞくではエポデの子こつかさハニエル、 24エフライムの子孫しそんの部族ぶぞくではシフタンの子こつかさケムエル、 25ゼブルンの子孫しそんの部族ぶぞくではパルナクの子こつかさエリザパン、 26イッサカルの子孫しそんの部族ぶぞくではアザンの子こつかさパルテエル、 27アセルの子孫しそんの部族ぶぞくではシロミの子こつかさアヒウデ、 28ナフタリの子孫しそんの部族ぶぞくでは、アミホデの子こつかさパダヘル。 29カナンの地ちでイスラエルの人々ひとびとに嗣し業ぎょうを分わけ与あたえることを主しゅが命めいじられた人々ひとびとは以上いじょうのとおりである」。
    

  


  


  
    第三十五章


    
      1エリコに近ちかいヨルダンのほとりのモアブの平野へいやで、主しゅはモーセに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに命めいじて、その獲えた嗣し業ぎょうのうちから、レビびとに住すむべき町々まちまちを与あたえさせなさい。また、あなたがたは、その町々まちまちの周囲しゅういの放牧ほうぼく地ちをレビびとに与あたえなければならない。 3その町々まちまちは彼かれらの住すむ所ところ、その放牧ほうぼく地ちは彼かれらの家畜かちくと群むれ、およびすべての獣けもののためである。 4あなたがたがレビびとに与あたえる町々まちまちの放牧ほうぼく地ちは、町まちの石いしがきから一千キュビトの周囲しゅういとしなければならない。 5あなたがたは町まちの外そとで東側ひがしがわに二千キュビト、南側みなみがわに二千キュビト、西側にしがわに二千キュビト、北側きたがわに二千キュビトを計はかり、町まちはその中央ちゅうおうにしなければならない。彼かれらの町まちの放牧ほうぼく地ちはこのようにしなければならない。 6あなたがたがレビびとに与あたえる町々まちまちは六つで、のがれの町まちとし、人ひとを殺ころした者ものがのがれる所ところとしなければならない。なおこのほかに四十二の町まちを与あたえなければならない。 7すなわちあなたがたがレビびとに与あたえる町まちは合あわせて四十八で、これをその放牧ほうぼく地ちと共ともに与あたえなければならない。 8あなたがたがイスラエルの人々ひとびとの所有しょゆうのうちからレビびとに町々まちまちを与あたえるには、大おおきい部族ぶぞくからは多おおく取とり、小ちいさい部族ぶぞくからは少すくなく取とり、おのおの受うける嗣し業ぎょうにしたがって、その町々まちまちをレビびとに与あたえなければならない」。
    


    
      9主しゅはモーセに言いわれた、 10「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい。あなたがたがヨルダンを渡わたってカナンの地ちにはいるときは、 11あなたがたのために町まちを選えらんで、のがれの町まちとし、あやまって人ひとを殺ころした者ものを、そこにのがれさせなければならない。 12これはあなたがたが復讐ふくしゅうする者ものを避さけてのがれる町まちであって、人ひとを殺ころした者ものが会衆かいしゅうの前まえに立たって、さばきを受うけないうちに、殺ころされることのないためである。 13あなたがたが与あたえる町々まちまちのうち、六つをのがれの町まちとしなければならない。 14すなわちヨルダンのかなたで三つの町まちを与あたえ、カナンの地ちで三つの町まちを与あたえて、のがれの町まちとしなければならない。 15これらの六つの町まちは、イスラエルの人々ひとびとと、他国たこくの人ひとおよび寄留者きりゅうしゃのために、のがれの場所ばしょとしなければならない。すべてあやまって人ひとを殺ころした者ものが、そこにのがれるためである。
    


    
      16もし人ひとが鉄てつの器うつわで、人ひとを打うって死しなせたならば、その人ひとは故こ殺人さつじんである。故こ殺人さつじんは必かならず殺ころされなければならない。 17またもし人ひとを殺ころせるほどの石いしを取とって、人ひとを打うって死しなせたならば、その人ひとは故こ殺人さつじんである。故こ殺人さつじんは必かならず殺ころされなければならない。 18あるいは人ひとを殺ころせるほどの木きの器うつわを取とって、人ひとを打うって死しなせたならば、その人ひとは故こ殺人さつじんである。故こ殺人さつじんは必かならず殺ころされなければならない。 19血ちの復讐ふくしゅうをする者ものは、自分じぶんでその故こ殺人さつじんを殺ころすことができる。すなわち彼かれに出会であうとき、彼かれを殺ころすことができる。 20またもし恨うらみのために人ひとを突つき、あるいは故意こいに人ひとに物ものを投なげつけて死しなせ、 21あるいは恨うらみによって手てで人ひとを打うって死しなせたならば、その打うった者ものは必かならず殺ころされなければならない。彼かれは故こ殺人さつじんだからである。血ちの復讐ふくしゅうをする者ものは、その故こ殺人さつじんに出会であうとき殺ころすことができる。
    


    
      22しかし、もし恨うらみもないのに思おもわず人ひとを突つき、または、なにごころなく人ひとに物ものを投なげつけ、 23あるいは人ひとのいるのも見みずに、人ひとを殺ころせるほどの石いしを投なげつけて死しなせた場合ばあい、その人ひとがその敵てきでもなく、また害がいを加くわえようとしたのでもない時ときは、 24会衆かいしゅうはこれらのおきてによって、その人ひとを殺ころした者ものと、血ちの復讐ふくしゅうをする者ものとの間あいだをさばかなければならない。 25すなわち会衆かいしゅうはその人ひとを殺ころした者ものを血ちの復讐ふくしゅうをする者ものの手てから救すくい出だして、逃にげて行いったのがれの町まちに返かえさなければならない。その者ものは聖せいなる油あぶらを注そそがれた大だい祭司さいしの死しぬまで、そこにいなければならない。 26しかし、もし人ひとを殺ころした者ものが、その逃にげて行いったのがれの町まちの境さかいを出でた場合ばあい、 27血ちの復讐ふくしゅうをする者ものは、のがれの町まちの境さかいの外そとで、これに出会であい、血ちの復讐ふくしゅうをする者ものが、その人ひとを殺ころした者ものを殺ころしても、彼かれには血ちを流ながした罪つみはない。 28彼かれは大だい祭司さいしの死しぬまで、そののがれの町まちにおるべきものだからである。大だい祭司さいしの死しんだ後のちは、人ひとを殺ころした者ものは自分じぶんの所有しょゆうの地ちにかえることができる。
    


    
      29これらのことはすべてあなたがたの住すむ所ところで、代々よよあなたがたのためのおきての定さだめとしなければならない。 30人ひとを殺ころした者もの、すなわち故こ殺人さつじんはすべて証人しょうにんの証言しょうげんにしたがって殺ころされなければならない。しかし、だれもただひとりの証言しょうげんによって殺ころされることはない。 31あなたがたは死しに当あたる罪つみを犯おかした故こ殺人さつじんの命いのちのあがないしろを取とってはならない。彼かれは必かならず殺ころされなければならない。 32また、のがれの町まちにのがれた者もののために、あがないしろを取とって大だい祭司さいしの死しぬ前まえに彼かれを自分じぶんの地ちに帰かえり住すまわせてはならない。 33あなたがたはそのおる所ところの地ちを汚けがしてはならない。流血りゅうけつは地ちを汚けがすからである。地ちの上うえに流ながされた血ちは、それを流ながした者ものの血ちによらなければあがなうことができない。 34あなたがたは、その住すむ所ところの地ち、すなわちわたしのおる地ちを汚けがしてはならない。主しゅなるわたしがイスラエルの人々ひとびとのうちに住すんでいるからである」。
    

  


  


  
    第三十六章


    
      1ヨセフの子孫しそんの氏族しぞくのうち、マナセの子こマキルの子こであるギレアデの子こらの氏族しぞくのかしらたちがきて、モーセとイスラエルの人々ひとびとのかしらであるつかさたちとの前まえで語かたって、 2言いった、「イスラエルの人々ひとびとに、その嗣し業ぎょうの地ちをくじによって与あたえることを主しゅはあなたに命めいじられ、あなたもまた、われわれの兄弟きょうだいゼロペハデの嗣し業ぎょうを、その娘むすめたちに与あたえるよう、主しゅによって命めいじられました。 3その娘むすめたちがもし、イスラエルの人々ひとびとのうちの他たの部族ぶぞくのむすこたちにとつぐならば、彼女かのじょたちの嗣し業ぎょうは、われわれの父祖ふその嗣し業ぎょうのうちから取すり除のぞかれて、そのとつぐ部族ぶぞくの嗣し業ぎょうに加くわえられるでしょう。こうしてそれはわれわれの嗣し業ぎょうの分ぶんから取すり除のぞかれるでしょう。 4そしてイスラエルの人々ひとびとのヨベルの年としがきた時とき、彼女かのじょたちの嗣し業ぎょうは、そのとついだ部族ぶぞくの嗣し業ぎょうに加くわえられるでしょう。こうして彼女かのじょたちの嗣し業ぎょうは、われわれの父祖ふその部族ぶぞくの嗣し業ぎょうのうちから取すり除のぞかれるでしょう」。
    


    
      5モーセは主しゅの言葉ことばにしたがって、イスラエルの人々ひとびとに命めいじて言いった、「ヨセフの子孫しそんの部族ぶぞくの言いうところは正ただしい。 6ゼロペハデの娘むすめたちについて、主しゅが命めいじられたことはこうである。すなわち『彼女かのじょたちはその心こころにかなう者ものにとついでもよいが、ただその父祖ふその部族ぶぞくの一族いちぞくにのみ、とつがなければならない。 7そうすればイスラエルの人々ひとびとの嗣し業ぎょうは、部族ぶぞくから部族ぶぞくに移うつるようなことはないであろう。イスラエルの人々ひとびとは、おのおのその父祖ふその部族ぶぞくの嗣し業ぎょうをかたく保たもつべきだからである。 8イスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくのうち、嗣し業ぎょうをもっている娘むすめはみな、その父ちちの部族ぶぞくに属ぞくする一族いちぞくにとつがなければならない。そうすればイスラエルの人々ひとびとは、おのおのその父祖ふその嗣し業ぎょうを保たもつことができる。 9こうして嗣し業ぎょうは一つの部族ぶぞくから他たの部族ぶぞくに移うつることはなかろう。イスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくはおのおのその嗣し業ぎょうをかたく保たもつべきだからである』」。
    


    
      10そこでゼロペハデの娘むすめたちは、主しゅがモーセに命めいじられたようにした。 11すなわちゼロペハデの娘むすめたち、マアラ、テルザ、ホグラ、ミルカおよびノアは、その父ちちの兄弟きょうだいのむすこたちにとついだ。 12彼女かのじょたちはヨセフの子こマナセのむすこたちの一族いちぞくにとついだので、その嗣し業ぎょうはその父ちちの一族いちぞくの属ぞくする部族ぶぞくにとどまった。
    


    
      13これらはエリコに近ちかいヨルダンのほとりのモアブの平野へいやで、主しゅがモーセによってイスラエルの人々ひとびとに命めいじられた命令めいれいとおきてである。
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